
平成２６年度第７回ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会 議事次第 

 

日 時：平成２６年１２月１７日（水）１３：１５～１４：３０ 

場 所：各コア校（遠隔会議で実施） 

議 題： 

 

  １．平成２７年度ＳＰＯＤ事業計画について 

・平成２７年度ＳＰＯＤ事業計画（案）                    【資料１－１】 

・ＳＰＯＤフォーラム２０１５の開催について（案）              【資料１－２】 

 

２．平成２７年度ＳＰＯＤ事業経費について 

・平成２７年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業経費（案）  【資料２】 

 

   ３．平成２７年度ＳＰＯＤ内講師派遣について                    

   ・平成２７年度ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム一覧（案）          【資料３－１】 

   ・平成２７年度ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム概要（案）          【資料３－２】 

   ・平成２７年度ＳＰＯＤ内講師派遣について（依頼）           【資料３－３】 

・平成２７年度ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム希望調査（様式）       【資料３－４】 

 

４．平成２６年度ＳＰＯＤ活動報告書について 

・平成２６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」活動報告書 

（冊子版）構成（案）                          【資料４－１】 

・平成２６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」活動報告書 

（ＨＰ掲載用）構成（案）                             【資料４－２】 

 ・平成２６年度ＦＤ／ＳＤ活動の取組報告書（案）            【資料４－３】 

・平成２５年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」活動報告書 目次 

                                   【参考資料１－１】 

  ・平成２６年度ＳＰＯＤ事業計画                  【参考資料１－２】 

  ・平成２５年度ＦＤ／ＳＤ活動の取組報告書             【参考資料１－３】 

 

   ５．平成２６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」総会及び 

ＦＤ／ＳＤ分科会の開催について           

・平成２６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」総会及び 

ＦＤ／ＳＤ分科会 実施要項（案）                     【資料５】 

 

   ６．平成２６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」会計監査の実施について 

・平成２６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」会計監査実施要項（案） 

                         【資料６】 

・「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」会計監査実施要領      【参考資料２】 

  



  ７．平成２６年度ＳＰＯＤ事業評価委員会委員開催について 

・平成２６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」（ＳＰＯＤ） 

事業評価委員会実施要項（案）                       【資料７】 

・「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」（ＳＰＯＤ）事業評価委員会要項 

                        【参考資料３－１】 

・「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業評価委員会委員名簿        

                                    【参考資料３－２】 

 

８．各コア校で実施する新任教員研修について  

・第22/23回愛媛大学授業デザインワークショップアンケート集計結果    【資料８－１】 

・授業設計ワークショップアンケート集計結果                       【資料８－２】 

・新任教員研修会「よりよい授業のためのＦＤワークショップ」 

アンケート集計結果                                 【資料８－３】 

・学生の学びを支援する授業準備ワークショップアンケート集計結果     【資料８－４】 

・新任教員研修アンケート項目について                  【資料８－５】 

・第22/23回愛媛大学授業デザインワークショップ実施要項      【参考資料４－１】 

･授業設計ワークショップ実施要項                         【参考資料４－２】 

･よりよい授業のためのＦＤワークショップ実施要項         【参考資料４－３】 

・学生の学びを支援する授業準備ワークショップ実施要項及びチラシ  【参考資料４－４】 

 

９．平成２６年度大学人，社会人としての基礎力養成プログラム研修について 

・平成２６年度大学人，社会人としての基礎力養成プログラム研修（共通科目） 

アンケート集計結果                          【資料９－１】 

・平成２６年度大学人，社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅡ） 

アンケート集計結果                          【資料９－２】 

 

１０．大学教育カンファレンスin徳島について                    

・大学教育カンファレンスin徳島実施要項                  【資料１０】 

 

１１．「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」加盟校の退会について  

・「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」加盟校の退会について    【資料１１】 

 



大学名 所　　属 氏　　名 担当

総合教育センター　教育改革推進部門　教授 川野　卓二 ＦＤ

総合教育センター　教育改革推進部門　准教授 宮田　政徳 ＦＤ

総合教育センター　教育改革推進部門　講師 吉田　博 ＦＤ

総合教育センター教育改革推進部門　助教 川瀬　和也 ＦＤ

総合教育センター　教育改革推進部門　特任研究員 上岡　麻衣子 ＦＤ

総務部人事課長 関谷　直樹 ＳＤ

総務部人事課課長補佐 沖津　貴司 ＳＤ

学務部教育企画室長 三好　信幸 事務

学務部教育企画室教育企画係長 金治　志津子 事務

大学教育開発センター調査研究部　准教授 葛城　浩一 ＦＤ

大学教育開発センター調査研究部　准教授 佐藤　慶太 ＦＤ

教育・学生支援室修学支援グループ　チーフ 石井　さおり ＦＤ

経営管理室給与福利グループ　リーダー 松永　京一 ＳＤ

経営管理室給与福利グループ　チーフ 川池　晃子 ＳＤ

教育・学生支援室学務グループ　リーダー 野口　豊裕 事務

教育・学生支援室学務グループ　チーフ 中屋敷　美和 事務

教育・学生支援室学務グループ　チーフ 山本　英和 事務

教育・学生支援室学務グループ　グループ員 吉鷹　麻穂美 事務

総合教育センター大学教育創造部門　教授 塩崎　俊彦 ＦＤ

総合教育センター大学教育創造部門　准教授 立川　明 ＦＤ

総合教育センター大学教育創造部門　講師 俣野　秀典 ＦＤ

人事課長 中山　胤 SD

人事課課長補佐 川﨑　美保 SD

人事課労務管理係長 有友　幸代 SD

学務課総合教育センター事務係長 武内　智之 事務

学務課総合教育センター事務係　事務補佐員 美川　真希 事務

教育・学生支援機構副機構長／教育企画室長 小林　直人 議長・FD

教育企画室　准教授 山田　剛史 ＦＤ

教育企画室　助教 清水　栄子 ＦＤ

教育企画室　特定研究員 林　真弥 ＦＤ

教育企画室　特任助教 丸山　智子 ＳＤ

総務部人事課副課長 久保　秀二 ＳＤ

総務部人事課人事・人材育成チーム 古村　翔 ＳＤ

教育学生支援部長 吉田　一惠 ＳＤ・事務

教育学生支援部教育企画課副課長 織田　隆司 ＳＤ・事務

教育学生支援部教育企画課教育企画チームリーダー 濱元　悠子 事務

教育学生支援部教育企画課教育企画チームサブリーダー 山内　ちあき 事務

教育学生支援部教育企画課能力開発室 秋山　裕佑 事務

教育学生支援部教育企画課教育企画チーム 戸田　裕香 事務

教育学生支援部教育企画課教育企画チーム 三好　歌織 事務

教育学生支援部教育企画課教育企画チーム 松﨑　由里子 事務

教育学生支援部教育企画課教育企画チーム 神谷　敦子 ＳＤ・事務

平成２６年度　第７回ネットワークコア運営協議会　出席者名簿

徳島大学

香川大学

高知大学

愛媛大学



 

 

平成２７年度ＳＰＯＤ事業計画（案） 

 

 

１．ＦＤ事業  

・新規採用教員研修（年５回） 開催場所：各コア校 ※愛媛大学は２回実施 

・ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ（年２回） 

    ①全加盟校教員対象（年１回） 

     開催場所：徳島大学  

②高専対象（年１回） 開催場所：愛媛大学   

・ティーチング・ポートフォリオ更新ワークショップ（年１回） 

開催場所：愛媛大学または徳島大学   

   ・各種ＦＤプログラムの開発・実施 開催場所：各加盟校 

     研修プログラムガイド２０１５に掲載したプログラム 

・ティーチング・ポートフォリオ，アカデミック・ポートフォリオ作成ワークショップ 

     開催場所：愛媛大学 

※教職員能力開発拠点（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）主催事業として 

実施し，全国（ＳＰＯＤ加盟校含む）開放する 

 

 

２．ＳＤ事業    

   ・大学人・社会人としての基礎力養成プログラム（年５回）  

開催場所：香川大学，愛媛大学 

     レベルⅠ（新任職員研修） 

 １回 ５月中旬（香川大学） 

     レベルⅠ １回 １０月下旬（愛媛大学） 

レベルⅡ １回 ９月下旬（愛媛大学） 

レベルⅢ １回 ７月上旬 （愛媛大学） 

共通科目 １回 ９月上旬（愛媛大学） 

     ※主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：香川大学，愛媛大学 

・国際連携系職員養成研修（年１回） 開催場所：愛媛大学 

・社会連携系職員養成研修（年１回） 開催場所：愛媛大学 

※ＳＰＯＤフォーラム２０１５において開催 

  ※主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：愛媛大学 

・次世代リーダー養成ゼミナール（年４回） 

開催場所：香川県，高知県，愛媛県，徳島県 

 第１回 ５月下旬 徳島 

 第２回 ７月中旬 香川 

第３回 １１月上旬 高知  

 第４回 平成２８年１月下旬 愛媛 

※主担当：ＳＰＯＤ事務局 協力校：高知大学 

※次世代養成ゼミナールの外部講師による一部プログラムについては，教職員能力開

発拠点（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）主催事業として実施し，全国（Ｓ

ＰＯＤ加盟校含む）開放する 

資料１－１
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・職員のための講師養成講座（年２回）開催場所：愛媛大学２回 

平成２７年６月中旬・１２月中旬 

※主担当校：ＳＰＯＤ事務局 協力校：愛媛大学 

   ・各種ＳＤプログラムの開発・実施  開催場所：各加盟校 

     研修プログラムガイド２０１５に掲載したプログラム 

・スタッフ・ポートフォリオの作成ワークショップ 

※教職員能力開発拠点（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）主催事業として実施 

 

 

３．ＳＰＯＤフォーラム 

・平成２７年８月２６（水）～２８日（金）（３日間） 開催場所：愛媛大学 

   「学びの成果をどう可視化するか？」（仮） 

※トップリーダーセミナーを併せて開催 

※教職員能力開発拠点（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）と共催 

 

 

４．ＳＰＯＤ共通事業 

・ＳＰＯＤ内講師派遣（加盟校単位 各１回 計２６２４回） 開催場所：各加盟校 

     原則として，１法人あたり１回とする。ただし，高等専門学校については，１校あた

り１回とする。詳細は，ＳＰＯＤホームページに掲載   

   ・ＳＰＯＤ将来構想ワーキンググループ 

     調査研究プロジェクト事業と連携して訪問調査を実施予定 

・調査研究プロジェクト事業 

年１テーマを研究対象とする予定  

①連携効果・組織変容検証プロジェクト（ＦＤ部門） 

      ②連携効果・組織変容検証プロジェクト（ＳＤ部門） 

・その他コア運営協議会で承認された事業，プログラム等 

 

 

５．ＳＰＯＤ運営 

   ①総会（年１回） 平成２８年３月頃 

   ②ネットワークコア運営協議会（月１回程度） 

   ③事業評価委員会（年１回） 平成２８年３月頃 

   ④監査（年１回） 平成２８年３月頃 

⑤その他 

ⅰ．ＦＤ／ＳＤ分科会  

     ・ＦＤ分科会（年１回） 総会と同日開催（平成２８年３月頃） 

     ・ＳＤ分科会（年１回） 総会と同日開催（平成２８年３月頃） 

ⅱ．ＳＰＯＤ加盟校県内会議 四国各県において必要に応じて実施 
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ＳＰＯＤフォーラム２０１５の開催について（案） 
 
 

（趣旨） 
 「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ネットワーク略称＝ＳＰＯＤ）」
の企画として、ＳＰＯＤの実施する研修プログラム等を集中的に提供する。 

 
 
 

（主催） 
  四国地区大学教職員能力開発ネットワーク 
 
（共催） 

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室（教職員能力開発拠点） 
 
 
（日時・会場） 

 期間 ３日間 
 日時 平成２７年８月２６日（水）～ ８月２８日（金） 
 会場 受 付   法文学部２号館講義棟 

     プログラム 法文学部２号館講義棟，愛大ミューズＡＬ２ 
南加記念ホール（シンポジウム） 

 
 
（全体テーマ） 

「学びの成果をどう可視化するか？」（仮） 
 
 
（参加対象者） 
 １．「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」加盟校の教職員 
 ２．１．以外で，高等教育機関に所属している方及び高等教育行政に携わって 

いる方 
    ※ＳＰＯＤ加盟校の参加者を優先する。 
    ※原則として民間企業に勤務している方の参加はお断りする。 
 
 
（内容） 
  あらゆる立場の教職員が、その場でスキルアップにつながるような実践的な

プログラムを提供する。 
 
 

資料１－２
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分

析
図

の
活

用
～

　
※

Ｈ
２

７
年

新
規

仲
道

F
D

1
0

ジ
グ

ソ
ー

学
習

法
を

用
い

た
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
進

め
方

　
※

Ｈ
２

７
年

新
規

村
田

 Ｆ
Ｄ

 ク
ラ

ス
ル

ー
ム

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

 秦

Ｆ
Ｄ

1
1

効
果

的
な

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
活

用
方

法
仲

道

Ｆ
Ｄ

1
2

基
礎

か
ら

学
ぶ

学
習

評
価

法
宮

田
,川

瀬
佐

藤
 山

田
，

清
水

塩
崎

,俣
野

F
D

1
3

受
講

生
が

楽
し

く
集

中
し

て
参

加
す

る
授

業
の

雰
囲

気
作

り
　

※
Ｈ

２
７

年
新

規
立

川

Ｆ
Ｄ

･Ｓ
Ｄ

1
4

マ
イ

ン
ド

マ
ッ

プ
入

門
講

座
（
3
時

間
）

俣
野

 Ｆ
Ｄ

 マ
ン

ネ
リ

化
し

な
い

公
開

授
業

の
秘

訣
～

公
開

授
業

の
効

果
的

実
施

方
法

～
 宮

田
 秦

 ,山
田

Ｆ
Ｄ

1
5

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
を

見
直

し
ま

せ
ん

か
？

～
ア

ン
ケ

ー
ト

の
効

果
的

実
施

と
活

用
方

法
～

 秦
 ,山

田
塩

崎
,立

川
,俣

野

Ｆ
Ｄ

1
6

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

～
教

育
実

践
の

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
～

小
林

, 秦
,清

水

Ｆ
Ｄ

1
7

高
専

生
を

元
気

に
す

る
学

生
指

導
法

の
コ

ツ
坪

井

Ｆ
Ｄ

1
8

担
任

教
員

に
求

め
ら

れ
る

こ
と

～
担

任
ス

キ
ル

開
発

ワ
ー

ク
～

坪
井

Ｆ
Ｄ

1
9

事
例

か
ら

見
た

，
学

生
・
保

護
者

か
ら

信
頼

さ
れ

る
高

専
教

育
坪

井

Ｆ
Ｄ

2
0

今
す

ぐ
役

立
つ

授
業

T
ip

s　
ア

ク
テ

ィ
ブ

･ラ
ー

ニ
ン

グ
の

ス
タ

ー
ト

　
※

Ｈ
２

７
年

新
規

坪
井

授
業

改
善

・
教

授
法

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発

高
専

向
け

平
成

２
７

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

一
覧

（
案

）

担
当

講
師

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

ジ
ャ

ン
ル

Ｎ
ｏ
.

区
分

資料３－１

1



徳
島

大
学

香
川

大
学

愛
媛

大
学

高
知

大
学

阿
南

高
専

平
成

２
７

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

一
覧

（
案

）

担
当

講
師

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

ジ
ャ

ン
ル

Ｎ
ｏ
.

区
分

Ｓ
Ｄ

2
1

大
学

職
員

の
た

め
の

企
画

力
養

成
講

座
 秦

,阿
部

,仲
道

,清
水

,丸
山

Ｓ
Ｄ

2
2

若
手

・
中

堅
職

員
の

た
め

の
判

断
力

・
決

断
力

養
成

講
座

 秦
,阿

部
,仲

道
,清

水
,丸

山

Ｓ
Ｄ

2
3

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

・
デ

ザ
イ

ン
（
ID

／
教

育
設

計
）
を

活
用

し
た

企
画

・
立

案
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
　

※
Ｈ

２
７

年
新

規
仲

道

 Ｆ
Ｄ

･Ｓ
Ｄ

 教
職

員
の

た
め

の
P

o
w

e
rP

o
in

t～
分

か
り

や
す

い
話

の
組

み
立

て
方

・
資

料
作

成
・
分

か
り

易
い

話
し

方
～

 立
川

Ｆ
Ｄ

･Ｓ
Ｄ

　
2
4

教
職

員
の

た
め

の
P

o
w

e
rP

o
in

t～
30

分
で

マ
ス

タ
ー

す
る

P
P

T
、

プ
レ

ゼ
ン

資
料

か
ら

ポ
ス

タ
ー

作
成

ま
で

～
 ※

Ｈ
２

７
年

新
規

立
川

Ｆ
Ｄ

･Ｓ
Ｄ

　
2
5

教
職

員
の

た
め

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

～
説

得
力

の
あ

る
話

し
方

，
組

み
立

て
方

～
 ※

Ｈ
２

７
年

新
規

立
川

F
D

・
S
D

2
6

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
力

養
成

講
座

　
※

Ｈ
２

７
年

新
規

仲
道

Ｆ
Ｄ

･Ｓ
Ｄ

2
7

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
入

門
丸

山
，

仲
道

Ｓ
Ｄ

2
8

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

～
職

員
と

大
学

が
共

に
輝

く
た

め
に

～
 秦

,阿
部

,清
水

,丸
山

Ｓ
Ｄ

2
9

持
続

可
能

な
Ｓ

Ｄ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
手

法
 秦

,阿
部

,丸
山

Ｓ
Ｄ

3
0

人
事

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

の
必

要
性

 秦
,阿

部
,丸

山

 Ｆ
Ｄ

･Ｓ
Ｄ

 学
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
入

門
～

学
習

活
動

の
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

～
 秦

,山
田

Ｆ
Ｄ

･Ｓ
Ｄ

3
1

学
生

の
自

立
を

促
す

学
生

支
援

の
実

践
と

コ
ツ

吉
田

葛
城

,佐
藤

 秦
，

清
水

塩
崎

,立
川

 ＩＲ
 Ｆ

Ｄ
･Ｓ

Ｄ
 教

育
の

質
保

証
と

学
習

成
果

ア
セ

ス
メ

ン
ト

 山
田

危
機

管
理

F
D

・
S
D

3
2

事
例

か
ら

考
え

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
　

※
Ｈ

２
７

年
新

規
阿

部
，

清
水

，
吉

田
，

猪
野

Ｆ
Ｄ

3
3

学
生

が
輝

く
Ｆ

Ｄ
の

実
践

事
例

小
林

 ,山
田

塩
崎

,立
川

,俣
野

 Ｓ
Ｄ

 職
員

が
輝

く
Ｓ

Ｄ
の

実
践

事
例

 秦
,阿

部

Ｆ
Ｄ

･Ｓ
Ｄ

3
4

S
P

O
D

課
題

発
見

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
 Ｆ

Ｄ
・
Ｓ

Ｄ
を

効
果

的
に

進
め

る
組

織
づ

く
り

～
事

例
紹

介
と

お
悩

み
相

談
～

徳
島

県
内

担
当

香
川

県
内

担
当

愛
媛

県
内

担
当

高
知

県
内

担
当

業
務

改
善

事
例

紹
介

人
材

育
成

・
人

事
制

度

学
生

支
援

に
関

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム

2



Ｆ
Ｄ

1
学

生
の

学
び

を
促

す
シ

ラ
バ

ス
の

書
き

方
シ

ラ
バ

ス
，

（
教

授
法

，
評

価
）

シ
ラ

バ
ス

は
，

授
業

デ
ザ

イ
ン

の
基

礎
で

あ
り

，
よ

り
良

い
シ

ラ
バ

ス
を

作
る

こ
と

は
よ

り
良

い
授

業
を

作
る

た
め

の
出

発
点

と
な

り
ま

す
。

し
か

し
，

シ
ラ

バ
ス

を
作

る
た

め
に

は
，

様
々

な
授

業
形

態
，

評
価

方
法

と
い

っ
た

知
識

が
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
ま

た
，

授
業

全
体

を
わ

か
り

や
す

く
構

築
す

る
デ

ザ
イ

ン
力

も
必

要
と

な
り

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
，

参
加

者
の

皆
さ

ん
に

良
い

授
業

の
ヒ

ン
ト

を
持

ち
帰

っ
て

い
た

だ
く
た

め
，

シ
ラ

バ
ス

の
定

義
，

目
的

・
目

標
の

設
定

，
授

業
内

容
。

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
デ

ザ
イ

ン
，

評
価

方
法

の
選

択
に

つ
い

て
具

体
例

を
示

し
な

が
ら

解
説

し
ま

す
。

ま
た

，
学

生
の

時
間

外
学

習
を

促
す

事
例

も
紹

介
し

ま
す

。
シ

ラ
バ

ス
を

持
参

の
上

参
加

い
た

だ
け

れ
ば

，
そ

の
場

で
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。

コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

2
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
の

作
成

方
法

シ
ラ

バ
ス

，
（
教

授
法

，
評

価
）

シ
ラ

バ
ス

は
，

学
習

目
標

や
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

書
か

れ
た

，
授

業
に

関
す

る
最

大
重

要
文

書
と

言
え

ま
す

。
と

こ
ろ

が
，

教
員

が
期

待
す

る
ほ

ど
に

は
，

学
生

は
注

意
深

く
シ

ラ
バ

ス
を

読
ん

で
い

な
い

の
も

事
実

で
す

。
た

と
え

，
学

生
が

読
ん

だ
と

し
て

も
，

教
員

が
持

つ
背

景
的

知
識

を
踏

ま
え

て
シ

ラ
バ

ス
の

内
容

を
理

解
す

る
こ

と
は

困
難

で
す

。
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
と

は
，

学
習

内
容

を
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

，
ダ

イ
ア

グ
ラ

ム
，

樹
形

図
と

し
て

一
枚

の
マ

ッ
プ

に
表

現
し

た
も

の
で

す
。

学
生

は
こ

れ
を

読
む

こ
と

に
よ

っ
て

，
学

習
目

標
や

内
容

を
効

果
的

に
理

解
で

き
る

だ
け

で
な

く
，

容
易

に
記

憶
に

と
ど

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

教
員

は
，

こ
れ

を
通

し
て

，
自

ら
の

授
業

内
容

や
キ

ー
ワ

ー
ド

を
精

選
し

，
構

造
を

明
確

化
し

，
よ

り
円

滑
な

流
れ

で
授

業
の

再
構

成
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
の

意
義

や
特

徴
を

簡
単

に
説

明
し

た
上

で
，

参
加

者
全

員
が

自
ら

の
授

業
に

つ
い

て
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・
シ

ラ
バ

ス
を

書
く
個

人
ワ

ー
ク

に
取

り
組

み
ま

す
。

ペ
ア

・
ワ

ー
ク

に
よ

る
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
を

経
て

，
再

度
，

個
人

ワ
ー

ク
に

取
り

組
み

ま
す

。
参

加
者

は
担

当
し

て
い

る
授

業
の

う
ち

，
ど

れ
か

一
つ

の
シ

ラ
バ

ス
を

持
参

く
だ

さ
い

。

コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

3

学
習

者
の

学
習

意
欲

を
高

め
る

授
業

設
計

を
行

う
た

め
の

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

・
デ

ザ
イ

ン
（
ID

）
入

門
～

A
R

C
S
動

機
づ

け
モ

デ
ル

の
活

用
～

授
業

設
計

，
動

機
づ

け
，

学
習

理
論

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
こ

れ
ま

で
自

身
が

実
施

し
て

き
た

教
育

に
対

す
る

考
え

方
や

実
施

方
法

に
つ

い
て

見
つ

め
直

し
，

何
が

課
題

で
あ

る
か

に
つ

い
て

考
え

る
と

こ
ろ

か
ら

は
じ

め
，

教
育

を
よ

り
効

果
的

・
効

率
的

・
魅

力
的

に
す

る
た

め
の

方
法

論
で

あ
る

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

デ
ザ

イ
ン

（
以

下
，

ＩＤ
と

い
う

）
の

中
か

ら
，

学
習

者
を

動
機

づ
け

す
る

た
め

の
手

法
（
Ａ

Ｒ
Ｃ

Ｓ
動

機
づ

け
モ

デ
ル

）
や

学
習

者
の

学
び

を
支

援
す

る
た

め
の

働
き

か
け

に
関

す
る

理
論

を
事

例
と

と
も

に
学

び
，

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
に

て
課

題
解

決
策

の
糸

口
を

探
っ

て
い

き
ま

す
。

コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

4
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
授

業
と

は
？

教
授

法
，

動
機

づ
け

や
る

気
（
学

ぶ
意

欲
）
は

，
学

生
の

授
業

態
度

，
授

業
外

で
の

自
主

学
習

の
質

や
量

，
最

終
的

に
学

習
成

果
を

決
定

す
る

要
因

で
す

。
授

業
を

通
し

て
学

生
の

や
る

気
を

引
き

出
す

こ
と

は
私

た
ち

の
大

切
な

役
割

で
す

。
D

V
D

教
材

を
使

用
す

る
，

グ
ル

ー
プ

活
動

を
行

わ
せ

る
，

ゲ
ー

ム
的

要
素

を
盛

り
込

む
等

，
学

生
の

や
る

気
を

引
き

出
す

方
法

は
様

々
で

す
が

，
そ

の
場

し
の

ぎ
の

活
動

に
な

っ
て

し
ま

う
と

学
習

成
果

は
期

待
で

き
ま

せ
ん

。
学

生
の

や
る

気
を

引
き

出
し

そ
の

や
る

気
を

保
持

す
る

た
め

の
理

論
的

な
枠

組
み

を
理

解
し

た
上

で
，

ど
の

よ
う

な
授

業
活

動
を

行
う

の
か

を
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
し

て
，

参
加

者
の

皆
さ

ん
に

学
生

の
や

る
気

を
引

き
出

す
た

め
の

理
論

的
な

枠
組

み
を

理
解

し
て

い
た

だ
き

，
授

業
に

役
立

つ
具

体
的

な
ア

イ
デ

ア
を

互
い

に
共

有
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
よ

り
イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィ

ブ
で

実
り

の
あ

る
も

の
に

す
る

た
め

に
，

参
加

者
の

皆
さ

ん
は

，
自

分
の

授
業

に
お

い
て

学
生

の
や

る
気

を
引

き
出

す
た

め
に

ど
の

よ
う

な
工

夫
を

行
っ

て
い

る
の

か
を

箇
条

書
き

に
し

た
メ

モ
を

ご
持

参
く
だ

さ
い

。

コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

5
大

人
数

講
義

を
魅

力
的

に
す

る
テ

ク
ニ

ッ
ク

教
授

法
，

講
義

法

「
よ

い
」
講

義
と

は
こ

こ
で

は
，

聞
き

手
の

学
生

に
と

っ
て

分
か

り
や

す
く
，

知
的

な
緊

張
感

が
あ

り
，

さ
ら

に
学

生
が

参
加

す
る

（
し

た
気

に
さ

せ
る

）
講

義
，

と
い

う
こ

と
に

し
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
学

生
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

方
法

，
講

義
に

参
加

さ
せ

る
方

法
や

授
業

効
果

を
高

め
る

方
法

な
ど

，
大

人
数

の
学

生
を

聴
衆

と
し

た
「
よ

い
」
講

義
を

す
る

た
め

に
気

を
つ

け
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

様
々

な
授

業
ス

キ
ル

を
，

実
例

や
実

習
を

通
し

て
習

得
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
大

人
数

講
義

で
も

取
り

入
れ

る
こ

と
が

可
能

な
，

簡
単

な
参

加
体

験
型

授
業

/
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
の

一
例

と
し

て
，

受
講

者
に

実
際

に
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
体

験
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

6
講

義
に

小
グ

ル
ー

プ
・
ペ

ア
学

習
を

取
り

入
れ

た
授

業
デ

ザ
イ

ン
教

授
法

，
グ

ル
ー

プ
学

習

“
学

び
の

プ
ロ

セ
ス

に
学

生
自

身
が

ど
れ

だ
け

関
わ

る
こ

と
が

で
き

た
か

”
が

学
習

成
果

を
左

右
す

る
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

こ
こ

数
年

，
学

生
参

加
型

や
双

方
向

型
授

業
と

い
っ

た
名

称
の

授
業

が
増

え
て

き
て

い
る

こ
と

の
大

き
な

理
由

が
こ

こ
に

あ
り

ま
す

。
そ

こ
で

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
，

授
業

の
活

動
性

を
高

め
る

た
め

に
，

講
義

の
一

部
に

グ
ル

ー
プ

学
習

や
ペ

ア
学

習
を

取
り

入
れ

て
み

た
い

と
考

え
て

い
る

教
員

を
主

な
対

象
と

し
て

，
そ

の
た

め
の

考
え

方
や

方
法

（
主

に
協

同
教

育
の

理
論

）
を

参
加

メ
ン

バ
ー

と
共

に
学

び
，

理
解

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

実
施

さ
れ

ま
す

。

コ
ア

校

内
容

概
要

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

，
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

キ
ー

ワ
ー

ド

平
成

２
７

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

講
師

派
遣

元
プ

ロ
グ

ラ
ム

名
ジ

ャ
ン

ル
Ｎ

ｏ
.

区
分

授 業 改 善 ・ 教 授 法
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内
容

概
要

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

，
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

キ
ー

ワ
ー

ド

平
成

２
７

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

講
師

派
遣

元
プ

ロ
グ

ラ
ム

名
ジ

ャ
ン

ル
Ｎ

ｏ
.

区
分

Ｆ
Ｄ

7
学

生
が

動
く
・
変

わ
る

・
活

き
活

き
す

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
進

め
方

教
授

法
，

グ
ル

ー
プ

学
習

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

取
り

入
れ

た
参

加
型

授
業

形
式

を
取

り
入

れ
る

大
学

教
員

が
増

え
て

い
ま

す
。

一
方

，
グ

ル
ー

プ
毎

に
取

組
み

に
差

が
生

じ
る

，
グ

ル
ー

プ
内

で
の

作
業

に
個

人
ご

と
の

偏
り

が
あ

る
な

ど
，

実
施

に
あ

た
っ

て
は

課
題

も
あ

り
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
様

々
な

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

事
例

を
紹

介
し

な
が

ら
，

上
手

な
進

め
方

や
成

功
す

る
た

め
の

コ
ツ

を
学

び
ま

す
。

参
加

者
は

実
際

に
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
体

験
し

な
が

ら
学

習
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
受

講
後

は
，

現
状

よ
り

も
活

発
な

し
か

け
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。

コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

8

 教
え

な
い

で
成

績
を

上
げ

る
T
B

L
（
チ

ー
ム

基
 盤

型
学

習
）
と

い
う

授
業

方
法

大
学

版
反

転
授

業
：
T
B

L
（
チ

ー
ム

基
盤

型
学

習
）
と

い
う

授
業

方
法

教
授

法
，

グ
ル

ー
プ

学
習

教
え

て
も

教
え

て
も

成
績

が
上

が
ら

な
い

。
そ

ん
な

悩
み

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

　
T
B

L
：
チ

ー
ム

基
盤

型
学

習
に

は
次

の
よ

う
な

特
徴

が
あ

り
ま

す
。

正
し

い
知

識
を

た
く
さ

ん
身

に
つ

け
て

も
ら

い
た

い
授

業
に

最
適

で
す

。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
授

業
を

進
め

る
の

に
，

2
0
 チ

ー
ム

あ
っ

て
も

教
員

１
人

で
回

せ
ま

す
。

協
同

学
習

の
要

素
を

取
り

入
れ

た
仕

掛
け

が
あ

る
た

め
失

敗
し

に
く
く
，

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

経
験

が
少

な
い

教
員

で
も

無
理

な
く
導

入
で

き
ま

す
。

予
習

が
前

提
で

，
単

位
の

実
質

化
が

で
き

ま
す

。
何

よ
り

受
講

生
が

元
気

に
な

り
，

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

た
め

の
様

々
な

能
力

を
目

覚
め

さ
せ

ま
す

。
こ

ん
な

授
業

を
一

度
体

験
し

て
み

ま
せ

ん
か

？

コ
ア

校

F
D

9

N
E
W

！
学

生
の

学
び

や
す

さ
と

学
習

意
欲

を
高

め
る

授
業

設
計

～
課

題
分

析
図

の
活

用
～

授
業

設
計

，
課

題
分

析
図

学
生

の
学

び
や

す
さ

と
学

習
意

欲
を

高
め

る
た

め
に

，
い

く
つ

か
の

ID
（
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
）
理

論
を

用
い

て
授

業
設

計
の

手
法

を
学

び
ま

す
。

学
習

意
欲

は
，

学
び

や
す

さ
に

よ
っ

て
維

持
・
促

進
さ

れ
，

動
機

づ
け

に
よ

っ
て

高
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
学

び
や

す
さ

や
意

欲
を

設
計

す
る

た
め

に
は

，
教

員
が

自
身

の
教

授
内

容
を

明
確

に
し

，
学

生
目

線
で

再
構

築
す

る
作

業
が

必
要

で
す

。
そ

の
第

一
段

階
と

し
て

，
学

生
に

対
し

て
「
こ

の
授

業
で

何
が

で
き

る
よ

う
に

な
れ

ば
よ

い
の

か
」
が

具
体

的
に

伝
わ

る
学

習
目

標
を

提
示

し
ま

す
。

次
に

，
教

員
の

頭
に

あ
る

既
に

構
成

さ
れ

た
教

授
内

容
を

一
旦

分
解

し
ま

す
。

こ
れ

を
課

題
分

析
と

い
い

，
分

解
し

た
学

習
要

素
を

よ
り

学
び

や
す

く
，

意
欲

の
向

上
に

効
果

的
な

学
習

順
序

に
な

る
よ

う
再

構
築

し
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
課

題
分

析
の

ワ
ー

ク
を

通
し

て
，

こ
れ

か
ら

の
授

業
改

善
に

役
立

つ
ヒ

ン
ト

を
持

ち
帰

っ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

コ
ア

校

F
D

1
0

N
E
W

！
ジ

グ
ソ

ー
学

習
法

を
用

い
た

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

進
め

方
教

授
法

，
グ

ル
ー

プ
学

習

社
会

心
理

学
者

K
. 
レ

ヴ
ィ

ン
を

は
じ

め
と

し
た

集
団

力
学

を
専

門
と

す
る

研
究

者
た

ち
に

よ
っ

て
こ

れ
ま

で
種

々
実

証
さ

れ
て

き
た

よ
う

に
，

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
は

，
受

講
者

が
学

習
に

対
す

る
積

極
的

な
姿

勢
を

抱
け

る
よ

う
変

化
を

促
す

の
に

有
効

な
手

法
と

し
て

注
目

さ
れ

て
き

ま
し

た
。

と
り

わ
け

同
手

法
は

近
年

，
学

校
教

育
の

場
で

広
く
導

入
さ

れ
つ

つ
あ

る
こ

と
は

周
知

の
と

お
り

で
す

。
し

か
し

，
一

言
で

「
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

」
と

は
い

っ
て

も
，

そ
の

実
践

方
法

は
玉

石
混

淆
で

あ
る

の
が

実
態

で
す

。
そ

こ
で

本
講

で
は

，
そ

れ
ら

数
あ

る
手

法
の

う
ち

，
高

い
効

果
が

得
ら

れ
る

と
し

て
良

く
知

ら
れ

て
い

る
や

り
方

の
1
つ

を
体

験
し

て
頂

け
れ

ば
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

こ
れ

は
，

社
会

心
理

学
者

E
. 
ア

ロ
ン

ソ
ン

が
1
9
7
8
年

著
書

T
h
e
 J

ig
sa

w
 C

la
ss

ro
o
m

（
松

山
安

雄
訳

『
ジ

グ
ソ

ー
学

級
 生

徒
と

教
師

の
心

を
開

く
協

同
学

習
法

の
教

え
方

と
学

び
方

』
）
の

中
で

提
唱

し
た

「
ジ

グ
ソ

ー
学

習
法

」
な

る
も

の
で

，
こ

の
学

習
法

を
用

い
た

授
業

の
進

め
方

と
そ

の
効

果
を

皆
さ

ま
に

紹
介

す
る

こ
と

を
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
の

主
た

る
目

的
と

し
て

お
り

ま
す

。

コ
ア

校

 Ｆ
Ｄ

 ク
ラ

ス
ル

ー
ム

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

 教
授

法
，

教
室

運
営

，
 動

機
付

け

 「
居

眠
り

を
さ

せ
な

い
た

め
の

コ
ツ

」
「
私

語
を

さ
せ

な
い

た
め

の
コ

ツ
」
と

い
っ

た
，

学
生

を
授

業
に

う
ま

く
引

き
込

み
，

学
生

の
モ

チ
ベ

ー
 シ

ョ
ン

を
最

初
か

ら
最

後
ま

で
高

く
維

持
す

る
た

め
の

手
法

に
つ

い
て

学
び

ま
す

。
と

く
に

，
授

業
の

準
備

段
階

か
ら

，
授

業
開

始
時

，
途

 中
，

終
了

時
に

お
い

て
，

段
階

的
に

効
果

的
な

「
し

か
け

」
を

活
用

す
る

こ
と

で
，

学
生

が
集

中
し

て
授

業
に

取
り

組
む

よ
う

に
な

る
手

法
 に

つ
い

て
，

講
師

の
実

践
例

を
紹

介
し

な
が

ら
学

び
ま

す
。

 コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

1
1

効
果

的
な

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
活

用
方

法
教

授
法

，
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

，
学

習
効

果
を

上
げ

る
た

め
の

方
法

と
し

て
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

が
注

目
さ

れ
て

い
ま

す
．

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
「
ｅ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

授
業

に
取

り
入

れ
て

み
よ

う
」
「
ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
ど

の
よ

う
に

活
用

す
る

こ
と

が
有

効
な

の
か

を
知

り
た

い
」
「
自

身
の

授
業

改
善

に
役

立
て

た
い

」
「
ど

こ
か

ら
始

め
る

と
よ

い
か

わ
か

ら
な

い
」
な

ど
と

い
う

方
に

対
し

て
，

実
際

に
授

業
で

活
用

さ
れ

て
い

る
様

々
な

ｅ
ラ

ー
ニ

ン
グ

事
例

を
紹

介
す

る
と

と
も

に
，

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
に

て
自

身
の

授
業

で
，

ど
う

活
用

で
き

る
か

を
探

っ
て

い
き

ま
す

。

コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

1
2

基
礎

か
ら

学
ぶ

学
習

評
価

法
学

習
評

価

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
学

習
評

価
の

基
礎

知
識

で
あ

る
，

学
習

評
価

の
原

則
，

学
習

評
価

の
公

平
性

，
テ

ス
ト

の
作

成
法

，
学

習
評

価
の

厳
密

化
と

効
率

化
の

た
め

の
評

価
ツ

ー
ル

，
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

こ
れ

ま
で

の
自

己
の

学
習

評
価

方
法

を
見

直
し

，
公

平
性

・
厳

密
性

と
効

率
性

の
両

方
を

満
た

す
も

の
に

す
る

た
め

の
ヒ

ン
ト

を
持

ち
帰

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
シ

ラ
バ

ス
を

持
参

の
上

参
加

い
た

だ
け

れ
ば

，
そ

の
場

で
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。

コ
ア

校

授 業 改 善 ・ 教 授 法
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内
容

概
要

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

，
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

キ
ー

ワ
ー

ド

平
成

２
７

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

講
師

派
遣

元
プ

ロ
グ

ラ
ム

名
ジ

ャ
ン

ル
Ｎ

ｏ
.

区
分

F
D

1
3

N
E
W

！
受

講
生

が
楽

し
く
集

中
し

て
参

加
す

る
授

業
の

雰
囲

気
作

り
授

業
法

，
講

義
法

多
く
の

学
生

は
授

業
を

聴
く
つ

も
り

で
教

室
に

集
ま

っ
て

い
る

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ま
し

て
授

業
に

参
加

す
る

つ
も

り
で

来
て

は
い

ま
せ

ん
。

そ
の

よ
う

な
ア

ウ
ェ

イ
な

状
況

を
一

瞬
で

変
え

ら
れ

た
ら

先
生

も
気

持
ち

よ
く
授

業
が

で
き

る
と

思
い

ま
せ

ん
か

？
多

く
の

受
講

生
は

，
授

業
内

容
に

ま
っ

た
く
関

心
が

な
い

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

で
も

難
し

い
話

を
一

方
的

に
続

け
ら

れ
れ

ば
い

く
ら

が
ん

ば
っ

て
も

疲
れ

て
し

ま
い

ま
す

。
そ

ん
な

ど
ん

よ
り

ム
ー

ド
を

一
瞬

で
打

ち
払

っ
て

明
る

く
で

き
た

ら
良

い
と

思
い

ま
せ

ん
か

？
そ

ん
な

テ
ク

ニ
ッ

ク
：
授

業
の

最
初

に
す

べ
き

こ
と

，
大

事
な

こ
と

が
伝

わ
っ

て
い

る
か

確
認

す
る

方
法

，
全

員
の

意
見

分
布

を
知

る
方

法
に

つ
い

て
具

体
的

に
紹

介
し

ま
す

。
ま

た
，

そ
れ

ら
の

方
法

が
な

ぜ
，

う
ま

く
行

く
の

か
，

基
本

的
考

え
方

を
紹

介
し

ま
す

。

コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

1
4

マ
イ

ン
ド

マ
ッ

プ
入

門
講

座
　

（
3
時

間
）

思
考

法
，

（
教

授
法

）

マ
イ

ン
ド

マ
ッ

プ
は

，
T
o
n
y 

B
u
za

n
に

よ
っ

て
開

発
さ

れ
た

思
考

手
法

・
ノ

ー
ト

術
で

，
記

憶
力

・
理

解
力

・
集

中
力

・
創

造
的

思
考

力
・
問

題
解

決
力

な
ど

の
様

々
な

能
力

を
高

め
る

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

イ
メ

ー
ジ

と
連

想
を

も
と

に
放

射
状

に
思

考
を

広
げ

る
と

こ
ろ

に
特

徴
が

あ
り

，
ビ

ジ
ネ

ス
や

教
育

現
場

に
お

い
て

注
目

さ
れ

て
い

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

，
実

際
に

頭
と

手
を

動
か

し
な

が
ら

M
in

d 
M

ap
pi

n
gを

体
験

す
る

こ
と

を
通

し
て

，
参

加
者

自
身

の
日

々
の

実
践

へ
の

ヒ
ン

ト
を

持
ち

帰
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

実
施

さ
れ

ま
す

。

コ
ア

校

 Ｆ
Ｄ

 マ
ン

ネ
リ

化
し

な
い

公
開

授
業

の
秘

訣
 　

　
　

～
公

開
授

業
の

効
果

的
実

施
方

法
～

 公
開

授
業

，
授

業
参

観

 公
開

授
業

は
，

日
本

に
お

い
て

最
も

一
般

的
な

授
業

改
善

の
一

つ
だ

と
言

え
ま

す
。

一
方

で
，

形
式

的
な

実
施

に
陥

っ
て

い
る

（
マ

ン
ネ

 リ
化

）
と

い
う

声
も

聞
き

ま
す

。
「
や

り
っ

ぱ
な

し
」
に

せ
ず

，
効

果
的

に
実

施
す

る
た

め
に

は
，

ど
う

し
た

ら
よ

い
の

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

そ
の

 結
果

を
ど

の
よ

う
に

活
用

し
た

ら
よ

い
の

で
し

ょ
う

か
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
国

内
外

の
様

々
な

事
例

を
紹

介
し

な
が

ら
，

上
記

の
問

い
 を

考
え

て
い

き
ま

す
。

 コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

1
5

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
を

見
直

し
ま

せ
ん

か
？

～
ア

ン
ケ

ー
ト

の
効

果
的

実
施

と
活

用
方

法
～

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト

授
業

ア
ン

ケ
ー

ト
は

，
日

本
に

お
い

て
最

も
一

般
的

な
授

業
改

善
の

一
つ

だ
と

言
え

ま
す

。
一

方
で

，
形

式
的

な
実

施
に

陥
っ

て
い

る
（
マ

ン
ネ

リ
化

）
と

い
う

声
も

聞
き

ま
す

。
「
や

り
っ

ぱ
な

し
」
に

せ
ず

，
効

果
的

に
実

施
す

る
た

め
に

は
，

ど
う

し
た

ら
よ

い
の

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

そ
の

結
果

を
ど

の
よ

う
に

活
用

し
た

ら
よ

い
の

で
し

ょ
う

か
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
国

内
外

の
様

々
な

事
例

を
紹

介
し

な
が

ら
，

上
記

の
問

い
を

考
え

て
い

き
ま

す
。

開
催

校
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

持
参

い
た

だ
け

れ
ば

，
項

目
の

検
討

を
行

う
ワ

ー
ク

を
入

れ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

1
6

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

　
　

　
～

教
育

実
践

の
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

～
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

と
は

何
か

に
つ

い
て

基
本

的
な

内
容

を
学

ん
で

い
き

ま
す

。
具

体
的

に
は

，
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

が
，

教
育

改
善

や
教

育
業

績
評

価
に

い
か

な
る

点
で

役
立

つ
か

と
い

っ
た

必
要

性
と

有
効

性
に

つ
い

て
，

ま
た

，
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

作
成

の
た

め
の

要
点

と
手

順
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
を

設
け

て
い

ま
す

。
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

作
成

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
へ

参
加

予
定

の
先

生
方

は
事

前
準

備
と

し
て

活
用

い
た

だ
け

ま
す

。

コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

1
7

高
専

生
を

元
気

に
す

る
学

生
指

導
法

の
コ

ツ
高

専
，

学
生

指
導

成
長

途
上

の
学

生
へ

の
サ

ポ
ー

ト
で

は
，

人
間

関
係

の
悩

み
，

保
護

者
と

の
連

携
，

教
員

間
の

協
同

な
ど

に
つ

い
て

知
識

と
対

応
の

ス
キ

ル
を

求
め

ら
れ

ま
す

。
学

生
そ

れ
ぞ

れ
に

異
な

る
悩

み
を

受
け

と
め

，
そ

の
成

長
を

支
え

る
こ

と
は

容
易

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

保
護

者
の

価
値

観
は

多
様

で
，

学
校

の
教

育
指

針
と

一
致

し
な

い
こ

と
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
一

方
，

教
員

間
で

教
育

情
報

を
共

有
し

協
同

す
る

こ
と

も
難

し
い

問
題

で
す

。
そ

れ
で

も
，

学
生

は
サ

ポ
ー

ト
を

必
要

と
し

て
い

ま
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

，
高

専
の

教
育

現
場

で
起

き
て

い
る

事
例

に
つ

い
て

，
ど

う
対

応
す

れ
ば

適
切

に
学

生
を

サ
ポ

ー
ト

で
き

る
の

か
，

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

よ
る

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
を

中
心

に
検

討
し

，
広

範
な

学
生

サ
ポ

ー
ト

力
の

獲
得

に
資

す
る

よ
う

展
開

し
ま

す
。

阿
南

高
専

Ｆ
Ｄ

1
8

担
任

教
員

に
求

め
ら

れ
る

こ
と

　
　

　
～

担
任

ス
キ

ル
開

発
ワ

ー
ク

～
高

専
，

学
生

指
導

心
の

揺
ら

い
で

い
る

学
生

に
，

ま
ず

寄
り

添
う

の
は

，
担

任
教

員
で

す
。

担
任

教
員

は
，

学
生

サ
ポ

ー
ト

の
た

め
に

次
の

こ
と

を
始

め
と

す
る

様
々

な
ス

キ
ル

（
意

識
，

知
識

と
能

力
）
を

求
め

ら
れ

ま
す

。
担

任
教

員
に

必
要

な
基

礎
的

ス
キ

ル
を

整
理

し
て

時
系

列
に

整
理

す
る

こ
と

に
よ

り
，

教
員

団
の

教
育

力
向

上
に

資
す

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

数
年

の
担

任
経

験
を

有
し

，
担

任
ス

キ
ル

の
高

度
化

と
共

有
，

校
内

で
の

教
育

連
携

の
必

要
性

を
感

じ
て

い
る

教
員

を
対

象
と

す
る

ワ
ー

ク
で

す
。

・
学

生
と

の
接

し
方

  
  

  
 ・

自
殺

や
不

登
校

，
い

じ
め

の
サ

イ
ン

  
  

  
 ・

教
育

連
携

の
方

法
  

  
  

・
保

護
者

対
応

  
  

  
 ・

奨
学

金
・
休

学
時

の
手

続
き

  
  

  
・
授

業
料

納
付

期
限

，
除

籍
  

  
  

 ・
高

等
学

校
卒

業
程

度
認

定
試

験
  

  
  

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
  

  
  

・
危

機
管

理
フ

ロ
ー

阿
南

高
専

授 業 改 善 ・ 教 授 法 高 専 向 けプ ロ グ ラ ム 開 発

3



内
容

概
要

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

，
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

キ
ー

ワ
ー

ド

平
成

２
７

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

講
師

派
遣

元
プ

ロ
グ

ラ
ム

名
ジ

ャ
ン

ル
Ｎ

ｏ
.

区
分

Ｆ
Ｄ

1
9

事
例

か
ら

見
た

，
学

生
・
保

護
者

か
ら

信
頼

さ
れ

る
高

専
教

育
高

専
，

教
育

経
営

学
校

教
育

の
不

調
は

，
時

に
，

強
い

ク
レ

ー
ム

や
裁

判
と

し
て

顕
在

化
し

ま
す

。
教

育
活

動
そ

の
も

の
に

問
題

が
あ

る
場

合
，

教
育

活
動

へ
の

理
解

を
得

ら
れ

な
い

場
合

な
ど

様
々

で
す

が
，

い
ず

れ
も

学
生

･保
護

者
か

ら
学

校
お

よ
び

教
員

が
信

頼
を

得
ら

れ
て

い
な

い
こ

と
が

最
大

の
要

因
の

一
つ

で
す

。
裁

判
事

例
を

ふ
ま

え
て

先
行

研
究

を
参

照
し

つ
つ

，
教

育
現

場
の

観
点

か
ら

信
頼

さ
れ

る
高

専
教

育
の

あ
り

方
を

確
認

し
ま

す
。

あ
わ

せ
て

，
各

高
専

に
お

い
て

，
信

頼
さ

れ
る

教
育

活
動

を
全

学
的

に
行

う
た

め
の

検
証

・
支

援
方

法
に

つ
い

て
考

え
ま

し
ょ

う
。

阿
南

高
専

Ｆ
Ｄ

2
0

N
E
W

！
今

す
ぐ

役
立

つ
授

業
T
ip

s　
ア

ク
テ

ィ
ブ

･ラ
ー

ニ
ン

グ
の

ス
タ

ー
ト

教
授

法
，

動
機

づ
け

ア
ク

テ
ィ

ブ
･ラ

ー
ニ

ン
グ

は
有

効
な

学
習

形
態

で
す

が
，

そ
の

た
め

に
は

学
生

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
，

内
発

的
動

機
づ

け
を

サ
ポ

ー
ト

し
て

学
生

の
学

習
活

動
を

活
性

化
す

る
手

法
を

紹
介

し
，

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
ミ

ニ
ワ

ー
ク

で
確

認
し

ま
す

。
取

り
上

げ
る

の
は

，
「
ア

プ
ロ

ー
チ

ト
ー

ク
，

個
人

名
空

間
，

肯
定

的
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

，
T
h
in

k-
P

ai
r-

S
h
ar

e
，

ク
ラ

ス
ル

ー
ム

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

，
問

い
か

け
，

回
答

へ
の

対
応

，
Ill

u
si

o
n
 o

f 
c
h
o
ic

e
，

ラ
ウ

ン
ド

意
見

交
換

」
な

ど
で

す
。

阿
南

高
専

Ｓ
Ｄ

2
1

大
学

職
員

の
た

め
の

企
画

力
養

成
講

座
企

画
力

，
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力

大
学

職
員

に
必

要
な

能
力

と
し

て
「
問

題
発

見
・
解

決
能

力
」
が

よ
く
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
ま

す
。

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
，

大
学

改
革

，
業

務
改

善
を

行
っ

て
い

く
上

で
の

，
「
問

題
発

見
・
解

決
能

力
」
と

「
企

画
提

案
力

」
の

手
法

を
学

ぶ
も

の
で

す
。

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

身
に

つ
け

た
手

法
や

企
画

書
を

実
際

に
大

学
に

持
ち

帰
り

，
上

司
や

大
学

に
提

案
で

き
る

よ
う

，
実

践
に

即
し

た
ス

タ
イ

ル
で

行
い

ま
す

。
大

学
や

今
の

業
務

に
疑

問
や

改
善

点
を

持
た

れ
て

い
る

職
員

の
方

は
も

ち
ろ

ん
，

ど
う

や
っ

て
見

つ
け

た
ら

よ
い

か
，

提
案

し
た

ら
良

い
の

か
分

か
ら

な
い

職
員

の
方

も
ご

参
加

く
だ

さ
い

。

コ
ア

校

Ｓ
Ｄ

2
2

若
手

・
中

堅
職

員
の

た
め

の
判

断
力

・
決

断
力

養
成

講
座

判
断

力
・
決

断
力

，
デ

ィ
ベ

ー
ト

判
断

・
決

断
は

上
司

や
役

職
者

だ
け

が
行

う
も

の
だ

と
思

っ
て

い
ま

せ
ん

か
。

実
は

，
若

手
・
中

堅
職

員
に

お
い

て
も

，
業

務
の

中
で

，
判

断
・
決

断
を

下
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

場
面

は
多

々
あ

り
ま

す
。

あ
な

た
は

ど
の

よ
う

に
判

断
・
決

断
を

行
っ

て
い

ま
す

か
？

そ
も

そ
も

，
判

断
と

決
断

の
違

い
と

は
何

で
し

ょ
う

か
？

ま
た

，
判

断
を

速
や

か
に

行
う

に
は

何
が

必
要

で
あ

り
，

決
断

を
下

す
に

は
何

を
も

と
に

行
え

ば
良

い
の

で
し

ょ
う

か
？

判
断

や
決

断
が

速
や

か
な

人
は

好
感

を
持

た
れ

ま
す

が
，

そ
の

判
断

や
決

断
が

誤
っ

て
い

る
と

信
頼

を
失

い
ま

す
。

ま
た

一
方

で
，

決
定

し
や

す
い

判
断

が
良

い
判

断
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
こ

の
よ

う
に

，
本

セ
ミ

ナ
ー

で
は

，
判

断
力

と
決

断
力

の
違

い
，

そ
れ

ら
を

効
果

的
に

行
う

た
め

に
必

要
な

条
件

を
理

解
し

た
上

で
，

実
践

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
行

う
こ

と
で

参
加

者
の

皆
さ

ん
の

判
断

力
・
決

断
力

ス
キ

ル
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

当
日

は
，

レ
ク

チ
ャ

ー
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
，

デ
ィ

ベ
ー

ト
な

ど
を

組
み

合
わ

せ
，

進
め

て
い

き
ま

す
。

コ
ア

校

Ｓ
Ｄ

2
3

N
E
W

！
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
（
ID

／
教

育
設

計
）
を

活
用

し
た

企
画

・
立

案
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

企
画

立
案

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

，
現

状
分

析

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
問

題
解

決
手

法
で

あ
る

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ナ
ル

・
デ

ザ
イ

ン
（
ＩＤ

／
教

育
設

計
）
を

理
解

し
，

そ
の

後
，

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
形

式
に

て
，

自
身

の
業

務
実

践
の

場
に

活
か

せ
る

業
務

の
効

率
化

や
課

題
解

決
に

向
け

た
方

策
が

見
出

せ
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

ま
ず

，
自

身
の

大
学

で
業

務
や

教
育

の
改

善
・
改

革
を

推
進

し
た

い
と

考
え

て
い

る
事

柄
を

取
り

上
げ

る
と

こ
ろ

か
ら

は
じ

め
，

一
般

的
に

改
革

を
推

進
す

る
上

で
，

ポ
イ

ン
ト

と
な

る
現

状
分

析
を

丁
寧

に
行

い
ま

す
。

次
に

，
目

標
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
を

明
確

に
認

識
し

，
ゴ

ー
ル

に
向

け
て

方
略

・
戦

略
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

た
め

の
方

法
論

を
学

び
，

改
革

の
一

端
を

担
う

際
の

効
果

的
な

思
考

を
身

に
つ

け
ま

す
。

コ
ア

校

 Ｆ
Ｄ

 Ｓ
Ｄ

 教
職

員
の

た
め

の
P

o
w

e
rP

o
in

t
 ～

分
か

り
や

す
い

話
の

組
み

立
て

方
・
資

料
 作

成
・
分

か
り

易
い

話
し

方
～

 プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

使
え

る
と

便
利

な
ん

だ
ろ

う
け

ど
，

い
ま

い
ち

効
果

的
に

使
え

そ
う

な
気

が
し

な
い

ん
だ

よ
ね

～
・
・
・
と

二
の

足
を

踏
ん

で
い

ま
せ

ん
か

？
 パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

な
ど

の
ス

ラ
イ

ド
ウ

ェ
ア

は
授

業
で

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
す

る
教

員
は

も
ち

ろ
ん

，
意

外
に

使
え

る
と

職
員

の
皆

さ
ん

に
 も

便
利

な
ツ

ー
ル

で
す

。
何

か
を

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
す

る
こ

と
を

前
提

に
，

一
連

の
流

れ
を

体
験

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

 ン
す

る
に

は
構

想
，

資
料

作
成

，
発

表
練

習
の

３
段

階
が

あ
り

ま
す

が
，

あ
ま

り
に

も
資

料
作

成
に

時
間

を
か

け
る

あ
ま

り
，

効
果

的
な

プ
 レ

ゼ
ン

に
結

び
つ

か
な

い
人

が
非

常
に

多
い

で
す

。
プ

レ
ゼ

ン
で

失
敗

し
な

い
た

め
に

三
つ

の
ス

テ
ッ

プ
で

何
を

や
っ

て
お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
か

，
一

度
体

験
し

て
み

ま
し

ょ
う

。

 コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

2
4

N
E
W

！
教

職
員

の
た

め
の

P
o
w

e
rP

o
in

t
～

3
0
分

で
マ

ス
タ

ー
す

る
P

P
T
，

プ
レ

ゼ
ン

資
料

か
ら

ポ
ス

タ
ー

作
成

ま
で

～

P
o
w

e
rP

o
in

t

新
し

い
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

使
い

方
を

一
か

ら
覚

え
る

の
は

お
っ

く
う

で
す

。
で

も
，

3
0
分

で
マ

ス
タ

ー
で

き
る

と
し

た
ら

？
P

o
w

e
rP

o
io

n
tで

は
，

ス
ラ

イ
ド

資
料

を
作

成
す

る
他

，
縦

型
の

ポ
ス

タ
ー

や
チ

ラ
シ

も
作

成
す

る
こ

と
が

可
能

で
す

。
授

業
で

プ
レ

ゼ
ン

ウ
ェ

ア
を

使
い

た
い

教
員

は
も

ち
ろ

ん
，

業
務

で
ポ

ス
タ

ー
や

チ
ラ

シ
，

ポ
ン

チ
絵

な
ど

を
書

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
職

員
の

皆
さ

ん
も

，
使

い
方

を
覚

え
る

と
意

外
に

便
利

で
す

。
こ

の
際

，
3
0
分

で
マ

ス
タ

ー
し

ち
ゃ

い
ま

し
ょ

う
！

＊
P

P
T
実

習
ほ

ん
と

に
3
0
分

！
　

ア
イ

ス
ブ

レ
イ

キ
ン

グ
，

見
や

す
い

資
料

作
成

の
コ

ツ
（
レ

ク
チ

ャ
ー

）
，

P
P

T
資

料
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

出
力

，
ふ

り
か

え
り

等
計

2
時

間
程

度
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。

コ
ア

校

高 専 向 け 業 務 改 善

4



内
容

概
要

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

，
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

キ
ー

ワ
ー

ド

平
成

２
７

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

講
師

派
遣

元
プ

ロ
グ

ラ
ム

名
ジ

ャ
ン

ル
Ｎ

ｏ
.

区
分

Ｆ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

2
5

N
E
W

！
教

職
員

の
た

め
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
～

説
得

力
の

あ
る

話
し

方
，

組
み

立
て

方
～

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

あ
の

人
の

話
し

方
は

分
か

り
や

す
い

よ
な

～
　

あ
ん

な
ふ

う
に

話
せ

た
ら

い
い

よ
な

～
と

思
う

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

　
本

当
に

分
か

り
易

く
話

す
必

要
が

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

？
　

実
は

話
し

方
や

雰
囲

気
で

感
じ

方
が

ず
い

ぶ
ん

変
わ

る
も

の
で

す
。

授
業

に
限

ら
ず

人
前

で
話

し
た

り
会

話
す

る
機

会
に

好
感

が
持

た
れ

，
聞

い
て

も
ら

え
る

話
し

方
を

身
に

つ
け

ま
し

ょ
う

。
そ

の
た

め
に

は
呼

吸
法

と
発

声
法

，
そ

の
た

め
の

姿
勢

，
そ

し
て

話
し

方
の

組
み

立
て

方
が

重
要

で
す

。
ち

ょ
っ

と
や

っ
て

み
ま

し
ょ

う
！

コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

2
6

N
E
W

！
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

力
養

成
講

座
合

意
形

成
，

調
整

，
ゴ

ー
ル

設
定

仕
事

に
お

け
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
と

は
，

何
を

ど
の

よ
う

に
す

る
こ

と
な

の
で

し
ょ

う
か

。
目

標
達

成
の

た
め

に
部

局
や

立
場

を
超

え
て

，
必

要
な

ス
キ

ル
や

能
力

を
備

え
た

人
を

集
め

る
だ

け
で

な
く
，

チ
ー

ム
の

中
で

異
な

る
分

野
(領

域
)・

個
々

の
利

害
に

よ
る

関
係

を
調

整
し

，
全

体
の

合
意

を
形

成
し

，
向

か
う

べ
き

目
標

・
ゴ

ー
ル

ま
で

着
実

に
誘

導
し

て
い

く
こ

と
，

こ
れ

が
仕

事
に

お
け

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

力
で

す
。

職
場

に
お

け
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
い

う
役

割
は

，
物

理
的

な
シ

ス
テ

ム
で

は
解

決
で

き
な

い
，

人
に

し
か

担
当

で
き

な
い

仕
事

と
言

え
ま

す
。

本
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
は

，
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
を

通
じ

て
，

チ
ー

ム
の

各
メ

ン
バ

ー
が

持
つ

ア
イ

デ
ア

や
意

見
，

情
報

を
う

ま
く
引

き
出

し
，

ま
と

め
，

一
つ

の
目

標
達

成
に

向
か

え
る

よ
う

に
す

る
ま

で
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
力

の
実

践
と

コ
ツ

に
つ

い
て

，
学

ん
で

い
た

だ
け

る
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

2
7

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
入

門
計

画
立

案
，

進
捗

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
成

功
さ

せ
る

た
め

に
は

何
が

必
要

か
，

そ
の

基
本

と
な

る
方

法
論

や
プ

ロ
セ

ス
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。
様

々
な

規
模

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

存
在

す
る

中
，

日
々

の
日

常
的

な
業

務
の

効
率

化
を

図
る

ツ
ー

ル
と

し
て

も
活

用
で

き
ま

す
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
成

り
行

き
に

任
せ

る
の

で
な

く
，

し
っ

か
り

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

こ
と

，
及

び
終

了
後

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
重

要
性

を
学

び
ま

す
。

部
署

内
，

及
び

部
署

を
横

断
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

増
え

て
い

く
な

か
，

最
終

的
に

は
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
職

場
で

実
際

に
適

用
す

る
た

め
の

ポ
イ

ン
ト

を
説

明
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
標

と
し

て
い

ま
す

。

コ
ア

校

Ｓ
Ｄ

2
8

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

入
門

～
職

員
と

大
学

が
共

に
輝

く
た

め
に

～
自

己
理

解
，

メ
ン

タ
リ

ン
グ

，
業

務
整

理

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

と
は

，
職

員
自

ら
が

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
図

れ
，

組
織

と
し

て
は

こ
れ

に
よ

り
職

員
一

人
ひ

と
り

の
可

能
性

や
潜

在
能

力
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

ツ
ー

ル
の

こ
と

で
す

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
，

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
詳

し
い

定
義

や
そ

の
有

益
性

を
説

明
し

た
後

に
，

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

－
Ｓ

Ｄ
で

の
活

用
例

及
び

愛
媛

大
学

で
の

導
入

例
や

実
際

に
ス

タ
ッ

フ
・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
作

成
し

た
職

員
の

声
を

聞
き

，
実

践
例

を
示

し
ま

す
。

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

は
大

学
や

大
学

職
員

人
事

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
ど

の
よ

う
な

影
響

や
効

果
を

与
え

る
の

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

，
職

員
個

人
に

ど
の

よ
う

な
影

響
や

効
果

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

。
さ

ら
に

は
，

ス
タ

ッ
フ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

は
簡

単
に

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

し
ょ

う
か

。
作

成
す

る
場

合
に

重
要

な
こ

と
と

は
何

で
し

ょ
う

か
。

こ
の

よ
う

な
疑

問
を

一
つ

ず
つ

解
決

で
き

る
よ

う
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

な
っ

て
い

ま
す

。

コ
ア

校

Ｓ
Ｄ

2
9

持
続

可
能

な
Ｓ

Ｄ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
手

法
S
D

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発

Ｓ
Ｄ

と
は

事
務

系
職

員
の

能
力

開
発

活
動

で
あ

り
，

人
材

開
発

か
ら

始
ま

っ
て

，
組

織
の

活
性

化
，

組
織

の
業

績
向

上
，

最
終

的
に

は
大

学
等

の
特

性
と

し
て

地
域

の
活

性
化

と
結

び
つ

い
て

い
く
も

の
で

す
。

Ｓ
Ｄ

に
は

，
職

場
の

中
で

仕
事

に
就

き
な

が
ら

仕
事

に
即

し
て

教
育

す
る

Ｏ
Ｊ
Ｔ

（
職

場
内

教
育

）
と

職
場

か
ら

一
定

期
間

離
れ

て
ま

と
ま

っ
た

教
育

を
す

る
Ｏ

Ｆ
Ｆ

-
Ｊ
Ｔ

（
職

場
外

教
育

）
が

あ
り

，
意

図
的

，
計

画
的

，
持

続
的

に
実

施
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

そ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
の

た
め

の
手

法
を

学
ぶ

作
業

を
行

い
ま

す
。

コ
ア

校

Ｓ
Ｄ

3
0

人
事

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

の
必

要
性

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
，

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

に
加

盟
す

る
各

大
学

の
人

事
・
人

材
開

発
の

担
当

職
員

に
対

し
て

，
各

大
学

に
ふ

さ
わ

し
い

人
事

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

を
効

果
的

に
機

能
さ

せ
，

職
員

一
人

ひ
と

り
が

優
れ

た
人

材
に

育
っ

て
い

く
た

め
の

基
本

的
な

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

開
発

の
手

法
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

コ
ア

校

業 務 改 善 人 材 育 成 ・ 人 事 制 度
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内
容

概
要

各
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
内

容
は

各
校

の
ご

希
望

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
柔

軟
に

対
応

い
た

し
ま

す
の

で
，

実
施

プ
ロ

グ
ラ

ム
決

定
後

，
担

当
講

師
に

ご
相

談
く
だ

さ
い

。

キ
ー

ワ
ー

ド

平
成

２
７

年
度

Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｄ

内
講

師
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

概
要

講
師

派
遣

元
プ

ロ
グ

ラ
ム

名
ジ

ャ
ン

ル
Ｎ

ｏ
.

区
分

 Ｆ
Ｄ

 Ｓ
Ｄ

 学
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
入

門
 ～

学
習

活
動

の
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

～
 学

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

 近
年

の
大

学
教

育
改

革
に

お
い

て
，

学
び

を
通

じ
て

得
た

様
々

な
力

を
可

視
化

す
る

た
め

の
手

段
の

一
つ

と
し

て
「
学

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
 オ

」
が

注
目

さ
れ

て
い

ま
す

。
学

生
が

在
学

中
に

経
験

し
た

こ
と

，
身

に
つ

け
た

も
の

（
学

習
の

成
果

）
を

紙
媒

体
あ

る
は

電
子

媒
体

（
e
-

 ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
）
に

よ
っ

て
蓄

積
し

て
い

き
ま

す
。

学
生

は
こ

の
作

業
に

よ
っ

て
自

ら
の

学
び

を
振

り
返

り
，

意
味

づ
け

，
自

身
の

目
標

や
 や

る
べ

き
こ

と
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
，

就
職

時
な

ど
に

も
活

用
す

る
こ

と
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

教
職

員
に

と
っ

て
は

，
多

様
な

学
修

履
 歴

を
も

つ
学

生
個

々
人

の
特

性
を

踏
ま

え
て

指
導

に
あ

た
る

こ
と

が
で

き
る

と
と

も
に

，
対

外
的

な
評

価
に

対
す

る
教

育
成

果
（
エ

ビ
デ

ン
 ス

）
と

し
て

も
示

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
，

こ
う

し
た

学
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

概
論

（
特

徴
や

事
例

等
）
を

踏
ま

え
て

，
所

属
組

織
に

お
い

て
望

ま
し

い
学

習
 ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
作

成
や

活
用

方
法

に
つ

い
て

共
に

深
め

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

 コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

3
1

学
生

の
自

立
を

促
す

学
生

支
援

の
実

践
と

コ
ツ

学
生

支
援

学
内

で
の

学
生

活
動

の
中

心
と

な
る

リ
ー

ダ
ー

育
成

や
学

生
同

士
に

よ
る

ピ
ア

・
サ

ポ
ー

ト
が

新
た

な
学

生
支

援
と

し
て

注
目

を
浴

び
て

い
ま

す
。

四
国

内
で

も
そ

の
よ

う
な

取
り

組
み

が
盛

ん
に

お
こ

な
わ

れ
て

お
り

，
そ

れ
ら

の
事

例
と

教
職

員
が

ど
の

よ
う

に
関

与
し

て
い

け
ば

良
い

の
か

の
コ

ツ
の

紹
介

を
複

数
大

学
の

事
例

紹
介

を
織

り
交

ぜ
な

が
ら

進
め

ま
す

。
必

要
に

応
じ

，
取

り
組

み
に

関
与

し
て

い
る

学
生

の
生

の
声

も
聞

け
る

よ
う

に
い

た
し

ま
す

。
教

職
員

だ
け

で
な

く
，

学
生

を
巻

き
込

ん
だ

総
合

的
な

研
修

と
な

っ
て

い
ま

す
。

コ
ア

校

 ＩＲ
 Ｆ

Ｄ
 Ｓ

Ｄ
 教

育
の

質
保

証
と

学
習

成
果

ア
セ

ス
メ

ン
ト

 学
習

成
果

 学
習

成
果

測
定

は
，

教
育

の
質

保
証

に
関

す
る

国
際

的
動

向
の

中
で

喫
緊

の
課

題
と

し
て

注
目

さ
れ

て
い

ま
す

（
例

え
ば

，
O

E
C

D
の

 A
H

E
L
O

等
）
。

国
内

で
は

中
教

審
に

よ
る

「
学

士
力

」
や

日
本

学
術

会
議

に
よ

る
「
分

野
別

の
教

育
課

程
編

成
上

の
参

照
基

準
」
等

が
提

 起
さ

れ
，

急
速

に
ア

ウ
ト

カ
ム

に
基

づ
く
学

士
課

程
教

育
の

体
系

化
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

，
国

内
外

と
も

に
学

習
成

果
の

測
 定

は
概

念
の

曖
昧

さ
も

含
め

て
充

分
に

議
論

や
実

践
が

成
熟

し
て

い
る

と
は

言
え

な
い

状
況

で
す

。
同

時
に

，
そ

の
測

定
方

法
も

多
様

 で
，

唯
一

の
解

は
存

在
し

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
，

自
ら

の
所

属
す

る
機

関
の

特
性

・
文

脈
を

踏
ま

え
つ

つ
，

学
生

調
査

な
ど

を
始

め
と

し
て

 様
々

な
観

点
か

ら
学

習
成

果
の

測
定

に
関

す
る

多
様

な
実

践
を

蓄
積

し
検

証
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
 本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
，

そ
う

し
た

学
習

成
果

測
定

を
め

ぐ
る

議
論

を
概

観
し

，
い

く
つ

か
の

事
例

や
ワ

ー
ク

を
踏

ま
え

て
，

所
属

組
織

に
お

 い
て

望
ま

し
い

学
習

成
果

測
定

の
手

段
や

活
用

方
法

に
つ

い
て

共
に

深
め

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

 コ
ア

校

危 機 管 理

Ｆ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

3
2

N
E
W

！
事

例
か

ら
考

え
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

事
例

，
施

策

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
大

学
等

に
お

い
て

，
今

，
身

近
に

あ
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
つ

い
て

説
明

す
る

と
共

に
，

な
ぜ

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

が
無

く
な

ら
な

い
の

か
問

題
提

起
し

ま
す

。
そ

し
て

複
雑

か
つ

多
様

化
す

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

つ
い

て
，

具
体

的
事

例
を

挙
げ

な
が

ら
，

「
ケ

ー
ス

メ
ソ

ッ
ド

」
に

よ
り

省
察

し
，

①
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
認

定
の

ポ
イ

ン
ト

，
②

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

が
起

き
た

場
合

の
対

処
方

法
，

③
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
「
施

策
」
を

導
き

だ
し

て
い

き
ま

す
。

コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

3
3

学
生

が
輝

く
Ｆ

Ｄ
の

実
践

事
例

F
D

実
践

事
例

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
Ｆ

Ｄ
の

意
義

・
定

義
，

歴
史

・
国

際
動

向
，

Ｆ
Ｄ

の
取

組
み

事
例

，
推

進
す

る
上

で
の

コ
ツ

を
説

明
し

ま
す

。
ま

た
国

内
外

の
優

れ
た

取
組

み
事

例
，

組
織

体
制

を
紹

介
し

ま
す

。
希

望
に

応
じ

て
所

属
機

関
の

Ｆ
Ｄ

に
関

す
る

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

や
ニ

ー
ズ

分
析

を
行

い
ま

す
。

本
格

的
な

Ｆ
Ｄ

の
取

組
み

は
こ

れ
か

ら
と

い
う

導
入

時
期

に
最

適
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。

コ
ア

校

 Ｓ
Ｄ

 職
員

が
輝

く
Ｓ

Ｄ
の

実
践

事
例

 S
D

実
践

事
例

 Ｓ
Ｄ

を
担

当
す

る
者

に
と

っ
て

，
職

場
内

能
力

開
発

の
基

本
的

な
知

識
が

必
要

で
す

。
し

か
し

な
が

ら
，

高
等

教
育

関
係

者
が

こ
う

し
た

基
 本

的
な

内
容

を
学

ぶ
機

会
は

限
ら

れ
て

い
ま

す
。

そ
も

そ
も

職
場

に
お

け
る

能
力

開
発

は
何

の
た

め
に

行
う

の
か

。
ど

の
よ

う
な

類
型

が
 あ

る
の

か
。

企
画

，
実

施
，

評
価

と
い

う
サ

イ
ク

ル
を

ど
の

よ
う

に
回

し
て

い
け

ば
よ

い
の

か
。

そ
し

て
，

機
能

的
な

能
力

開
発

組
織

を
ど

う
 構

築
し

た
ら

よ
い

の
か

。
こ

う
し

た
基

本
的

内
容

を
学

び
，

日
々

の
実

践
を

見
直

し
ま

す
。

 本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
機

能
的

な
能

力
開

発
組

織
（
Ｓ

Ｄ
担

当
部

局
）
の

事
例

や
，

組
織

的
な

能
力

開
発

体
系

の
事

例
も

学
び

な
が

ら
，

 高
等

教
育

機
関

に
お

い
て

，
ど

の
よ

う
に

組
織

的
に

能
力

開
発

を
進

め
て

い
け

ば
よ

い
の

か
を

考
え

ま
す

。

 コ
ア

校

Ｆ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

3
4

S
P

O
D

課
題

発
見

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
 Ｆ

Ｄ
・
Ｓ

Ｄ
を

効
果

的
に

進
め

る
組

織
づ

く
り

 　
　

　
～

事
例

紹
介

と
お

悩
み

相
談

～
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
の

現
状

と
課

題
に

関
す

る
情

報
交

換
，

成
功

事
例

の
紹

介
等

を
行

い
な

が
ら

 ，
開

催
校

の
事

例
紹

介
を

基
に

，
当

該
組

織
に

お
い

て
Ｆ

Ｄ
・
Ｓ

Ｄ
を

効
果

的
に

進
め

る
た

め
の

 相
談

に
柔

軟
に

対
応

し
ま

す
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
を

行
い

ま
す

。
Ｆ

Ｄ
・
Ｓ

Ｄ
に

取
り

組
ん

で
い

る
が

マ
ン

ネ
リ

化
し

て
き

た
，

担
当

者
が

行
き

詰
っ

て
い

る
な

ど
の

課
題

が
あ

る
場

合
に

最
適

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

。
教

職
員

全
員

を
対

象
と

せ
ず

 す
る

よ
り

も
，

管
理

職
や

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
担

当
者

等
と

 の
小

規
模

の
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
形

式
 が

向
い

て
い

ま
す

で
実

施
し

ま
す

。

コ
ア

校

事 例 紹 介学 生 支 援
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平成２６年 月 日  

 

 

別紙 事務担当者  殿 

 

 

ＳＰＯＤ事務局（愛媛大学教育企画課） 

 

 

平成２７年度ＳＰＯＤ内講師派遣について（依頼） 

 

日頃より，ＳＰＯＤ事業に対する御理解，御協力を賜り，厚く御礼申し上げます。 

さて，ＳＰＯＤはお陰様で今年で設立７年目を迎え，平成２５年度ＳＰＯＤネットワーク総会でもお知

らせしておりますとおり，昨年度設置された「ＳＰＯＤ将来構想ワーキンググループ」の中で，今後の

運営について検討を始めたところです。 

同ワーキンググループでは，毎年１回（※）無料で研修講師の派遣を行っている本事業のあり方に

ついても検討がなされております。 

つきましては，例年行っております派遣プログラムの希望調査に加え，各加盟校のＦＤ／ＳＤ活動

における派遣プログラムの位置づけについても併せて調査し，当該事業を貴組織においてより有効

的に機能させるための検討材料とさせていただきたいと存じます。各加盟校におけるＦＤ／ＳＤ活動

への長期的な支援の一環として，各校の方針に沿って当該事業を御活用いただくため，御協力をお

願いいたします。  

つ い て は ， 別 添 様 式 に よ り 平 成 ２ ７ 年 ２ 月 ２ ７ 日 （ 金 ） ま で に Ｓ Ｐ Ｏ Ｄ 事 務 局

（spod@stu.ehime-u.ac.jp）に御提出ください。 

なお，平成２７年度よりは，ＳＰＯＤ内講師派遣プログラムについては「プログラムガイド」への掲載

を行わないことといたしましたので，その旨御了承ください。  
 

※ １法人に複数大学・短期大学・短期大学部が併設されている場合は 1 法人あたり 1 回の派遣とします。（高等専門学校除く） 

 

（添付ファイル） 

１ 依頼文書 

２ ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム一覧（回答様式） 

３ ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム一覧（記載例） 

４ ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム概要一覧 

 

 

（担当） 

SPOD 事務局（愛媛大学教育企画課） 

濱元，山内，松崎 

TEL   ０８９－９２７－９１５４ 

E-mail  spod@stu.ehime-u.ac.jp 

資料３－３
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高知大学 同左

香川県立保健医療大学 同左

愛媛県立医療技術大学 同左

高知県立大学

高知短期大学

高知工科大学

四国大学

四国大学短期大学部

徳島文理大学

徳島文理大学短期大学部

高松大学

高松短期大学

聖カタリナ大学

聖カタリナ大学短期大学部

松山大学

松山短期大学

松山東雲女子大学

松山東雲短期大学

徳島工業短期大学 同左

香川短期大学 同左

今治明徳短期大学 同左

環太平洋大学短期大学部 同左

高知学園短期大学 同左

阿南工業高等専門学校 同左

香川高等専門学校 同左

新居浜工業高等専門学校 同左

弓削商船高等専門学校 同左

高知工業高等専門学校 同左

学校法人聖カタリナ学園

学校法人松山大学

学校法人松山東雲学園

SPOD内講師派遣送付先一覧

送付先法人等名

高知県公立大学法人

学校法人四国大学

学校法人村崎学園

学校法人四国高松学園



（回答様式）

留意事項

→裏面へ続く

学校名：

平成２７年度ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム希望調査

ＳＰＯＤ共通事業であるＳＰＯＤ内講師派遣事業をご利用いただくにあたり，各加盟校におけるＦＤ／ＳＤ活動への基本方針を考慮した上で，講師派遣を希
望するプログラムを裏面の表から ３つお選びください。各加盟校から回答をいただいた後，コア校で講師を調整の上，決定プログラムを連絡します。
なお，希望プログラムが無い場合には，対象校と相談の上，プログラムNo．３４として情報交換等のために訪問させていただきます。

 ・調整の関係上，希望順位を付して３つ選択してください。

・各加盟校につき，１回１プログラムの実施とします。ただし，１法人に複数大学・短期大学・短期大学部が併設されている場合は1法人あたり1回とします。（高等専門学校除く）

・実施内容の詳細については，プログラム決定後，担当講師に直接ご相談いただくこととなります。

（２）[目的／目標]　今回の研修の目的／目標はどのようなものでしょうか？

（１）[経　緯]　第１希望（裏面）の 選択したプログラムを 希望選択するに至った，貴組織の背景，状況（主催者の意図）等をお知らせください。

（４）[今後の計画]　（可能であれば）貴組織において今後どのようにＦＤ／ＳＤ活動を進めていく予定かお教えください。

（３）[参加者]　参加者はどのような方々（専門分野、経験、役職等）で、何名ほどの参加（全員必修か希望者のみの参加かを含む）を見込んでいますか？

資料３－４
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（回答様式）

学校名：

平成２７年度ＳＰＯＤ内講師派遣プログラム希望調査

ジャンル 区分 キーワード Ｎｏ. プログラム名 形態 希望順位

シラバス，（教授法，評価） 1 学生の学びを促すシラバスの書き方 講義，ミニワーク

シラバス，（教授法，評価） 2 グラフィック・シラバスの作成方法 講義，ミニワーク

授業設計，動機づけ，
学習理論

3
学習者の学習意欲を高める授業設計を行うための
　　　　　インストラクショナル・デザイン（ID）入門　　　～ARCS動機づけモデルの活用～

講義，ミニワーク

教授法，動機づけ 4 学生の学ぶ意欲を引き出す授業とは？ 講義，ミニワーク

教授法，講義法 5 大人数講義を魅力的にするテクニック 講義，ミニワーク

教授法，グループ学習 6 講義に小グループ・ペア学習を取り入れた授業デザイン 講義，ミニワーク

教授法，グループ学習 7 学生が動く・変わる・活き活きするグループワークの進め方 講義，ミニワーク

教授法，グループ学習 8
 教えないで成績を上げるTBL（チーム基盤型学習）という授業方法
大学版反転授業：TBL（チーム基盤型学習）という授業方法

講義，ミニワーク

授業設計，課題分析図 9 学生の学びやすさと学習意欲を高める授業設計～課題分析図の活用～　※Ｈ２７年新規 講義，ミニワーク

教授法，グループ学習 10 ジグソー学習法を用いたグループワークの進め方　※Ｈ２７年新規 講義，ミニワーク

 教授法，教室運営，
 動機付け

 クラスルームコントロール  講義，ミニワーク

教授法，eラーニング 11 効果的なｅラーニングの活用方法 講義，ミニワーク

学習評価 12 基礎から学ぶ学習評価法 講義，ミニワーク

教授法，講義法 13 受講生が楽しく集中して参加する授業の雰囲気作り　※Ｈ２７年新規 講義，ミニワーク

ＦＤ･ＳＤ 思考法，（教授法） 14 マインドマップ入門講座（3時間） 講義，ミニワーク

 公開授業，授業参観  マンネリ化しない公開授業の秘訣～公開授業の効果的実施方法～  講義，ミニワーク

授業アンケート 15 授業アンケートを見直しませんか？～アンケートの効果的実施と活用方法～ 講義，ミニワーク

ティーチング・ポートフォリオ 16 ティーチング・ポートフォリオ入門～教育実践のリフレクション～ 講義，ミニワーク

高専，学生指導 17 高専生を元気にする学生指導法のコツ 講義，ミニワーク

高専，学生指導 18 担任教員に求められること～担任スキル開発ワーク～ 講義，ミニワーク

高専，教育経営 19 事例から見た，学生・保護者から信頼される高専教育 講義，ミニワーク

授業法，動機づけ 20 今すぐ役立つ授業Tips　アクティブ･ラーニングのスタート　※Ｈ２７年新規 講義，ミニワーク

企画力，プレゼンテーション力 21 大学職員のための企画力養成講座 講義，ミニワーク

判断力・決断力，ディベート 22 若手・中堅職員のための判断力・決断力養成講座 講義，ミニワーク

企画立案マネジメント，現状分析 23 インストラクショナル・デザイン（ID／教育設計）を活用した企画・立案マネジメント　※Ｈ２７年新規 講義，ミニワーク

 プレゼンテーション  教職員のためのPowerPoint～分かりやすい話の組み立て方・資料作成・分かり易い話し方～  講義，ミニワーク

PowerPoint 24 教職員のためのPowerPoint～30分でマスターするPPT、プレゼン資料からポスター作成まで～ ※Ｈ２７年新規 講義，ミニワーク

プレゼンテーション 25 教職員のためのプレゼンテーション～説得力のある話し方，組み立て方～ ※Ｈ２７年新規 講義，ミニワーク

合意形成，調整，ゴール設定 26 コーディネート力養成講座　※Ｈ２７年新規 講義，ミニワーク

計画立案，進捗管理 27 プロジェクト・マネジメント入門　 講義，ミニワーク

自己理解，メンタリング，
業務整理

28 スタッフ・ポートフォリオ入門～職員と大学が共に輝くために～ 講義，ミニワーク

SDプログラム開発 29 持続可能なＳＤプログラムの開発手法 講義，ミニワーク

人材育成ビジョン 30 人事人材育成ビジョンの必要性 講義，ミニワーク

 学習ポートフォリオ  学習ポートフォリオ入門～学習活動のリフレクション～  講義，ミニワーク

学生支援 31 学生の自立を促す学生支援の実践とコツ 講義，ミニワーク

 ＩＲ  ＦＤ･ＳＤ  学習成果  教育の質保証と学習成果アセスメント  講義，ミニワーク

危機管理 ＦＤ･ＳＤ ハラスメント事例，施策 32 事例から考えるハラスメント　※Ｈ２７年新規 講義，ミニワーク

ＦＤ FD実践事例 33 学生が輝くＦＤの実践事例 講義

 ＳＤ  SD実践事例  職員が輝くＳＤの実践事例  講義

ＦＤ･ＳＤ コンサルティング 34
SPOD課題発見コンサルテーション ＦＤ・ＳＤを効果的に進める組織づくり～事例紹介とお
 悩み相談～
※　加盟校へ訪問してのＦＤ・ＳＤの現状と課題に関する情報交換，成功事例の紹介等，加盟校の実態に合わせて内容，形態とも柔軟に対応しま

相談の上，決定

事例紹介

ＳＤ

ＦＤ･ＳＤ

ＦＤ

ＦＤ･ＳＤ

プログラム
開発

業務改善

人材育成・
人事制度

学生支援
に関する

プログラム

高専向け ＦＤ

ＳＤ

ＦＤ

（５）講師派遣を希望するプログラムを３つ選 んでいただきび， 「希望順位 」欄に希望順に（１～３の番号）を付して記載してください。
　　　原則として第１希望での派遣を実施いたしますが，多大学が同一プログラムを希望した場合は調整させていただきます。

授業改善・
教授法
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平成２６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」 

活動報告書（冊子版）構成（案） 

 

 

はじめに → 企画・実施統括者（愛媛大学 小林教授） 

 

１．会長挨拶 → 会長 （愛媛大学 柳澤学長） 

 

２．ＳＰＯＤ事業の概要 → ＳＰＯＤ案内チラシ 

 

３．平成２６年度事業計画 → ＳＰＯＤ事業計画 

 

４．平成２６年度全体総括  → 全体総括，実施内容／成果 

 

５．平成２６年度活動実績 

（１）ＦＤプログラム → 実施日程，実施場所，主催，受講者数 

              新任教員，ﾌﾟﾚFDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ，FDer，ﾃｨｰﾁﾝｸﾞﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ，新規ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ，各種FDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

（２）ＳＤプログラム → 実施日程，実施場所，主催，受講者数 

              各種SDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ，ｽﾀｯﾌﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ,SPOD-SDC名簿 

（３）ＳＰＯＤフォーラム → ＳＰＯＤフォーラム２０１４の概要，チラシ， 

シンポジウム内容，受講者数，アンケート結果  

（４）ＳＰＯＤ共通事業 → ＳＰＯＤ内講師派遣の概要，実施状況一覧， 

研修プログラム一覧，遠隔システム配信校一覧 

調査研究プロジェクトの概要 

（５）ＳＰＯＤ運営 → 会議開催日程 

 

６．平成２６年度各加盟校の取組報告 

 

７．平成２５年度事業評価委員会からの事業評価について → 評価，対応，要項，名簿 

 

８．平成２７年度事業について → 平成２７年度ＳＰＯＤ事業計画（案） 

参考資料  ・ネットワーク規約，役員名簿 

資料４－１



平成２６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」 

活動報告書（ＨＰ掲載用）構成（案） 

 

はじめに  

１．会長挨拶  

２．ＳＰＯＤ事業の概要  

３．平成２６年度事業計画  

４．平成２６年度全体総括 

５．平成２６年度活動実績  

（１）ＦＤ事業 

   ①新任教員及び大学院生，ポスドク向け標準的（プレ）ＦＤプログラムの開発，実施 

    ・新規採用教員研修（５回） 

      →基準枠組対応表，新任教員研修（５回）の実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

    ・プレＦＤプログラム 

      ・ファシリテーション力養成道場（１回） → 実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

      ・ＴＡ講習（２回） → 実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

②ＦＤｅｒの養成 

    ・ＦＤファシリテーター養成研修（１回）→実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

   ③教育業績記録（ティーチング・ポートフォリオ）の開発 

・ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ（３回） 

→ＴＰＷＳの実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果（３月開催の分は実施要項のみ掲載） 

・ティーチング・ポートフォリオ更新ワークショップ（１回） 

→ＴＰＷＳの実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

・アカデミック・ポートフォリオ作成ワークショップ（１回） 

→ＡＰＷＳの実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

      ④各種ＦＤプログラムの体系化・標準化に向けた開発，実施 

・新規プログラム（ＳＰＯＤフォーラム等） 

（２）ＳＤ事業 

   ①ＳＤプログラムの開発，実施 

・大学人・社会人基礎力養成プログラム(レベルⅠ～Ⅲ，共通)(５回) 

→ 実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

資料４－２
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・学務系職員養成プログラム（レベルⅠ）（１回） → 実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

・社会連携系職員養成研修（１回） → 実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

・国際連携系職員養成プログラム開発ワークショップ → 実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

・次世代リーダー養成プログラム（４回） → 実施要項 

・職員のための講師養成講座（２回） → 実施要項，ｱﾝｹｰﾄ結果 

・高等教育トップリーダーセミナー（１回）→概要，ｱﾝｹｰﾄ結果 

・ＳＰＯＤ－ＳＤＣ名簿 

   ②職員業績記録（スタッフ・ポートフォリオ）の開発 

    ・スタッフ・ポートフォリオ作成ワークショップ（１回） →概要，ｱﾝｹｰﾄ結果 

（３）ＳＰＯＤフォーラム 

（４）ＳＰＯＤ共通事業  

   ① ＳＰＯＤ内講師派遣（加盟校単位 各１回 計２４校） 

→ｱﾝｹｰﾄ結果（受講者），ｱﾝｹｰﾄ結果（担当者，２月末〆切で依頼） 

   ② 調査研究プロジェクト  → プロジェクト報告 

（５）ＳＰＯＤ運営 

   ① 「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」総会，ＦＤ／ＳＤ分科会 

→総会及び分科会の実施要項 

   ② ネットワークコア運営協議会  → 議事概要 

      ③ 各県内加盟校会議 → 議事概要 

６．平成２５年度事業評価委員会からの事業評価について 

７．平成２７年度事業について 

 

※１～４，６，７は冊子版と同内容 
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平成２６年度 ＦＤ／ＳＤ活動の取組報告書（案） 

 

学校名： 学校名を記載してください。 
 
【平成２６年度の教育改革に関わる動向】 
 平成２６年度の貴学におけるＦＤ／ＳＤ活動について総括コメントを記載してください。 
 
 

【ＦＤ／ＳＤの取組事例ハイライト】 
平成２６年度に実施したＦＤ／ＳＤの取組事例について記載してください。 

事例については，ＳＰＯＤ事業に関するものでも，貴学独自の取組でも構いません。 

事例数に特に制限はありません。 
 
 
 
【成果及び波及効果】 
 ＦＤ／ＳＤの取組成果及び成果に関する情報の公表（手段・媒体）について記載してください。 

 
 
【ＦＤ／ＳＤに関わる次年度の課題】 
平成２６年度の取組内容を振り返り，次年度の課題や目標を記載してください。 

 

 

※報告書は A４用紙１枚以内で作成してください。 

なお，補足資料がある場合は，別途添付してください。 

※写真等の添付は必要ありません。 

※上記４項目について記載していただければ，内容や書き方は自由です。 

 

================================================================== 

※本報告書は平成２６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」活動報告書に掲載すると

共に，同ネットワーク総会及びＦＤ／ＳＤ分科会の資料として，関係者に配付する予定です。 

================================================================== 

 

 

資料４－３



 

平成２６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」総会 

及びＦＤ／ＳＤ分科会 実施要項（案） 

 

 

主   催：四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ） 

日   時：平成２７年３月下旬 １３：００～１６：００ 

場   所：（総会）愛媛大学城北キャンパス 総合情報メディアセンターメディアホール 

      （ＦＤ／ＳＤ分科会）愛媛大学城北キャンパス愛大ミューズ 

出 席 者：（総会）加盟校各大学長、短期大学長、高等専門学校長等 

      （ＦＤ／ＳＤ分科会）加盟校 ＦＤ／ＳＤ担当者等 

 

【総 会】 

１３：００ 開会挨拶 ＳＰＯＤ会長：愛媛大学長 

 

１３：０５ 平成２６年度の「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業の 

実施状況について（２５分） 

       

 １３：３０ 平成２７年度の「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」事業の 

運営について（３０分） 

 

１４：００ 質疑応答（３０分） 

 

１４：３０ 閉 会 

 

【ＦＤ／ＳＤ分科会】※ＦＤ分科会及びＳＤ分科会を２箇所で実施 

１５：００ 各加盟校での取り組み状況の報告 

      今後の具体的な事業の進め方について 

      意見交換 など 

 

１６：００ 閉 会 

 

資料５



 

平成２６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」会計監査実施について 

 

 

日   時：平成２７年３月下旬１０：３０～ １時間程度 

 

場   所：愛媛大学城北キャンパス愛大ミューズ 

 

出席予定者：田中監事（鳴門教育大学長） 

      南監事（高知県立大学長） 

 

対 応 者：小林企画・実施統括者（愛媛大学），ＳＰＯＤ事務局 

       

実施内容 ：①平成２６年度事業予算執行状況報告 

      ②平成２６年度事業実施状況報告 

      ③質疑応答 

     

※会計監査結果については，ＳＰＯＤ総会において報告する。 
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平成２６年度「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」（ＳＰＯＤ） 

事業評価委員会実施要項（案） 

 

 

（趣旨）  

平成２６年度における「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ネットワーク略

称＝ＳＰＯＤ）」の活動内容や前年度の評価委員からの指摘事項に対する改善状況

について，実績報告書をもとにＳＰＯＤ事業評価委員会委員から評価を行ってい

ただき，今後の事業推進に役立てる。 

 

（主催） 

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク 

 

（日時） 

平成２７年３月（３時間程度開催予定） 

 ※各委員との日程調整後，正式に決定する。 

 

（場所） 

愛媛大学城北キャンパス愛大ミューズ（松山市文京町３番） 

 

（参加予定者） 

ＳＰＯＤ事業評価委員会委員 

沖委員（立命館大学），各務委員（順天堂大学），栗田委員（東京大学）， 

田中委員（九州大学），福島委員（追手門学院大学） 

 ＳＰＯＤ関係者 

   ネットワークコア校のＳＰＯＤ－ＦＤ／ＳＤ担当者 

   

（事務担当） 

愛媛大学教育学生支援部教育企画課（ＳＰＯＤ事務局） 
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第22回授業デザインワークショップ事後アンケート結果 参加者数：14名（国立・４年制大学14名）

回答者数：13名

開催日時／場所：平成２６年７月５日（土）～６日（日）／久万高原ふるさと村　

【設問1】本ワークショップの参加の経緯についてお答え下さい

【1-1】ワークショップへの参加動機は何ですか＜複数選択可＞

6 46.2%
1 7.7%
1 7.7%
3 23.1%
6 46.2%
0 0.0%

 【1-2】1-1で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい

【1-3】 ワークショップの目的や内容について、ある程度知った上で参加した

6 46.2%
4 30.8%
3 23.1%
0 0.0%

13 100.0%

【設問2】本ワークショップの内容についてお答え下さい

【2-1】 ワークショップの目的は、明確に設定されていた

10 76.9%
3 23.1%
0 0.0%
0 0.0%

13 100.0%

【2-2】 ワークショップは、自分の業務(教育実践)に生かせる内容であった

12 92.3%
1 7.7%
0 0.0%
0 0.0%

13 100.0%

【2-3】 ワークショップは、わかりやすい順序ですすめられていた

10 76.9%
3 23.1%
0 0.0%
0 0.0%

13 100.0%

【2-4】 ワークショップでよかった点は以下のうちどれですか＜複数選択可＞

11 84.6%
6 46.2%
9 69.2%

10 76.9%
9 69.2%
5 38.5%
3 23.1%
9 69.2%

９．その他 0 0.0%

 【2-5】 2-4で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい

・伝えること、伝わっているか確認することの重要性が分かった

４．成績評価についての理解が深まった

５．クラスデザイン（授業計画書の書き方）について理解が深まった

６．自らが開発した授業の良い点・改善点を知ることができた

７．ワークショップの手法を知ることができた

８．他学部等の教員と知り合いになれた

合計

３．複数の授業方法について知ることができた

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

１．シラバスの書き方についての理解が深まった

２．「何が学生の学びを促進するのか？」（浅い学習と深い学習）について考える機会を得た

１．そう思う

合計

１．そうである

２．どちらかといえばそうである

３．どちらかといえばそうではない

４．そうではない

合計

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

６．その他

１．実施要項を見て内容に興味をもったため

２．所属部署からの依頼があったため

３．他大学・他部署の人と交流したいため

４．新任研修に参加して興味をもったため

５．テニュア・トラック必須ＥＤプログラムだから

1

2

3

1

2

1

2

1

2
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【設問3】本ワークショップに参加しての成果についてお答え下さい

【3-1】 ワークショップで設定した目標のうち、達成されたのはどれですか＜複数選択可＞

9 69.2%
4 30.8%

３．深い学び・浅い学びについて知り、目的・目標にあった方法を選択できるようになった 3 23.1%
10 76.9%
9 69.2%
3 23.1%

【3-2】 ワークショップであなたが学んだ点、それに影響されて教育実践の場でやってみた

い点などをお書き下さい（200字～400字程度）

→別添資料参照

【設問4】 本ワークショップの研修環境についてお答え下さい

【4-1】 講師の言動は学習意欲を高めた

9 69.2%
4 30.8%
0 0.0%
0 0.0%

13 100.0%

【4-2】 事務局は手際よくワークショップを運営していた

8 61.5%
5 38.5%
0 0.0%
0 0.0%

13 100.0%

【4-3】 ワークショップ会場は快適な環境であった

5 38.5%
6 46.2%
2 15.4%
0 0.0%

13 100.0%
〈理由〉

３．どちらかといえばそう思わない　→　寒かった

【設問5】 本ワークショップは全体を通して満足できるものであった

8 61.5%
5 38.5%
0 0.0%
0 0.0%

13 100.0%

【設問6】　本ワークショップの改善点等、ご意見ご感想がありましたらご自由にお書き下さい

→別添資料参照

４．そう思わない

合計

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

２．どちらかといえばそう思う

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

１．そう思う

合計

１．適切な目的・目標設定ができるようになるようになった

２．わかりやすいシラバスを書けるようになるようになった

４．様々な授業方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できる

５．様々な成績評価方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できるようになった

６．学生参加型のグループ作業を、自ら授業で導入することができるようになった

1

2

1

2

1

2

3

1

2

2



【
3
-
2
】
 今

回
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

あ
な

た
が

学
ん

だ
点

、
そ

れ
に

影
響

さ
れ

て
教

育
実

践
の

場
で

や
っ

て
み

た
い

点
な

ど
を

お
書

き
下

さ
い

（
2
0
0
字

～
4
0
0
字

程
度

）

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

学
ん

だ
点

教
育

実
践

の
場

で
や

っ
て

み
た

い
点

・
シ

ラ
バ

ス
の

目
的

、
シ

ラ
バ

ス
で

求
め

ら
れ

て
い

る
表

現
方

法
。

・
複

数
の

授
業

方
法

・
授

業
は

学
生

の
様

子
を

見
な

が
ら

進
め

な
い

と
い

け
な

い
。

当
初

準
備

し
た

よ
う

に
授

業
が

進
む

と
は

限
ら

ず
、

そ
の

都
度

微
修

正
す

る
必

要
が

あ
る

。
学

会
で

の
発

表
と

は
大

き
く
違

う
点

で
あ

る
。

・
小

テ
ス

ト
、

テ
ス

ト
は

学
生

を
評

価
し

、
評

点
を

つ
け

る
た

め
だ

け
で

は
な

く
、

学
生

に
到

達
目

標
を

示
す

こ
と

に
な

る
た

め
、

到
達

目
標

に
見

合
っ

た
テ

ス
ト

を
実

施
す

る
。

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

、
数

字
で

客
観

的
に

評
価

す
る

こ
と

が
難

し
い

場
合

に
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

法
を

導
入

し
、

客
観

性
を

た
も

つ
。

そ
れ

と
同

時
に

学
生

に
評

価
ポ

イ
ン

ト
を

知
ら

せ
る

こ
と

で
、

到
達

目
標

を
理

解
し

て
も

ら
う

。

・
板

書
や

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
を

使
用

す
る

場
合

、
学

生
が

ノ
ー

ト
を

取
る

の
に

よ
り

多
く
の

労
力

を
使

う
必

要
が

あ
り

、
講

師
の

話
を

聴
く
こ

と
に

集
中

し
に

く
い

た
め

、
レ

ジ
ュ

メ
を

配
布

し
た

い
。

・
自

分
で

ク
リ

ッ
カ

ー
を

使
用

し
て

み
た

感
想

と
し

て
、

授
業

へ
の

参
加

感
が

高
ま

っ
た

た
め

、
各

学
生

が
授

業
に

参
加

し
て

い
る

と
い

う
感

覚
が

得
ら

れ
る

と
思

う
の

で
、

実
際

に
授

業
で

も
使

っ
て

み
た

い
。

　
　

　
・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
・
や

っ
て

み
た

い
と

い
う

こ
と

で
は

な
く
、

気
を

つ
け

た
い

こ
と

と
し

て
、

話
を

す
る

と
き

の
姿

勢
、

手
の

位
置

を
気

を
つ

け
る

。

・
シ

ラ
バ

ス
の

効
果

的
な

目
的

、
目

標
の

立
て

方
。

・
授

業
全

体
の

構
成

の
仕

方
。

例
え

ば
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

な
ど

を
ど

の
位

置
に

置
く
か

に
よ

っ
て

効
果

が
変

わ
っ

て
く
る

。
・
評

価
は

学
生

の
学

び
を

促
進

す
る

た
め

に
実

施
す

る
と

言
う

こ
と

。
・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
の

評
価

方
法

・
学

生
が

学
び

を
深

く
す

る
た

め
の

し
か

け
。

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

実
際

に
作

っ
て

活
用

し
た

い

実
際

の
授

業
の

中
で

の
学

生
へ

の
配

慮
と

し
て

、
授

業
開

始
時

に
目

標
を

提
示

し
、

当
日

の
予

定
な

ど
を

示
す

こ
と

で
、

学
生

の
中

で
流

れ
を

掴
む

こ
と

が
で

き
、

授
業

に
取

り
組

み
や

す
い

。
ま

た
、

授
業

の
合

間
で

授
業

の
内

容
を

理
解

で
き

て
い

る
か

確
認

を
行

う
こ

と
で

、
学

生
の

理
解

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

次
回

の
授

業
で

ミ
ニ

テ
ス

ト
な

ど
を

行
う

こ
と

で
、

復
習

と
な

り
、

知
識

の
定

着
に

つ
な

が
る

。
学

生
の

反
応

を
見

な
が

ら
、

理
解

で
き

て
い

る
か

確
認

を
し

て
い

く
こ

と
で

、
表

情
や

動
き

な
ど

か
ら

、
理

解
が

不
足

し
て

い
る

よ
う

で
あ

れ
ば

、
説

明
に

事
例

な
ど

を
組

み
込

み
補

っ
て

い
く
。

ま
た

、
一

方
的

な
レ

ク
チ

ャ
ー

に
な

ら
な

い
よ

う
に

、
教

室
を

広
く
使

い
な

が
ら

、
学

生
と

の
意

見
交

換
（
思

考
の

確
認

）
を

行
っ

て
い

く
。

そ
の

中
で

出
て

き
た

内
容

を
組

み
込

み
な

が
ら

、
授

業
を

す
す

め
て

行
く
。

授
業

の
コ

ー
ス

設
定

を
行

う
上

で
、

到
達

目
標

を
明

確
に

提
示

す
る

こ
と

で
、

学
生

が
学

ぶ
べ

き
内

容
が

明
ら

か
に

な
る

。
そ

う
す

る
こ

と
で

、
課

題
や

テ
ス

ト
の

内
容

な
ど

も
明

ら
か

に
な

り
、

双
方

に
共

通
理

解
の

下
に

コ
ー

ス
が

デ
ザ

イ
ン

で
き

る
。

3
回

生
の

授
業

を
担

当
し

た
と

き
に

は
、

知
識

の
伝

達
の

み
に

集
中

し
て

し
ま

い
学

生
の

反
応

や
全

体
を

見
る

こ
と

が
で

き
て

い
な

か
っ

た
。

次
回

の
機

会
で

は
、

一
方

的
な

知
識

の
伝

達
の

み
で

は
な

く
、

問
い

か
け

な
が

ら
、

参
加

を
促

し
、

学
生

の
反

応
を

み
て

、
理

解
が

不
十

分
で

あ
れ

ば
、

実
際

の
臨

床
の

場
面

な
ど

、
学

生
が

想
像

し
や

す
い

場
面

を
提

供
す

る
。

ま
た

、
授

業
開

始
時

に
目

標
を

提
示

し
、

授
業

の
中

盤
な

ど
で

も
、

い
ま

か
ら

ど
の

目
標

に
対

し
て

の
内

容
を

話
す

の
か

を
、

ス
ラ

イ
ド

な
ど

で
提

示
し

な
が

ら
、

学
生

が
流

れ
を

掴
め

る
よ

う
に

配
慮

し
て

い
く
。

終
盤

に
は

そ
の

日
の

授
業

の
内

容
を

集
約

し
た

ス
ラ

イ
ド

を
準

備
し

（
学

生
に

は
配

布
せ

ず
に

）
、

重
要

な
内

容
が

理
解

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
く
。

9
0
分

の
授

業
の

中
で

、
緩

急
を

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

な
ど

も
取

り
入

れ
な

が
ら

、
学

生
の

理
解

や
考

え
な

ど
を

受
け

取
り

、
そ

の
内

容
を

踏
ま

え
た

上
で

授
業

を
構

成
で

き
る

よ
う

、
授

業
の

中
で

伝
え

て
お

く
べ

き
内

容
、

自
己

学
習

で
も

習
得

可
能

な
内

容
を

分
け

て
整

理
し

て
お

く
。

学
生

に
何

を
学

ん
で

欲
し

い
か

を
明

ら
か

に
し

て
う

え
で

目
標

の
設

定
を

考
え

る
こ

と
や

正
し

い
書

き
方

で
か

け
る

よ
う

に
な

り
た

い
。

ゴ
ー

ル
に

到
達

で
き

る
よ

う
に

す
る

に
は

、
ど

う
し

た
ら

達
成

で
き

る
の

か
順

序
立

て
て

考
え

る
こ

と
の

重
要

性
を

学
ん

だ
。

ま
た

、
学

生
を

あ
き

な
さ

せ
な

い
、

引
き

込
む

よ
う

な
授

業
が

で
き

る
よ

う
に

計
画

し
実

践
で

き
る

よ
う

に
頑

張
り

た
い

。

ミ
ニ

授
業

で
、

自
分

が
自

身
を

も
っ

て
話

せ
る

よ
う

に
な

る
た

め
に

は
練

習
や

自
分

の
く
せ

を
知

る
こ

と
、

視
線

の
も

っ
て

い
き

方
な

ど
勉

強
に

な
っ

た
。

今
後

は
以

下
の

2
点

を
行

っ
て

い
き

た
い

。
①

学
生

の
集

中
力

の
保

た
せ

る
た

め
の

授
業

デ
ザ

イ
ン

を
心

が
け

る
②

学
生

の
意

見
を

聞
い

た
後

に
時

間
を

気
に

し
て

焦
っ

て
し

ま
う

の
で

、
ゆ

っ
く
り

振
り

返
り

整
理

す
る

時
間

を
学

生
に

持
た

せ
る

よ
う

に
す

る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

参
加

し
て

、
常

に
聴

く
側

（
学

生
側

）
に

立
ち

、
い

か
に

学
生

の
学

習
を

促
進

さ
せ

る
か

を
考

え
る

こ
と

の
大

切
さ

を
学

ん
だ

。
　

実
際

の
授

業
で

は
学

生
の

立
場

に
配

慮
し

て
い

る
が

、
と

か
く
時

間
内

に
学

習
内

容
を

伝
え

よ
う

と
思

う
と

、
教

員
側

の
都

合
で

授
業

を
す

す
め

て
し

ま
い

が
ち

な
の

で
、

そ
れ

は
い

け
な

い
こ

と
を

改
め

て
実

感
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
ま

た
、

学
生

の
学

び
の

過
程

を
イ

メ
ー

ジ
し

、
ど

う
し

た
ら

積
極

的
に

学
ん

で
も

ら
え

る
か

を
模

索
す

る
と

い
う

点
で

は
、

学
生

の
立

場
に

た
っ

た
「
や

さ
し

さ
」
が

根
底

に
あ

る
よ

う
に

思
っ

た
。

　
最

後
の

模
擬

授
業

で
は

、
「
学

生
の

発
言

に
対

し
て

は
常

に
肯

定
的

な
姿

勢
で

受
け

止
め

る
こ

と
が

大
事

」
と

い
う

小
林

先
生

の
お

言
葉

が
と

て
も

心
に

沁
み

ま
し

た
。

自
分

の
授

業
を

採
点

さ
れ

る
経

験
と

い
う

の
は

、
こ

れ
ま

で
な

か
っ

た
の

で
非

常
に

有
意

義
で

し
た

。
自

分
の

よ
さ

や
改

善
点

を
知

る
こ

と
が

で
き

、
大

変
勉

強
に

な
り

ま
し

た
。

バ
ズ

・
セ

ッ
シ

ョ
ン

、
T
h
in

k,
P

ai
r＆

S
h
ar

e
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ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

学
ん

だ
点

教
育

実
践

の
場

で
や

っ
て

み
た

い
点

医
学

部
の

授
業

は
伝

え
な

け
れ

ば
い

け
な

い
知

識
が

多
く
、

ど
う

し
て

も
講

義
で

一
方

的
に

話
す

だ
け

に
な

る
と

思
っ

て
い

た
し

、
自

分
も

そ
う

い
う

授
業

し
か

ほ
と

ん
ど

受
け

て
い

な
か

っ
た

が
、

今
回

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

参
加

し
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

授
業

方
法

が
あ

り
、

1
コ

マ
の

中
で

も
メ

リ
ハ

リ
の

あ
る

構
成

を
心

掛
け

る
こ

と
で

、
学

生
の

学
び

を
促

進
で

き
る

と
い

う
こ

と
を

学
び

ま
し

た
。

ア
イ

ス
ブ

レ
ー

ク
の

方
法

や
、

効
果

的
な

質
問

を
す

る
こ

と
で

空
気

を
和

や
か

に
し

た
り

、
学

生
の

注
意

を
ひ

き
つ

け
る

な
ど

を
し

て
み

た
い

で
す

。

学
生

に
受

け
入

れ
ら

れ
る

授
業

を
大

学
で

行
う

に
当

た
っ

て
の

、
ベ

ー
シ

ッ
ク

な
ノ

ウ
ハ

ウ
を

短
時

間
で

理
解

で
き

る
非

常
に

有
意

義
な

研
修

で
し

た
。

構
成

メ
ン

バ
ー

に
も

恵
ま

れ
、

シ
ラ

バ
ス

を
作

成
し

て
い

く
に

つ
れ

、
と

て
も

活
発

な
議

論
が

行
え

る
雰

囲
気

が
出

て
き

ま
し

た
。

　
シ

ラ
バ

ス
を

作
成

す
る

場
面

で
は

、
目

的
や

目
標

の
設

定
が

非
常

に
重

要
で

、
1
5
回

で
学

生
の

皆
さ

ん
が

「
学

び
」
を

実
感

で
き

る
授

業
の

構
築

の
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

を
少

し
実

感
で

き
た

の
は

大
き

か
っ

た
で

す
。

　
ま

た
、

実
際

の
ミ

ニ
授

業
を

行
っ

た
時

に
は

、
計

画
を

実
際

に
行

う
む

ず
か

し
さ

を
実

感
し

ま
し

た
。

良
い

計
画

が
あ

っ
て

も
、

そ
れ

を
実

際
に

行
え

る
ス

キ
ル

が
無

い
と

、
十

分
に

学
生

さ
ん

に
は

伝
え

き
れ

な
い

だ
ろ

う
と

実
感

で
き

ま
し

た
。

し
っ

か
り

と
し

た
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
の

構
築

が
必

要
だ

と
再

確
認

で
し

た
。

講
師

に
ご

指
摘

い
た

だ
い

た
、

質
問

の
工

夫
は

私
に

と
っ

て
早

急
に

対
応

す
べ

き
点

だ
と

思
い

ま
す

。
　

質
問

に
対

す
る

、
目

的
・
対

象
・
伝

え
方

、
の

プ
ラ

ン
を

持
っ

て
学

生
に

対
応

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
す

ぐ
に

や
っ

て
み

よ
う

と
思

い
ま

す
。

　
今

学
期

私
が

担
当

し
て

い
る

授
業

は
8
0
人

な
い

し
2
0
0
人

程
度

の
大

規
模

な
講

義
で

あ
る

。
授

業
の

最
初

に
先

週
の

復
習

や
コ

メ
ン

ト
シ

ー
ト

で
受

け
た

質
問

に
対

す
る

回
答

を
行

い
，

授
業

の
最

後
に

授
業

の
ま

と
め

や
コ

メ
ン

ト
シ

ー
ト

へ
の

書
き

込
み

な
ど

の
時

間
は

と
っ

て
い

る
が

，
そ

の
間

の
6
0
分

以
上

の
間

は
講

義
を

続
け

て
お

り
，

そ
の

間
，

受
身

に
情

報
を

摂
取

す
る

学
生

の
集

中
力

の
低

下
を

懸
念

し
て

い
た

。
　

そ
の

た
め

，
今

回
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

は
，

ク
リ

ッ
カ

ー
な

ど
の

小
道

具
を

用
い

た
学

生
の

参
加

の
手

法
に

特
に

関
心

を
持

っ
た

。
こ

れ
ら

の
小

道
具

を
活

用
し

，
学

生
を

よ
り

授
業

に
積

極
的

に
参

加
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
と

考
え

て
い

る
。

1
）
ク

リ
ッ

カ
ー

な
ど

の
小

道
具

を
用

い
た

学
生

の
参

加
の

手
法

2
) 
(既

に
授

業
最

後
に

利
用

し
て

い
る

)コ
メ

ン
ト

シ
ー

ト
を

用
い

て
，

理
解

度
を

確
認

・
促

進
す

る
た

め
の

ミ
ニ

テ
ス

ト

・
授

業
を

行
う

際
の

立
ち

居
振

る
舞

い
、

話
し

方
、

間
の

取
り

方
な

ど
、

教
員

の
存

在
の

す
べ

て
が

授
業

を
演

出
す

る
上

で
の

ツ
ー

ル
に

な
り

う
る

と
い

う
こ

と
を

学
ん

だ
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・
こ

れ
ま

で
自

分
が

無
意

識
に

行
っ

て
い

た
こ

と
で

、
授

業
を

行
う

際
に

有
益

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
き

ち
ん

と
理

論
化

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

・
こ

れ
ま

で
あ

ま
り

十
分

に
は

学
生

の
反

応
に

注
意

を
払

っ
て

き
て

い
な

か
っ

た
が

、
学

生
の

反
応

を
見

な
が

ら
、

そ
れ

に
あ

わ
せ

て
授

業
を

進
め

て
い

く
こ

と
を

意
識

し
て

み
よ

う
と

思
っ

た
。

・
授

業
で

話
す

際
に

は
、

疑
問

を
提

示
す

る
な

ど
し

て
、

ま
ず

学
生

の
興

味
・
関

心
を

引
き

起
こ

し
た

上
で

、
丁

寧
な

話
し

方
で

、
適

切
な

間
を

と
り

な
が

ら
、

話
を

す
る

よ
う

心
が

け
よ

う
と

思
っ

た
。

授
業

に
は

、
講

義
だ

け
で

な
く
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
キ

ン
グ

や
ビ

デ
オ

視
聴

な
ど

い
く
つ

か
の

形
態

が
あ

り
、

こ
れ

ら
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

で
学

生
の

学
習

効
果

が
高

ま
る

こ
と

を
学

ん
だ

。
今

回
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

は
、

学
生

の
意

思
表

示
ツ

ー
ル

で
あ

る
ク

リ
ッ

カ
ー

や
、

T
h
in

k,
 P

ai
r&

S
h
ar

e
や

ジ
グ

ソ
ー

法
な

ど
こ

れ
ま

で
知

ら
な

か
っ

た
ツ

ー
ル

や
授

業
の

形
態

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

評
価

方
法

で
は

、
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
法

を
学

び
、

評
価

法
に

対
す

る
疑

問
の

解
決

に
な

っ
た

。

教
育

実
践

の
場

で
は

以
下

の
点

を
実

施
し

て
み

た
い

。
・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
キ

ン
グ

や
ビ

デ
オ

視
聴

な
ど

を
組

み
合

わ
せ

た
授

業
デ

ザ
イ

ン
・
ク

リ
ッ

カ
ー

を
用

い
た

授
業

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
手

法
に

よ
る

評
価

・
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

伝
え

る
こ

と
だ

け
で

な
く
、

伝
わ

っ
て

い
る

か
確

認
す

る
こ

と
の

重
要

性
、

難
し

さ
が

よ
く
分

か
り

ま
し

た
。

特
に

ミ
ニ

授
業

を
実

体
験

し
た

こ
と

で
、

「
伝

わ
っ

て
い

る
か

確
認

す
る

」
意

識
が

自
分

に
ま

だ
足

り
な

い
こ

と
が

客
観

的
に

認
識

で
き

ま
し

た
。

ま
た

、
伝

え
た

い
内

容
（
授

業
）
の

、
意

図
・
目

的
や

構
成

・
利

用
手

法
・
手

順
を

整
理

す
る

こ
と

の
難

し
さ

も
よ

く
分

か
り

ま
し

た
。

教
え

る
側

と
教

え
ら

れ
る

側
が

双
方

向
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
し

、
双

方
の

気
づ

き
が

新
た

な
次

の
展

開
を

生
み

出
す

よ
う

な
、

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

な
「
伝

え
る

」
場

の
創

出
。

一
言

で
講

義
と

言
っ

て
も

、
様

々
な

授
業

方
法

が
あ

る
こ

と
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
自

分
自

身
は

比
較

的
少

人
数

で
講

義
を

受
け

る
こ

と
が

多
か

っ
た

の
で

あ
ま

り
考

え
た

こ
と

が
な

か
っ

た
の

で
す

が
、

規
模

に
応

じ
て

授
業

方
法

に
も

違
い

を
も

た
せ

る
必

要
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ま
た

、
自

分
自

身
が

積
極

的
に

意
見

を
す

る
こ

と
が

苦
手

で
あ

り
、

こ
れ

ま
で

あ
ま

り
指

名
を

し
て

発
言

し
て

も
ら

う
こ

と
を

し
て

こ
な

か
っ

た
の

で
す

が
、

そ
の

よ
う

な
学

生
に

も
積

極
的

に
発

言
を

促
せ

う
る

方
法

（
th

in
k、

pa
ir
、

sh
ar

e
）
が

あ
る

こ
と

を
知

っ
た

の
で

、
学

生
の

講
義

へ
の

積
極

的
参

加
を

促
す

意
味

で
も

実
践

し
て

み
た

い
と

思
い

ま
し

た
。

ま
た

、
普

段
 講

義
内

容
で

な
く
授

業
自

体
に

注
目

す
る

こ
と

は
な

か
っ

た
の

で
、

そ
の

視
点

か
ら

自
分

も
興

味
を

ひ
か

れ
る

先
生

方
の

視
線

の
運

び
方

や
動

作
を

体
感

す
る

こ
と

で
き

、
是

非
自

分
で

も
や

っ
て

み
た

い
と

思
い

ま
し

た
。
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【
設

問
6
】
　
本

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

改
善

点
等

、
ご
意

見
ご
感

想
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
自

由
に
お
書

き
下

さ
い

チ
ー
ム
の

ワ
ー
ク
の

み
で
あ
っ
た
の

で
、
他

の
チ
ー
ム
の

先
生

方
と
も
、
ま
た
は

全
体

で
取

り
組

む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

あ
れ

ば
良

か
っ
た
か

と
思

い
ま
す
。

久
万

高
原

で
今

回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
意

味
が

最
後

ま
で
掴

め
ま
せ

ん
で
し
た
。
講

師
の

先
生

方
、
職

員
の

方
々

、
参

加
者

、
そ
れ

ぞ
れ

の
負

担
を
考

え
て
も
、
あ
ま
り
移

動
時

間
が

か
か

ら
な
い
場

所
の

ほ
う
が

良
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
参

加
者

の
方

々
の

模
擬

授
業

を
聞

け
た
こ
と
は

大
変

勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
欲

を
言

え
ば

、
講

師
の

先
生

方
に
、
同

じ
テ
ー
マ
の

講
義

を
し
て
い
た

だ
き
、
ど
の

よ
う
な
講

義
が

よ
り
自

分
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
の

か
を
実

感
で
き
れ

ば
さ
ら
に
面

白
く
な
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

少
人

数
だ
っ
た
の

で
講

師
の

方
を
は

じ
め
、
疑

問
を
質

問
し
た
り
意

見
を
言

い
や

す
か

っ
た
。

・
昨

年
1
2
/
2
4
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
入

門
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
た
が

、
そ
の

内
容

と
重

な
る
内

容
が

あ
っ
た
の

で
、
も
う
少

し
工

夫
が

あ
る
と
い
い
。

・
宿

泊
施

設
に
ド
ラ
イ
ヤ
ー
が

な
か

っ
た
が

、
実

施
要

綱
に
は

そ
の

こ
と
が

記
載

さ
れ

て
い
な
か

っ
た
。
事

前
に
教

え
て
い
た
だ
け
る
と
助

か
り
ま
す
。

・
大

学
で
は

、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用

い
た
授

業
運

営
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
教

育
学

部
な
の

で
、
黒

板
で
板

書
す
る
方

が
い
い
の

か
も
し
れ

な
い
の

で
す
が

、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
う
ま
く
使

う
方

法
を

教
え
て
い
た
だ
け
る
と
参

考
に
な
り
ま
す
（
色

使
い
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の

用
途

、
文

字
の

量
な
ど
）
。

お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
を
向

上
さ
せ

れ
る
環

境
を
い
た
だ
け
て
と
て
も
よ
か

っ
た
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
前

に
思

っ
て
い
た
よ
り
も
多

く
の

こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が

で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
日

間
み

っ
ち
り
と
、
授

業
を
行

う
上

で
の

有
益

な
知

識
や

技
術

を
学

ぶ
こ
と
が

で
き
、
大

変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は

大
変

お
世

話
に
な
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
以

下
に
改

善
点

等
の

意
見

を
記

し
ま
す
。

・
学

内
の

駐
車

場
の

ご
案

内
を
早

く
送

る
。
（
今

回
は

前
日

の
夕

方
に
受

け
取

り
ま
し
た
）

・
持

参
用

具
に
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
付

け
加

え
る
。

・
宿

泊
施

設
で
ガ
ス
の

開
栓

方
法

を
連

絡
す
る
。
（
お
風

呂
場

で
お
湯

が
出

ず
寒

い
思

い
を
さ
れ

た
方

が
い
ま
し
た
）

細
か

い
と
こ
ろ
で
す
が

導
入

部
分

で
２
点

ほ
ど
。
教

材
（
貸

与
）
を
賞

品
（
贈

与
）
と
称

す
る
の

は
違

和
感

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
言

わ
な
く
て
も
、
皆

受
け
入

れ
る
と
思

い
ま
す
。
あ
と
、
得

点
が

ス
ピ
ー
ド
だ
け
で
与

え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が

、
出

来
の

拍
手

の
度

合
い
も
加

味
す
る
と
か

、
も
う
少

し
幅

が
合

っ
て
も
良

か
っ
た
か

も
。
そ
れ

以
外

は
、
良

か
っ
た
で
す
。
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第23回授業デザインワークショップ事後アンケート結果 参加者数：19名

回答者数：19名
開催日時／場所：平成２６年９月１日（月）～３日（水）／愛媛大学城北キャンパス

【設問1】本ワークショップの参加の経緯についてお答え下さい

【1-1】ワークショップへの参加動機は何ですか＜複数選択可＞

3 15.8%
6 31.6%
1 5.3%
4 21.1%
6 31.6%
1 5.3%

 【1-2】1-1で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい

FD委員会より、新任は参加するようにとのことであった。

【1-3】 ワークショップの目的や内容について、ある程度知った上で参加した

4 21.1%
13 68.4%
1 5.3%
1 5.3%

19 100.0%

【設問2】本ワークショップの内容についてお答え下さい

【2-1】 ワークショップの目的は、明確に設定されていた

17 89.5%
2 10.5%
0 0.0%
0 0.0%

19 100.0%

【2-2】 ワークショップは、自分の業務(教育実践)に生かせる内容であった

16 84.2%
3 15.8%
0 0.0%
0 0.0%

19 100.0%

【2-3】 ワークショップは、わかりやすい順序ですすめられていた

16 84.2%
3 15.8%
0 0.0%
0 0.0%

19 100.0%

【2-4】 ワークショップでよかった点は以下のうちどれですか＜複数選択可＞

16 84.2%
7 36.8%

16 84.2%
12 63.2%
11 57.9%
5 26.3%
8 42.1%

14 73.7%
９．その他 0 0.0%

 【2-5】 2-4で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい

６．その他

１．実施要項を見て内容に興味をもったため

２．所属部署からの依頼があったため

３．他大学・他部署の人と交流したいため

４．新任研修に参加して興味をもったため

５．テニュア・トラック必須ＥＤプログラムだから

１．そう思う

合計

１．そうである

２．どちらかといえばそうである

３．どちらかといえばそうではない

４．そうではない

合計

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

３．複数の授業方法について知ることができた

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

１．シラバスの書き方についての理解が深まった

２．「何が学生の学びを促進するのか？」（浅い学習と深い学習）について考える機会を得た

４．成績評価についての理解が深まった

５．クラスデザイン（授業計画書の書き方）について理解が深まった

６．自らが開発した授業の良い点・改善点を知ることができた

７．ワークショップの手法を知ることができた

８．他学部等の教員と知り合いになれた

合計

1

2

1

2

1

2

1

2

3

4

所属先

：４年制大学１８名，短期大学１名

設置形態別

：国立１３名，私立６名
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【設問3】本ワークショップに参加しての成果についてお答え下さい

【3-1】 ワークショップで設定した目標のうち、達成されたのはどれですか＜複数選択可＞

16 84.2%
13 68.4%

３．深い学び・浅い学びについて知り、目的・目標にあった方法を選択できるようになった 4 21.1%
15 78.9%
11 57.9%
5 26.3%

【3-2】 ワークショップであなたが学んだ点、それに影響されて教育実践の場でやってみたい点などをお書き下さい（200字～400字程度）

→別添資料参照

【設問4】 本ワークショップの研修環境についてお答え下さい

【4-1】 講師の言動は学習意欲を高めた

16 84.2%
3 15.8%
0 0.0%
0 0.0%

19 100.0%

【4-2】 事務局は手際よくワークショップを運営していた

16 84.2%
3 15.8%
0 0.0%
0 0.0%

19 100.0%

【4-3】 ワークショップ会場は快適な環境であった

15 78.9%
4 21.1%
0 0.0%
0 0.0%

19 100.0%

【設問5】 本ワークショップは全体を通して満足できるものであった

15 78.9%
4 21.1%
0 0.0%
0 0.0%

19 100.0%

【設問6】　本ワークショップの改善点等、ご意見ご感想がありましたらご自由にお書き下さい

→別添資料参照

合計

１．適切な目的・目標設定ができるようになるようになった

２．わかりやすいシラバスを書けるようになるようになった

４．様々な授業方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できる

５．様々な成績評価方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できるようになった

６．学生参加型のグループ作業を、自ら授業で導入することができるようになった

２．どちらかといえばそう思う

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

１．そう思う

４．そう思わない

合計

３．どちらかといえばそう思わない

４．そう思わない

合計

１．そう思う

２．どちらかといえばそう思う

３．どちらかといえばそう思わない

1

2

1

2

1

2

1

2
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【
3
-
2
】
 今

回
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

あ
な

た
が

学
ん

だ
点

、
そ

れ
に

影
響

さ
れ

て
教

育
実

践
の

場
で

や
っ

て
み

た
い

点
な

ど
を

お
書

き
下

さ
い

（
2
0
0
字

～
4
0
0
字

程
度

）

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

学
ん

だ
点

教
育

実
践

の
場

で
や

っ
て

み
た

い
点

授
業

デ
ザ

イ
ン

の
な

か
で

目
新

し
い

と
感

じ
る

も
の

は
あ

ま
り

な
か

っ
た

が
、

改
め

て
考

え
る

機
会

が
あ

り
、

他
者

と
話

し
た

こ
と

で
よ

り
深

く
理

解
で

き
た

。
こ

れ
ま

で
行

っ
て

き
た

授
業

に
つ

い
て

、
目

的
・
目

標
と

そ
れ

に
対

す
る

評
価

を
見

直
し

、
こ

れ
ま

で
の

授
業

計
画

を
変

更
し

よ
う

と
思

っ
た

。

様
々

な
授

業
方

法
が

あ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
が

ど
の

よ
う

な
場

面
で

有
効

か
知

る
こ

と
が

で
き

た
。

シ
ラ

バ
ス

の
、

目
的

、
目

標
の

書
き

方
と

そ
れ

ら
に

対
応

し
た

評
価

方
法

の
設

定
の

仕
方

を
学

ん
だ

。
ミ

ニ
ッ

ツ
ペ

ー
パ

ー
は

ぜ
ひ

導
入

し
た

い
。

・
授

業
中

の
教

員
と

学
生

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

さ
ま

ざ
ま

な
取

り
方

（
ク

リ
ッ

カ
ー

、
ペ

ア
ワ

ー
ク

な
ど

）
・
シ

ラ
バ

ス
の

書
き

方
（
目

的
と

目
標

の
書

き
方

、
多

様
な

評
価

の
仕

方
、

積
み

上
げ

方
、

自
分

の
そ

の
授

業
に

対
す

る
ポ

リ
シ

ー
の

貫
き

方
）

・
多

様
な

評
価

方
法

・
ク

リ
ッ

カ
ー

を
使

っ
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

確
認

・
授

業
の

目
的

・
目

標
に

つ
い

て
関

係
性

を
含

め
て

具
体

的
に

解
説

す
る

。
こ

の
解

説
を

1
5
回

終
わ

っ
た

と
き

に
も

繰
り

返
し

て
、

最
初

の
目

標
が

達
成

さ
れ

て
い

る
か

ど
う

か
学

生
自

身
に

判
断

し
て

も
ら

う
機

会
を

持
つ

。
・
授

業
の

キ
ー

と
な

る
言

葉
や

概
念

は
、

２
－

６
－

２
の

下
の

２
に

あ
わ

せ
て

丁
寧

に
説

明
す

る
。

明
確

な
目

的
/
目

標
を

設
定

し
，

そ
れ

に
応

じ
た

成
績

評
価

を
設

定
す

る
こ

と
が

コ
ー

ス
デ

ザ
イ

ン
，

授
業

計
画

を
策

定
す

る
際

に
非

常
に

重
要

で
あ

る
こ

と
。

大
人

数
教

室
の

ク
ラ

ス
で

，
T
h
in

k,
 P

ai
r 

&
 S

h
ar

e
を

実
践

し
よ

う
と

思
い

ま
す

。

こ
れ

ま
で

自
分

が
し

て
き

た
授

業
は

「
講

義
」
と

い
う

、
一

つ
の

手
法

に
す

ぎ
ま

せ
ん

で
し

た
。

他
に

も
い

ろ
い

ろ
な

学
生

と
の

双
方

向
型

の
授

業
方

法
を

知
り

、
す

ぐ
に

応
用

し
た

く
な

り
ま

し
た

。
ま

た
、

シ
ラ

バ
ス

、
目

的
と

目
標

、
評

価
の

重
要

性
な

ど
、

こ
れ

ま
で

意
識

し
た

こ
と

の
な

い
内

容
が

多
く
新

鮮
で

し
た

。
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

形
式

だ
っ

た
の

で
身

を
も

っ
て

体
験

で
き

ま
し

た
。

合
宿

の
よ

う
な

日
程

で
少

々
疲

れ
ま

し
た

が
、

身
に

つ
く
こ

と
も

身
を

も
っ

て
知

り
ま

し
た

。

学
生

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
の

反
応

を
確

認
す

る
手

法
で

す
。

ク
リ

ッ
カ

ー
や

反
応

カ
ー

ド
は

試
し

て
み

た
い

で
す

。
ま

た
、

評
価

を
ま

じ
め

に
（
？

）
行

い
た

い
で

す
。

最
終

テ
ス

ト
だ

け
で

な
く
、

到
達

目
標

を
一

つ
一

つ
ク

リ
ア

で
き

て
い

る
か

を
意

識
し

た
評

価
を

実
践

し
た

い
と

考
え

ま
す

。

共
通

教
育

で
求

め
ら

れ
る

授
業

に
つ

い
て

意
識

を
変

え
る

必
要

が
あ

る
と

思
っ

た
。

大
学

は
、

学
生

が
主

体
的

に
勉

強
す

る
場

で
あ

り
、

教
育

す
る

側
は

自
ら

の
知

識
を

必
要

に
応

じ
て

提
供

す
る

、
と

い
う

程
度

の
認

識
で

あ
っ

た
が

、
よ

り
普

遍
的

に
学

生
に

学
ん

で
も

ら
う

た
め

に
、

様
々

な
配

慮
を

行
い

、
授

業
計

画
を

立
て

て
い

く
こ

と
が

今
後

大
学

教
員

に
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
強

く
認

識
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
積

極
的

に
様

々
な

授
業

形
式

を
用

い
て

、
行

く
こ

と
が

学
生

の
興

味
を

引
く
上

で
大

切
で

あ
り

、
そ

の
手

法
を

学
ぶ

こ
と

も
で

き
た

。

R
E
A

S
は

早
速

、
授

業
前

の
事

前
知

識
評

価
や

、
授

業
後

の
振

り
返

り
に

使
え

る
よ

う
に

し
た

い
と

思
う

。

・
形

成
的

評
価

の
具

体
的

な
進

め
方

・
複

数
名

の
教

員
で

１
つ

の
授

業
を

作
り

上
げ

る
こ

と
の

難
し

さ
・
様

々
な

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

技
法

を
学

ん
だ

が
、

未
だ

実
践

し
た

こ
と

の
な

い
も

の
も

多
く
あ

っ
た

た
め

、
今

後
実

際
に

用
い

て
み

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

1
.授

業
を

設
計

す
る

流
れ

：
授

業
の

企
画

か
ら

実
行

ま
で

、
授

業
を

無
事

に
遂

行
で

き
る

よ
う

の
フ

ロ
ー

が
よ

く
わ

か
り

ま
し

た
。

2
.シ

ラ
バ

ス
の

書
き

方
：
授

業
の

内
容

を
学

生
に

分
か

り
や

す
く
伝

え
、

学
生

に
対

し
て

円
滑

に
指

導
を

進
め

ら
れ

る
た

め
、

授
業

の
内

容
、

目
的

、
目

標
及

び
成

績
評

価
な

ど
を

明
確

に
書

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

ま
た

、
授

業
の

目
的

、
到

達
目

標
に

適
用

す
る

動
詞

の
使

い
方

が
分

か
り

ま
し

た
。

3
.様

々
な

授
業

方
法

を
知

る
学

生
の

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

促
す

た
め

、
ク

リ
ッ

カ
ー

、
ペ

ア
・

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

様
々

な
授

業
方

法
が

あ
る

こ
と

を
知

り
ま

し
た

。

１
．

ク
リ

ッ
カ

ー
を

使
っ

て
み

た
い

で
す

。
２

．
ポ

ス
タ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
設

け
て

、
学

生
が

グ
ル

ー
プ

に
課

題
を

課
し

、
成

果
は

グ
ル

ー
プ

メ
ン

バ
の

全
員

で
発

表
す

る
。
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ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

学
ん

だ
点

教
育

実
践

の
場

で
や

っ
て

み
た

い
点

１
）
シ

ラ
バ

ス
の

重
要

性
を

学
ん

だ
。

２
）
様

々
な

講
義

形
式

が
あ

る
こ

と
を

知
っ

た
。

３
）
ク

リ
ッ

カ
ー

な
ど

の
講

義
の

つ
か

み
の

重
要

性
を

知
っ

た
。

４
）
授

業
計

画
を

す
る

こ
と

で
講

義
で

何
を

使
え

る
べ

き
な

の
か

を
は

っ
き

り
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。

１
）
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

２
）
シ

ラ
バ

ス
の

評
価

方
法

の
明

瞭
化

３
）
授

業
計

画
の

作
成

能
動

的
な

学
習

方
法

の
多

様
性

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

特
に

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

通
じ

て
行

っ
た

授
業

デ
ザ

イ
ン

や
そ

の
議

論
は

、
相

反
す

る
意

見
が

出
て

平
行

線
に

な
る

な
ど

、
一

進
一

退
が

あ
っ

た
が

、
結

果
的

に
は

授
業

デ
ザ

イ
ン

の
コ

ン
セ

プ
ト

を
明

確
に

し
、

そ
れ

を
実

践
す

る
た

め
の

過
程

を
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

内
で

の
短

い
時

間
の

中
で

凝
縮

し
て

経
験

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
こ

の
経

験
が

シ
ラ

バ
ス

の
効

果
的

な
作

成
に

通
じ

る
こ

と
も

確
信

し
た

。
た

だ
、

私
自

身
は

研
究

発
表

や
専

門
講

座
な

ど
の

講
演

は
前

職
場

で
慣

れ
て

は
い

た
も

の
の

、
共

通
教

育
な

ど
、

多
様

な
学

生
を

想
定

し
た

講
義

は
ま

だ
未

経
験

。
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
学

ん
だ

こ
と

を
活

か
し

,経
験

を
積

み
、

良
い

授
業

ワ
ー

ク
が

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

受
け

る
前

か
ら

関
心

が
あ

っ
た

の
は

質
問

法
で

あ
る

。
そ

れ
は

前
職

場
(県

の
教

育
行

政
で

の
生

涯
学

習
)で

愛
媛

県
美

術
館

の
学

芸
員

が
講

演
で

行
っ

た
V

T
S
(V

is
u
al

 T
h
in

ki
n
g

S
tr

at
e
gy

)に
感

銘
を

受
け

た
か

ら
で

あ
る

。
質

問
法

に
は

、
緻

密
な

授
業

デ
ザ

イ
ン

と
高

度
な

知
識

と
熟

練
し

た
話

術
な

ど
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

痛
感

し
た

。
そ

れ
で

も
質

問
法

を
取

り
入

れ
て

い
き

た
い

。
ま

た
T
H

in
k,

P
ai

r&
S
h
ar

e
や

ク
リ

ッ
カ

ー
な

ど
が

有
効

で
あ

る
と

感
じ

た
。

専
門

が
考

古
学

で
あ

る
こ

と
か

ら
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
も

実
践

し
て

い
き

た
い

。

授
業

に
お

け
る

様
々

な
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
手

法
に

つ
い

て
、

有
効

な
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
こ

れ
ら

の
手

法
を

、
実

際
の

教
育

現
場

で
効

果
的

な
運

用
を

行
い

た
い

。

・
シ

ラ
バ

ス
の

記
載

方
法

（
特

に
目

的
、

目
標

、
評

価
）
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

た
・
９

０
分

間
の

授
業

構
成

の
方

法
に

つ
い

て
理

解
が

深
ま

っ
た

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
手

法
に

関
す

る
理

解
が

深
ま

っ
た

コ
ー

ス
設

計
や

ク
ラ

ス
設

計
で

は
，

ど
ん

な
ス

テ
ッ

プ
で

科
目

全
体

を
考

え
，

1
回

の
授

業
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

の
か

を
イ

メ
ー

ジ
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

，
シ

ラ
バ

ス
作

成
上

何
を

記
載

す
べ

き
か

，
目

的
や

到
達

目
標

の
表

記
の

仕
方

や
使

用
語

句
な

ど
の

留
意

点
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

授
業

の
流

れ
の

中
で

学
生

の
理

解
度

を
測

り
な

が
ら

，
授

業
を

進
め

て
い

く
評

価
方

法
や

手
法

を
学

ん
だ

。

共
通

教
育

科
目

の
開

発
に

は
，

教
員

自
身

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
が

必
須

で
，

そ
れ

が
効

果
的

な
授

業
デ

ザ
イ

ン
に

通
じ

る
と

実
感

し
た

の
で

，
ぜ

ひ
今

回
の

改
善

点
を

意
識

し
，

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
し

て
い

き
た

い
。

授
業

の
目

的
、

目
標

、
及

び
評

価
と

の
つ

な
が

り
か

ら
、

シ
ラ

バ
ス

の
立

て
方

、
書

き
方

が
理

解
で

き
ま

し
た

。
そ

し
て

改
め

て
、

当
た

り
前

の
こ

と
で

す
が

、
授

業
の

中
身

に
つ

い
て

の
質

の
高

さ
を

保
つ

た
め

に
は

、
自

分
自

身
の

更
な

る
勉

強
と

探
究

が
不

可
欠

だ
と

感
じ

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

や
っ

て
み

た
い

こ
と

は
、

授
業

初
回

の
学

生
と

の
コ

ン
ト

ラ
ク

ト
を

き
ち

ん
と

と
る

こ
と

で
す

。
ま

た
、

文
献

を
学

生
に

ど
う

読
ま

せ
る

か
や

、
講

義
を

い
か

に
聞

か
せ

る
か

に
と

て
も

苦
労

し
て

お
り

ま
し

た
。

１
５

分
の

集
中

と
確

認
テ

ス
ト

や
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

、
そ

し
て

ま
た

１
５

分
の

集
中

を
試

し
て

み
た

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

授
業

外
時

間
の

学
習

へ
の

導
き

方
を

も
っ

と
工

夫
し

て
み

た
い

と
思

い
ま

す
。

シ
ラ

バ
ス

を
詳

し
く
書

く
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
は

知
っ

て
い

た
し

，
5
年

以
上

教
え

て
い

る
し

，
一

番
知

り
た

か
っ

た
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
や

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
こ

と
は

，
別

の
研

修
で

受
け

た
し

，
と

思
っ

て
参

加
し

た
が

，
い

ろ
い

ろ
な

学
び

が
あ

っ
て

，
何

よ
り

も
グ

ル
ー

プ
の

方
た

ち
に

恵
ま

れ
て

，
非

常
に

有
意

義
な

時
間

を
過

ご
す

こ
と

が
出

来
た

．
皆

さ
ん

と
作

っ
た

シ
ラ

バ
ス

は
，

ず
っ

と
大

切
に

し
よ

う
と

思
う

．

文
章

が
な

か
な

か
続

か
な

い
学

生
が

多
い

と
，

レ
ポ

ー
ト

の
課

題
を

出
し

て
も

採
点

す
る

こ
と

が
出

来
ず

困
っ

て
し

ま
う

た
め

，
ほ

と
ん

ど
レ

ポ
ー

ト
課

題
を

課
し

て
こ

な
か

っ
た

が
，

教
わ

っ
た

技
法

を
用

い
な

が
ら

，
レ

ポ
ー

ト
課

題
を

課
し

て
み

よ
う

と
思

っ
た

．
ま

た
，

ク
リ

ッ
カ

ー
は

ゲ
ー

ム
感

覚
で

参
加

で
き

る
の

で
，

あ
る

と
授

業
に

参
加

し
や

す
い

と
思

っ
た

．
「
隣

と
意

見
交

換
」
は

，
た

だ
の

雑
談

に
な

っ
た

り
，

寝
て

し
ま

っ
て

い
る

学
生

を
ど

う
し

よ
う

か
な

ど
，

な
か

な
か

実
践

ま
で

に
心

配
事

が
多

い
が

，
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
て

み
よ

う
と

思
っ

た
．
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ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

学
ん

だ
点

教
育

実
践

の
場

で
や

っ
て

み
た

い
点

授
業

計
画

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
演

習
に

関
す

る
授

業
以

外
は

毎
回

の
受

講
生

の
様

子
を

み
て

、
そ

の
度

に
進

度
を

調
整

し
て

い
ま

し
た

。
今

回
は

毎
回

の
目

標
を

し
っ

か
り

立
て

て
進

め
て

い
く
楽

し
さ

を
学

ん
だ

の
で

、
一

回
ご

と
の

授
業

を
更

に
作

り
こ

ん
で

い
き

た
い

と
思

い
ま

し
た

。

特
に

講
義

で
用

い
る

手
法

と
、

成
績

評
価

方
法

に
つ

い
て

の
学

び
が

多
く
あ

り
ま

し
た

。
　

成
績

評
価

方
法

で
は

出
席

、
レ

ポ
ー

ト
提

出
、

定
期

試
験

の
単

純
な

構
成

で
行

っ
て

い
た

た
め

、
多

様
な

角
度

で
の

評
価

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

ら
れ

ま
し

た
。

「
シ

ラ
バ

ス
作

成
段

階
か

ら
授

業
が

始
ま

っ
て

い
る

」
こ

と
を

痛
感

し
ま

し
た

。
学

生
が

授
業

に
取

り
組

む
為

の
「
目

的
」
と

、
教

員
が

求
め

る
「
到

達
目

標
」
さ

ら
に

は
「
学

習
評

価
」
を

わ
か

り
や

す
い

言
葉

で
明

確
に

伝
え

る
こ

と
が

学
習

へ
の

動
機

づ
け

に
つ

な
が

り
、

意
欲

と
し

て
現

れ
る

こ
と

を
知

り
ま

し
た

。
シ

ラ
バ

ス
を

作
っ

た
経

験
が

な
い

の
で

、
そ

の
辺

り
を

配
慮

で
き

れ
ば

と
考

え
て

い
ま

す
。

学
生

目
線

に
な

っ
て

授
業

デ
ザ

イ
ン

を
し

な
け

れ
ば

、
い

つ
ま

で
も

学
ぶ

意
欲

が
上

が
ら

な
い

の
で

、
前

学
期

を
振

り
返

っ
て

新
鮮

な
気

持
ち

で
取

り
組

む
努

力
を

し
て

い
き

ま
す

。

こ
れ

ま
で

は
漠

然
と

自
身

の
経

験
に

基
づ

く
オ

リ
ジ

ナ
ル

方
式

で
授

業
を

デ
ザ

イ
ン

し
た

り
、

シ
ラ

バ
ス

を
作

成
し

た
り

し
て

い
た

。
今

回
の

研
修

に
参

加
し

、
様

々
な

手
法

や
授

業
を

デ
ザ

イ
ン

し
て

い
く
う

え
で

有
益

な
ポ

イ
ン

ト
や

視
点

を
数

多
く
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

3
日

間
と

限
ら

れ
た

時
間

で
は

あ
っ

た
も

の
の

、
こ

れ
ま

で
の

自
己

の
授

業
を

改
め

て
見

つ
め

直
す

良
い

機
会

に
な

っ
た

と
同

時
に

、
学

ん
だ

手
法

や
視

点
を

充
分

に
活

か
し

、
よ

り
良

い
授

業
が

展
開

で
き

る
よ

う
に

な
り

た
い

と
思

い
ま

す
。

・
授

業
デ

ザ
イ

ン
を

す
る

際
に

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
上

の
位

置
づ

け
に

十
分

に
留

意
し

て
、

そ
の

科
目

の
目

的
・
役

割
が

明
確

に
な

る
よ

う
に

す
る

。
・
シ

ラ
バ

ス
は

で
き

る
だ

け
明

確
に

。
と

く
に

到
達

目
標

は
、

学
生

に
と

っ
て

具
体

的
に

実
現

可
能

な
も

の
と

し
、

か
つ

教
員

に
と

っ
て

評
価

可
能

な
指

標
を

も
っ

た
も

の
と

す
る

。
・
た

だ
し

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
手

法
は

教
育

手
段

の
一

で
あ

る
こ

と
を

常
に

念
頭

に
置

き
、

そ
れ

が
目

的
化

し
て

し
ま

わ
な

い
よ

う
に

、
各

科
目

で
最

適
な

教
育

手
法

を
実

践
で

き
る

こ
と

が
重

要
な

の
だ

と
思

わ
れ

た
。

今
日

に
お

い
て

「
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」
が

強
く
要

請
さ

れ
る

理
由

も
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
組

織
的

デ
ザ

イ
ン

が
重

要
で

あ
り

、
そ

れ
に

も
と

づ
い

て
各

科
目

の
教

育
手

法
を

検
討

す
べ

き
で

あ
る

と
い

う
こ

と
と

深
く
関

連
す

る
た

め
だ

と
思

わ
れ

る
。

・
ク

リ
ッ

カ
ー

等
の

最
新

の
教

材
を

積
極

的
に

導
入

・
活

用
す

る
よ

う
に

努
め

る
。

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
等

の
学

生
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
を

容
易

と
す

る
教

育
法

の
開

発
・
導

入
を

試
み

る
。
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【
設
問
6
】
　
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
改
善
点
等
、
ご
意
見
ご
感
想
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
自
由
に
お
書
き
下
さ
い

話
し
方
講
座
の
よ
う
な
も
の
が

あ
れ

ば
ま
た
参
加

し
た
い
で
す
。
3
日

間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
育

法
と
シ
ラ
バ

ス
の

書
き
方

を
一

緒
に
学

ぶ
方

法
と
し
て
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
で
シ
ラ
バ

ス
、
授

業
計

画
案

を
作

成
す
る
と
い
う
の
は
効
果
的
。
た
だ
、
「
い
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ

た
な
」
と
思
っ
て
い
る
人
は
多
い
が
、
そ
れ
を
自
分
の
授
業
に
反
映
す
る
た
め
に
は

、
も
う
一

ス
テ
ッ
プ
必

要
か

な
と
も
思

い
ま
す
（
時

間
と
の

兼
ね

合
い
で
、
最

後
に
実
践
し
た
い

点
と
し
て
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
は

思
い
ま
す
が

）
。
も
う
少

し
時

間
が

あ
れ

ば
、
自

分
が

今
受

け
持

っ
て
い
る
シ
ラ
バ

ス
を
書

き
直

し
て
、
そ
れ

を
添

削
し
て
も

ら
え
る
と
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
習
っ
た
こ
と
が
即
、
実
際
の
シ
ラ
バ
ス
、
講
義
、
評
価
へ
と
反
映
で
き
そ
う
。
（
こ
れ
を
書
い
て
い
る
続
き
で
書
き
直
せ
ば
い
い
の

は
分
か
っ
て
い
る
の

だ
が
・
・
・
。
）

シ
ラ
バ
ス
の
中
間
発
表
時
に
お
け
る
コ
メ
ン
ト
/
意
見
交
換
が
不
十
分
に
感
じ
ま
し
た
。
特
に
，
テ
ー
マ
に
依

存
す
る
コ
ー
ス
設

計
の

問
題

点
と
，
目

的
，
目

標
の

設
定
に
応
じ
た
計

画
の

問
題

点
を
区

別
し
て
議

論
す
る
必

要
が

あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
，
模
擬
授
業
に
お
い
て
は
，
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
あ
れ
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法

を
適

宜
取

り
入

れ
る
こ
と
で
学

習
者

の
理

解
度

を
向

上
さ
せ

る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
感

覚
を
養

う
た
め
に
は

，
テ
ー
マ
設

定
が

難
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
共

通
教

育
の

枠
組

み
の

な
か

で
，
テ
ー
マ

や
対
象
と
す
る
学
習
者
に
配
慮
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
の
利
点
/
欠
点
の
ま
と
め
が
必
要
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
，
限
ら
れ
た
時
間
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
デ
ィ
ー
プ
に
繋
が
る
学

習
（
集

中
力

の
継

続
）
が

う
ま
く
挿

入
さ
れ

て
お
り
，
学

習
者

に
と
っ
て
は

実
は

負
担

の
大

き
い
手

法
が
多
い
の
で

は
と
感

じ
ま
し
た
。
し
か

し
，
こ
う
し
た
講

義
法

に
よ
り
学

習
者

の
パ

ッ
シ
ブ
デ
ィ
ー
プ
な
学

び
を
継

続
的

に
促

す
こ
と
が

で
き
れ

ば
，
よ
り
効

果
は

大
き
い
と
思

い
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の

皆
様

、
準

備
を
含

め
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
楽

し
く
、
学

び
な
が

ら
３
日

間
を
過

ご
せ

ま
し
た
。

最
初

に
設

定
さ
れ

た
グ
ル

ー
プ
の

メ
ン
バ

ー
以

外
と
も
共

同
で
作

業
す
る
シ
ー
ン
が
あ
れ
ば
、
よ
り
教
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
促
進
さ
れ
、
最
後
の
模
擬

授
業

の
際

に
効

果
的

な
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
が

行
わ

れ
る
の

で
は

な
い
か

と
思

い
ま
し
た
。
最

後
に
、
多

大
な
労

力
を
割

い
て
運

営
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方

、
職

員
の

皆
様

に
心
か
ら
御
礼

申
し
上

げ
ま
す
。

私
の

よ
う
な
初

心
者

に
と
っ
て
、
大

変
助

か
る
と
思

い
ま
す
。
教

育
法

に
つ
い
て
も
っ
と
知

り
た
い
の

で
、
今

度
ぜ

ひ
参

加
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
参
加
し
た
い
。

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
最
後
に
模
擬
授
業
が
位
置
付
け
ら
れ
、
少
人
数
で
は
あ
っ
た
が
、
教
員
が
相
互
に
授
業
の
一
端
を
見
せ
合
う
こ
と
は
、
意
義
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

・
模
擬
授
業
は
、
「
共
通
教
育
科
目
」
の
授
業
を
設
計
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
「
共
通
教
育
科
目
」
に
関
す
る
認
識
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
を
意

識
し
す
ぎ

た
せ
い
も
あ
り
、
授
業

設
計

が
や

や
形

式
的

に
な
り
、
自

分
た
ち
の

グ
ル

ー
プ
で
は
、
模

擬
授

業
で
実

施
で
き
る
場

面
が

限
定

さ
れ

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
っ
た
。
テ
ー
マ
自

体
も
自

由
に
設

定
で
き
れ

ば
、
グ
ル

ー
プ
の

メ
ン
バ

ー
が

も
う
少

し
得

意
な
部

分
で
模

擬
授

業
を
行

う
こ
と
が

で
き
た
の

で
は

な
い
か

と
感

じ
た
。

・
非
常
に
意
義
深
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

他
大

学
の

方
や

愛
媛

大
学

の
他

学
部

や
他

の
所

属
の

方
と
知

り
合

う
機

会
と
な
り
，
大

変
感

謝
し
て
い
ま
す
。
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
で
自

然
と
お
互

い
を
知

り
合

う
こ
と
が

で
き
る
の

で
，
他

の
方

の
授

業
に
対

す
る
考

え
方

や
進

め
方

な
ど
を
知

る
こ
と
が

で
き
，
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
，
模
擬
授
業
で
具
体
的
に
改
善
点
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
，
今
後
の
教
育
実
践
の
中
で
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
3
日

間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
日
間
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

秋
か

ら
、
愛

媛
大

学
が

中
心

で
や

ら
れ

て
い
る
ア
ー
バ

ン
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
の

デ
ザ

イ
ン
ス
ク
ー
ル

に
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
養
成
の
よ
う
な
事

業
に
関

わ
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
誠

に
勝
手
な
が
ら
、
そ
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
を
試
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
方
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な

分
野

の
若

い
先

生
方

の
ご
意

見
を
伺

う
こ
と
が

で
き
、
大

変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
今

後
と
も
、
宜

し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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お
世

話
に
な
り
ま
し
た
．
改

善
点

は
見

当
た
り
ま
せ

ん
．
準

備
を
こ
れ

で
も
か

と
い
う
く
ら
い
し
な
け
れ

ば
，
不

安
が

多
す
ぎ
て
講

義
の

授
業

が
で
き
な
い
の

で
す
が

，
3
0
分
程
度
の

準
備

で
専

門
で
は

な
い
分

野
の

模
擬

授
業

を
す
る
と
い
う
恐

怖
の

体
験

を
さ
せ

て
い
た
だ
き
，
感

謝
し
て
い
ま
す
．
人

前
で
話

す
と
き
に
，
最

も
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
を
，
模

擬
授

業
の

感
想

と
し
て
皆

さ
ん
か

ら
言

っ
て
頂

い
て
，
少

し
安

心
し
ま
し
た
．
　
同
じ
条

件
で
，
果

た
し
て
他

の
方

は
ど
の

よ
う
に
授

業
を
さ
れ

る
の

か
興

味
深

く
見

せ
て
頂

き
ま
し
た
が

，
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
学
生
の
個
別
相
談
を
す
る
際
に
「
わ
か
り
に
く
い
授
業
と
か
っ
て
あ
る
？
」
と
い
う
こ
と
を
聞
く
の
で
す
が
，
「
ず
っ
と
話
ば
っ
か
り
し
て
い
る
」

「
黒

板
に
メ
モ
だ
け
書

く
」
な
ど
の

声
を
聞

く
こ
と
が

多
く
，
自

分
が

大
学

の
頃

に
受

け
て
い
た
授

業
で
は

伝
わ

ら
な
い
こ
と
を
痛

感
し
て
い
ま
し
た
．
実

際
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
授
業
を
体
験
し
て
，
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
入
る
と
，
確
か
に
自

分
で
授

業
内

容
を
組

み
立

て
て
理

解
し
な
く
て
も
，
一

塊
の

ブ
ロ
ッ
ク
の

よ
う
に
ま
と
ま
る
感

覚
が

し
ま

し
た
．
ま
ず
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
自
分
の
も
の
に
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
．

気
が
か
り
だ
っ
た
の

は
，
昔

な
が
ら
の
授

業
を
さ
れ
て
い
る
先

生
で
，
研

修
に
参

加
さ
れ

な
い
非

常
勤

の
先

生
な
ど
は

，
知

る
機

会
が

な
い
の

で
は

な
い
か

と
．
私

も
今

回
の

研
修

を
受

け
て
い
な
か

っ
た
ら
と
思

う
と
，
少

々
ぞ
っ
と
し
ま
す
．
素

晴
ら
し
い
研

修
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

今
回
は
「
学
生
の
た
め
」
の
授
業
づ
く
り
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
　
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
の

勉
強

不
足

や
先

生
方

の
説

明
を
し
っ
か

り
聞

い
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が

原
因

で
す
が

、
模
擬
授
業
で
指
摘
を
い
た
だ
く
ま
で
、
授
業
名
も
教
員
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
を
理

解
し

て
い
な
か

っ
た
こ
と
が

自
身

の
今

回
の

反
省

点
と
し
て
挙

げ
ら
れ

ま
す
。

今
後

の
希

望
と
し
ま
し
て
は

、
今

回
は

愛
媛

大
学

の
学

生
を
対

象
に
模

擬
シ
ラ
バ
ス
・
授

業
計

画
を
作

成
し
て
き
ま
し
た
が

、
昨

今
の

私
立

大
学

の
学

生
の

学
力

を
反
映
し
た
授

業
手

法
等

も
学

ん
で
み

た
い
と
思

い
ま
し
た
。

３
日

間
で
は

あ
り
ま
し
た
が

、
多

く
の

学
び
を
得

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。
ま
た
、
様

々
な
業

務
等

と
日

程
が

重
な
っ
た
中

で
の

参
加

だ
っ
た
の

で
、
特

に
初

日
は

ウ
ト
ウ
ト
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
失

礼
し
ま
し
た
。
　
今

後
も
愛

媛
・
四

国
で
教

員
と
し
て
踏

ん
張

っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の

で
、
引

き
続

き
ご
指

導
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸

い
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
準
備

性
の

高
さ
に
驚

き
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
雰

囲
気

に
酔

い
し
れ

、
豊

か
な
時

間
の

流
れ

を
堪

能
し
ま
し
た
。
自

分
自

身
が

一
学

生
に
戻

り
、
「
こ
ん
な
授

業
を

受
け
た
い
！

」
と
切

実
に
感

じ
ま
し
た
。
「
授

業
デ
ザ

イ
ン
」
と
口

に
す
る
の

は
簡

単
で
す
が

、
す
ぐ
に
実

践
す
る
こ
と
は

難
し
い
か

も
し
れ

ま
せ

ん
。
１
つ
で
も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
い
き
ま
す
。
　
　
3
日

間
本

当
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
感

謝
の

気
持

ち
で
一

杯
で
す
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3
日

間
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
参

加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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平成26年度「授業設計ワークショップ」アンケート集計結果（回答数：　29名）　6月28日～29日開催

問番号 回答項目 大学 短期大学
高等専門学
校

その他 未解答 合計

１-(１) 所属先 28 0 1 0 0 29

問番号 回答項目
国（国立大学
法人）

地方自治体
（公立大学法
人を含む）

学校法人 その他 未解答 合計

１-(２) 所属先の設置者 22 6 1 0 0 29

１-(３)自由記述
※下記に記
述

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

そう思わない 未解答
合計回答
数

2-1
授業設計ワークショップの目的や内容につ
いてある程度知った上で参加した

4 14 7 4 0 29

2-2
自分自身で能力開発の必要性を感じて参
加した

3 10 13 3 0 29

2-3
授業設計ワークショップの内容をすぐに活
用しなければならない状況で参加した

4 6 13 6 0 29

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

 そう思わな
い

未解答
合計回答
数

3-1
授業設計ワークショップの目的は明確に設
定されていた

20 7 1 1 0 29

3-2
授業設計ワークショップは自分の業務に生
かせる内容だった

18 8 2 1 0 29

3-3
授業設計ワークショップはわかりやすい順
序ですすめられた

15 10 3 1 0 29

3-4
授業設計ワークショップの時間は目的を達
成するために丁度よい長さだった

8 11 6 4 0 29

3-5
授業設計ワークショップの実施時期は適当
だった

11 11 4 3 0 29

3-6 参加者の人数は適当だった 17 7 4 1 0 29

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

 そう思わな
い

未解答
合計回答
数

4-1 講師の言動は学習意欲を高めた 17 9 2 1 0 29

4-2
講師は研修に必要な知識を十分に持って
いた

19 8 1 1 0 29

4-3 講師の用意した教材はわかりやすかった 15 11 2 1 0 29

現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか。

2.参加への経緯について

3.プログラムの設計について

4.講師について

1
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そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

 そう思わな
い

未解答
合計回答
数

5-1
授業設計ワークショップ会場は快適な環境
だった

18 9 1 1 0 29

5-2
授業設計ワークショップ会場には十分な設
備が整っていた

19 8 1 1 0 29

5-3 スタッフは手際よく研修を運営していた 21 6 1 1 0 29

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

 そう思わな
い

未解答
合計回答
数

6-1
自分に必要な知識やスキルを身につける
ことができた

9 16 3 1 0 29

6-2
受講したことによって教育への取り組み方
が改善されると思う

14 13 1 1 0 29

6-3 新たに人的なつながりをつくることができた 10 16 2 1 0 29

そう思う
どちらかとい
えばそう思う

どちらかとい
えばそう思わ
ない

 そう思わな
い

未解答
合計回答
数

7-1
授業設計ワークショップは全体的に満足で
きるものだった

16 11 1 1 0 29

7-2
授業設計ワークショップは期待を上回る内
容だった

16 11 1 1 0 29

7-3
今後も、授業設計ワークショップを継続して
いくべきだと思う

11 15 2 1 0 29

7.授業設計ワークショップ全体について

自由記述

「授業設計ワークショップ」に参加してよかったと思われる点を、具体的
にお書き下さい。

※下記に記述

その他、お気づきの点があればご記入ください。 ※下記に記述

このプログラムをよりよいものにするために改善すべき点があれば、具
体的にお書き下さい。

5.研修の会場・スタッフについて

6.授業設計ワークショップについて
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１-(３)自由記
述

2

3

6

7 授業設計全体

8

9

10

12

14

15

16

17

18

19

20

21

22

24

26 話し方

27 スライドの作り方など

28

29

自由記述

1

2

3

5

6

7

8

授業の展開法，英語力

対面スキル

正直，授業設計にさほど興味なく参加してしまった（義務的に）が，想像以上の内容で，授業に対する認識
も教育に対する考えも改める所があった。

頭の中が整理できた

学生の理解度を向上させるための授業方法

より高度な専門知識

・講義スキルの向上
・PBLのマネジメント

授業設計，授業開発

学生と積極的，効果的にコミュニケーションをとりながら講義をするという事

雑用を断るスキル

・テンポよく活かすこと。
・学生の参加を促す手法

・講義法
・シラバス作成法

現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか。

・アクティブラーニングの導入
・学生の視点や学習環境，習慣を考慮した授業設計

他の先生がどうやって授業に工夫しているかがわかり，参考にしたいと思いました。

学生主体の学びに対しての具体的な方法を学ぶことができた。また，他の方法の接近授業を見る事ができ
て良かった。

学生が眠らずに授業を聞く事ような授業の提示

授業の準備のための時間を作るスキル

これまでに実施していた授業の内容，実施方法等々見直す機会になりました。内省を続けていかなければ
いけないと思いました。

様々な授業方法を学ぶことができた点。

「授業設計ワークショップ」に参加して良かったと思われる点を、具体的にお書き下さい。

授業におけるアクティブラーニングの導入

色々な授業法を知ることができた。他の先生の授業を見る事ができた。

講座準備，くみたて，方法などについての方法論

（学生の）心理学

授業設計スキル，設計した授業内容/実際の授業の改善スキル（知識，手法など）

・他学科の先生とお話し，情報交換できて良かった。
・今後のFDも積極的に参加しようと思う。
今回，とても参加になる講義は多かった。

学生の主体的参加を促すスキル

3



自由記述

9

10

11

12

13

14

15

17

18

19

20

21

22

23

26

27 他分野の方の講義を聞けたこと

28

29

７自由記述

1

2

3

6

9 講師陣の話す内容の重複が多い。

10

12

13

14

15

主催は徳島大学ですが講義のひとつくらいは他大学から招待されると，より刺激されことが増えると思いま
す。

シラバスのフォーマットとチェックシートの項目が一致していない点が気になった。
各セクションでのレクチャーの割合が多かったのでもう少しワークの割合を増やした方が良いと思った。

坂田先生の授業はとても参考になった。

アクティブラーニングや，その手法の実際例，具体例を見たり，体験したりしたかった。

参加者にcriteriaの吟味

１日目の昼食後が（眠気的に）ツラい時間だったので，そこで手や頭を使う内容だと耐えられた。

少し時間がかかっても良いので模擬授業の時間をもっと伸ばしてほしい。短すぎて落ち着いて話せない。

教育実績を適正に評価する系が構築できてから本プログラムを行うべきだと思う。

初日の理論―勉強になりました。
２日目の模擬授業―よい経験になりました。

自分の授業でも改善できる工夫をいくつか得ることができた。
また今後授業の内容，手法を改善していくための課題を得ることが出来，「大きな宿題」を頂いたと認識し
ています。

異なる視点のアドバイスをしていただけた。

・充実した研修内容で授業設計の重要性を非常によく実感させられた。
・模擬授業の際のチェックシート記入方法を，単にチェックを入れる方式ではなく，（できている/ふつう/改
善の余地あり）といった形式で記入できるようにしてはどうか。

・全く知らなかった，反転授業，アクティブラーニングの概念を理解できた
・他の職種の先生との会話，授業は新鮮だった。

KOLBの学習理論に関する説明，授業開発の方式は役に立てられそうな気がしている。

他の先生に評価していただいたこと。

「授業設計ワークショップ」に参加して良かったと思われる点を、具体的にお書き下さい。

考え方の違いを客観的に受け入れることの重要性を改めて認識できました。

理系の講義にも利用できそうな具体的手法が見えてきた。
普段接点のない文系の先生の授業を見る事ができたのが面白かった。

学生に学ばせるためのスキルをいくつか習得できた。

・アクティブラーニングのための各種技術を知った事。
・他分野の先生方からの見解を得られた事。

なし

他分野の先生の講義は良い刺激を与えてくれた。

他分野の授業を見る事ができた。

夏休みに行ってほしい。
１年目には特に余裕がないため

このプログラムをよりよいものにするために改善すべき点があれば、具体的にお書き下さい。

事前に提出した，シラバスや授業計画について，専門家のコメントや修正案を提示してほしかった。

他分野の先生方の授業方法が刺激になった。

失敗を上手く活かせる教材づくりや授業展開など学びたい。
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７自由記述

17

18

19

20

21

22

27

29

７自由記述

2

3

5

6

10

12

14

18

20

21

※自由記述の番号は回答者が連動しています。

FD委員の皆さん頑張って下さい。

特にありません。

その他、お気づきの点があればご記入下さい。

講師の先生のレクチャー内容が興味深く，分かりやすいものであった。

お世話になりました！

蔵本の教員のためのプログラムは蔵本キャンパスで行ってほしい。

全体集合の部屋はエアコンは少し寒かったと思う。

これだけの運営が大変だったと思います。
ありがとうございました。

アイスブレイクの効果が大きい。特に徳島大外からの教員にとって。

教育がもっと効果される仕組みが必要（性善説に立たないこと）

特になし

来年度から開催しない。

スタッフの皆さんにはこの二日間お世話になりました。
ありがとうございました。

このプログラムをよりよいものにするために改善すべき点があれば、具体的にお書き下さい。

座学よりもワークの時間を増やした方が良い。
１日目がもったいない。

事前に，模擬授業など（２日目の用意）もう少し情報を頂けるとありがたいと思いました。

平日一日で！！

・「主体的な学び」とは何か考える時間がなかった。
・「深い学び」について「浅く学ぶ」ともいえるかもしれない。
・スキル習得に特化して，複数実践できる機会になればと思います。

充分，満足しています。ありがとうございました。

レクチャーが多い。もっと具体例が，実践例がないと授業の改善に役に立たないと思う。アクティブラーニン
グについての必要性は理解できたがどうするのか，評価はどうするのかまったくわからなかった。
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そう思う
14%

どちらかと

いえばそう

思う
48%

どちらかと

いえばそう

思わない
24%

そう思わな

い

14%

2‐1 授業設計ワークショップの目的や内

容について

ある程度知った上で参加した
そう思う
10%

どちらか

といえば

そう思う
35%

どちらかと

いえばそう

思わない
45%

そう思わな

い

10%

2‐2 自分自身で能力開発の必要性

を感じて参加した

そう思う
69%

どちらかと

いえばそう

思う
24%

どちらかと

いえばそう

思わない
4%

そう思わ

ない

3%

3‐1 授業設計ワークショップの目的

は明確に

設定されていた

そう思う
62%

どちらかと

いえばそう

思う
28%

どちらかと

いえばそう

思わない
7%

そう思わ

ない

3%

3‐2 授業設計ワークショップは自

分の業務に

生かせる内容だった

そう思う
52%

どちらかと

いえばそう

思う
35%

どちらかと

いえばそう

思わない
10%

そう思わ

ない

3%

3‐3 授業設計ワークショップはわか

りやすい順序ですすめられた

そう思う
27%

どちらかと

いえばそう

思う
38%

どちらかと

いえばそう

思わない
21%

そう思

わない

14%

3‐4 授業設計ワークショップの時間は目

的を達成するために丁度よい長さだった

そう思う
38%どちらかと

いえばそう

思う
38%

どちらかと

いえばそう

思わない
14%

そう思わ

ない

10%

3‐5 授業設計ワークショップの実施時期

は

適当だった

そう思う
59%

どちらかと

いえばそう

思う
24%

どちらかと

いえばそう

思わない
14%

そう思わ

ない

3%

3‐6 参加者の人数は

適当だった

そう思う
14%

どちらかと

いえばそう

思う
20%

どちらかと

いえばそう

思わない
45%

そう思わな

い

21%

2‐3 授業設計ワークショップ内容をすぐ

に活用しなければならない状況で参加し

た
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そう思う
59%どちらかと

いえばそう

思う
31%

どちらかと

いえばそう

思わない
7%

そう思わ

ない

3%

4‐1 講師の言動は学習意欲を

高めた

そう思う
66%

どちらかと

いえばそう

思う
28%

どちらかと

いえばそう

思わない
3%

そう思わ

ない

3%

4‐2 講師は研修に必要な知識

を十分に持っていた

そう思う

47%
どちらかと

いえばそう

思う

42%

どちらかと

いえばそう

思わない

11%

そう思わ

ない
3%

5‐1 授業設計ワークショップ会場は快適

な

環境だった

そう思う
66%どちらかと

いえばそう

思う
28%

どちらかと

いえばそう

思わない
3%

そう思わな

い

3%

5‐2 授業設計ワークショップ会場には十分

な

設備が整っていた

そう思う
16%

どちらかと

いえばそう

思う
58%

どちらかと

いえばそう

思わない
26%

そう思わ

ない

3%

4‐3 講師の用意した教材は

わかりやすかった

そう思う
72%

どちらかと

いえばそう

思う
21%

どちらかと

いえばそう

思わない
4%

そう思わ

ない

3%

5‐3 スタッフは手際よく授業設計ワーク

ショップを

運営していた
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そう思う
31%どちらかと

いえばそう

思う
55%

どちらか

といえば

そう思わ

ない

10%

そう思わ

ない

4%

6‐1 自分に必要な知識やスキ

ルを身につけることができた

そう思う
48%

どちらかと

いえばそう

思う
45%

どちらかと

いえばそう

思わない
4%

そう思わな

い

3%

6‐2 受講したことによって教育へ

の取り組み方が改善されると思

う

そう思う
35%

どちらかと

いえばそう

思う
55%

どちらかと

いえばそう

思わない
7%

そう思わ

ない

3%

6‐3 新たに人的なつながりを

つくることができた

そう思う
55%

どちらかと

いえばそう

思う
38%

どちらかと

いえばそう

思わない
4%

そう思わ

ない

3%

7‐1 従業設計ワークショップは全体的に

満足できるものだった

そう思う
55%どちらかと

いえばそう

思う
38%

どちらかと

いえばそう

思わない
4%

そう思わな

い

3%

7‐2 授業設計ワークショップは期待を上回

る

内容だった

そう思う
38%

どちらかと

いえばそう

思う
52%

どちらかと

いえばそう

思わない
7%

そう思わ

ない

3%

7‐3 今後も、この授業設計ワーク

ショップを継続していくべきだと思う
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ＳＰＯＤ研修アンケート集計結果

研修名：第５回「よりよい授業のためのＦＤワークショップ」

実施日：平成２６年９月１８日（木）から１９日（金）

実施会場：休暇村讃岐五色台

参加者数：１４名

アンケート回答者数：９名

設問１　本ワークショップへの参加の経緯についてお答え下さい。

１－１　ワークショップへの参加動機は何ですか（複数回答）
　①新任研修に参加して興味をもったため 2
　②実施要項を見て内容に興味をもったため 3
　③所属部署からの依頼があったため 5
　④他部署の人と交流したいため 1
　⑤その他 1
合計 12

１－２　１－１で「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい。
　授業をさらにより良くしたい
１－３　ワークショップの目的や内容について、ある程度知った上で参加した
　①そうである 6
　②どちらかといえばそうである 1
　③どちらかといえばそうではない 2
　④そうではない
合計 9

設問２　本ワークショップの内容についてお答え下さい。

２－１　ワークショップの目的は、明確に設定されていた
　①そう思う 7
　②どちらかといえばそう思う 2
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 9

２－２　ワークショップは、自分の業務(教育実践)に生かせる内容であった
　①そう思う 8
　②どちらかといえばそう思う 1
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 9

２－３　ワークショップは、わかりやすい順序ですすめられていた
　①そう思う 6
　②どちらかといえばそう思う 3
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 9

２－４　ワークショップでよかった点は以下のうちどれですか＜複数選択可＞
　①学生の考える良い授業・悪い授業について考える機会を得た 6
　②シラバスの書き方について理解が深まった 8
　③複数の授業方法について知ることができた 6
　④成績評価について理解が深まった 3

資料８－３
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　⑤自らが開発した授業の良い点・改善点を知ることができた 3
　⑥ワークショップの手法を知ることができた 3
　⑦他学部等の教員と知り合いになれた 7
　⑧その他

設問３　本ワークショップに参加しての成果についてお答え下さい。

３－１　ワークショップで設定した目標のうち、達成されたのはどれですか＜複数選択可＞
　①適切な目的・目標が設定できるようになった 9
　②わかりやすいシラバスを書けるようになった 9
　③様々な授業方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できるようになった 7
　④様々な成績評価方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できるようになった 4
　⑤学生参加型のグループ作業を、自ら授業で導入することができるようになった 4

設問４　本ワークショップの研修環境についてお答え下さい。

４－１　講師の言動は学習意欲を高めた
　①そう思う 6
　②どちらかといえばそう思う 3
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 9

４－２　事務局は手際よくワークショップを運営していた
　①そう思う 8
　②どちらかといえばそう思う 1
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 9

４－３　ワークショップ会場は快適な環境であった
　①そう思う 8
　②どちらかといえばそう思う 1
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 9

設問５　本ワークショップは全体を通して満足できるものであった
　①そう思う 8
　②どちらかといえばそう思う 1
　③どちらかといえばそう思わない
　④そう思わない
回答数 9
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【自由記述欄】

設問６　本ワークショップの改善点等、ご意見ご感想がありましたらご自由にお書き下さい。

・主に学んだ点は、シラバスの書き方、学生参加の授業の進め方、クラス規模にあった授業の進め
方です。
私が担当しているのは、主に60人程度の授業ですが、ディスカッションを行う授業形態のものがあり
ますので、ここでより丁寧な議論の誘導の仕方を実践してみたいと思います。

３－２　ワークショップであなたが学んだ点、それに影響されて教育実践の場でやってみたい点などを
お書きください。

・シラバスの書き方について、ポイントをおさえた説明がなされていたので、大変分かりやすく、これ
から活用出来るものになりました。
　また、アイスブレイキングについては、これまで自分の授業でも取り入れていたのですが、改めて学
生の立場でやってみることで、やはり効果の大きいものだと再認識出来ました。
　クリッカ―、コミュニケーションカードもいいツールなので、ぜひ取り入れたいと思います。
　今回のワークショップは、講師の先生方の熱意と事務局の方々の素晴らしい企画・運営があって、
恵まれた環境の中研修できたので、やはり教員として授業の準備をしっかりとして、学生に恵まれた
環境で意欲的に学習に取り組ませたいと感じました。

・シラバスの書き方に対する演習は、丁寧で分かりやすく非常に参考になった。授業内容を魅力的に
伝えることだけにとらわれず、何が学生にとって必要な情報か、を考える良いきっかけとなった。
　例えば、フィールドワークの際の保険の加入や教科書の値段など、を書くべきとの御指摘をいただ
き、今後、留意してシラバス作成に臨みたいと思う。このワークショップでは、学生の生の声というの
は、グループワークIの「学生の考えるよい授業」のみで、取り上げ時間配分も少なかったが、このよう
な趣旨のグループワークをより拡大して掘り下げていくというのも重要ではないか、と感じた。このグ
ループワークⅠにおける学生からの要望のグループ分けと問題の分析は、もっとも有意義なワーク
であると感じた。
「分からないことを前提に講義を展開してほしい、理解ができていないことを前提に質問に返答して
ほしい」というコメントは印象に残っており、実際に後期から担当している講義にも役立っている。

・参考資料として配布された講師のレジュメが参考になったり、同じグループになった先生方の取り組
みや工夫を知ることができ勉強になった。グループディスカッションやコミュニケーションカードを授業
に導入してみたい。

・今年度まで授業経験がまったくなかったため，シラバスの作り方，授業形式，手法等のひな形を学
ぶことができ，すべてを実践してみたいという気持であるが，とりわけ学生参加型の授業（グループ
ワークのさせ方）は参考になり，語学の授業やゼミなどで実践してみたい。

　①グループワークの授業中への導入
　②コミュニケーション・カードやクリッカーの活用による受講生の状況把握
　③分かりやすいシラバスを書くこと（特に、学生にきちんと授業内容や進め方を伝えるような記述ポ
イント）
　④話し方やスピード、声の大きさ、アイコンタクトなど、学生に授業内容を印象付けるためのコツ
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・コーヒーやお茶を自由に飲むことができたのがありがたかった。リラックスできた。
充実したプログラムだったが、反面時間に余裕がないようにも感じた。
せっかく壁に各先生の悩みや取り組みを掲示していただいたのに、ゆっくり見る時間がなかった。
休憩時間をさらに長くとってもよいのではないかと思う。
講義やワークショップそのものも大変勉強になったが、加えて各講師の体験談や実際の授業で工夫
していること、悩みなどを聞けたこともまた勉強になった。
体験談や経験を話し合い、聞くような講義があってもよいかもしれない。

・まずは、運営者のご尽力に御礼申し上げます。ワークショップは非常に効率よく進み、内容もとても
充実しておりました。また、香川大学の主催で、また参加者も香川大学の先生方が多い中で、他大学
の私が居心地よく過ごすことが出来たことは、運営者の皆さまのご配慮の賜物と思います。
　全体を通して非常に素晴らしいワークショップでした。あえて改善点を申し上げるとすると、1)進行の
ペースがやや早く、参加者からの質問を受け付ける時間がほとんどなかった、2)講師の方のパワー
ポイントのスライドのメリハリがやや弱く、ポイントをつかみづらい、という２点になります。
　このような会を開催することは大変なことと思いますが、今後もこのような素晴らしい勉強会を継続
して行っていただければ幸いです。今後共よろしくお願いいたします。

4



SPOD研修アンケート集計結果

研修名　　：学生の学びを支援するための授業準備ワークショップ(新任教員FDワークショップ）
実施日　　：平成２６年９月１日（月）～２日（火）
実施会場 ：高知大学朝倉キャンパス 共通教育棟３号館１階３１０教室
参加者数 ：５名
アンケート回答者数：５名

１．参加者ご自身について
1-(1) 所属先

度数 割合
①４年制大学 4 80.0
②短期大学 1 20.0
③高等専門学校 0 0.0
④その他 0 0.0

5 100.0

1-(2) 所属先の設置者
度数 割合

①国（国立大学法人） 3 60.0
②地方自治体（公立大学法人を含む 0 0.0
③学校法人 2 40.0
④その他 0 0.0

5 100.0

1-(3) 職種
度数 割合

①教員 5 100.0
②職員 0 0.0
③学生 0 0.0
④その他 0 0.0

5 100.0

２．研修参加への経緯について
2-1

度数 割合

④そう思う 2 40.0
③どちらかといえばそう思う 3 60.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

３．研修プログラムの設計について
3-1

度数 割合
④そう思う 4 80.0
③どちらかといえばそう思う 1 20.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

3-2 研修は自分の業務（教育改善）に生かせる内容だった
度数 割合

④そう思う 3 60.0
③どちらかといえばそう思う 2 40.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

3-3 研修は分かりやすい順序で進められた
度数 割合

④そう思う 2 40.0
③どちらかといえばそう思う 3 60.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

3-4 研修会場は快適な環境だった
度数 割合

④そう思う 4 80.0
③どちらかといえばそう思う 1 20.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

研修目的や内容についてある程度知ったうえで参加した

研修の目的は明確に設定されていた

40% 

60% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

80% 

20% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

80% 

20% 

0% 0% 
①４年制大学 

②短期大学 

③高等専門学校 

④その他 

40% 

60% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

80% 

20% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

100% 

0% 0% 0% 
①教員 

②職員 

③学生 

④その他 

60% 

0% 

40% 

0% ①国（国立大学法人） 

②地方自治体（公立大学法人を含

む） 
③学校法人 

④その他 

60% 

40% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

資料８－４
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４．研修スタッフについて
4-1 講師の言動は学習意欲を高めた

度数 割合
④そう思う 4 80.0
③どちらかといえばそう思う 1 20.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

4-2 事務局は手際よく運営していた
度数 割合

④そう思う 5 100.0
③どちらかといえばそう思う 0 0.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

５．研修成果について
5-1 自分に必要な知識やスキルを身につけることができた

度数 割合
④そう思う 3 60.0
③どちらかといえばそう思う 2 40.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

5-2 受講したことによって業務の取り組みが改善されると思う
度数 割合

④そう思う 4 80.0
③どちらかといえばそう思う 1 20.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

5-3 研修の内容は十分に理解できた
度数 割合

④そう思う 4 80.0
③どちらかといえばそう思う 1 20.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

5-4 新たに人的なつながりをつくることができた
度数 割合

④そう思う 3 60.0
③どちらかといえばそう思う 2 40.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

６．研修全体について
6-1 研修は全体的に満足できるものだった。

度数 割合
④そう思う 4 80.0
③どちらかといえばそう思う 1 20.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

6-2 研修は期待を上回る内容だった
度数 割合

④そう思う 3 60.0
③どちらかといえばそう思う 2 40.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

80% 

20% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

100% 

0% 0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

60% 

40% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

80% 

20% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

80% 

20% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

60% 

40% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

80% 

20% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

60% 

40% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 
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6-3 今後もこの研修を継続していくべきだと思う
度数 割合

④そう思う 4 80.0
③どちらかといえばそう思う 1 20.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

７．本研修の目標である下記４項目について、到達できていると思いますか？
7-1 適切な授業の目的・目標設定ができるようになる

度数 割合
④そう思う 3 60.0
③どちらかといえばそう思う 2 40.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

7-2 わかりやすいシラバスを書けるようになる
度数 割合

④そう思う 1 20.0
③どちらかといえばそう思う 4 80.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

7-3

度数 割合
④そう思う 2 40.0
③どちらかといえばそう思う 3 60.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

7-4

度数 割合
④そう思う 1 20.0
③どちらかといえばそう思う 4 80.0
②どちらかといえばそう思わない 0 0.0
①そう思わない 0 0.0

5 100

学習成果（ラーニング・アウトカムズ）を意識して授業
デザインできるようになる

学生参加型のグループ作業を自らの授業で導入すること
ができるようになる

80% 

20% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

60% 

40% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

20% 

80% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

40% 

60% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 

20% 

80% 

0% 0% 
④そう思う 

③どちらかといえばそう思う 

②どちらかといえばそう思わない 

①そう思わない 
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１-（４）本研修を知ったきっかけ・参加のきっかけは何ですか？

　 所属大学のＦＤ委員からの案内（転送メール）

　 教職員ライブラリをみて

　 メールでの案内？

　 メール（学内）

　 所属大学のＦＤ委員長よりの紹介

１-（５）現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか？（具体的に）

　 学生が意欲的に授業に臨めるような動機づけ

　 知識と態度、思考力が高まるコースデザインスキル

　 対面授業を行うなら、そのやり方だけど…大人向けの研修のやり方っていうか、上手になる方法？

　 学生の状況の捉え方など

　 グループワーク（教員自身が慣れていないので）

８.研修ですぐに使ってみたいと感じたこと（アクションプラン）を、具体的にお書きください。

　
後期からの授業ではグループワークを積極的に取り入れたいです。
授業内容についても改善していきたいと思います。

　
次年度に向けて、シラバスを見直しをしてみたいと思いました。秋に修士課題のシラバスを考えるこ
とがあるので、学生さんの2年間を想像して創造していきたいです。学科の目標を自分の担当する授
業の中でも展開していきたいです。

　
グループワーク、グループ作業をもっとたくさん恐れずにやってみたいと思った
シラバスを書きなおせると思った。

　
これまでは多人数講義が主ということもあり一方的な講義スタイルで行ってきた。今回の研修で多人
数でもＧＷ等適応できることが分かったのでぜひ導入した。

９.本研修を受講して良かったと思われる点や改善点、意見などを自由にお書きください。

　
今までこれで良いのかな?と思いながら授業を進めていましたが、今回色々なことを確認・ご相談でき
たことが良かったです。2日間本当にありがとうございました。

　 ありがとうございました。準備等大変だったろうと思います。ありがとうございます。

　 少々時間がタイトだった。もう少し余裕があっても良かった。

　 具体的なシラバス作成上のヒントがたくさん得られた。講師の先生が優しくて感謝しています。
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新任教員研修アンケート項目について

愛媛 徳島 香川 高知

所属先（大学，短期大学，高専，その他の別） １－（１） １－（１）

設置者（国立，公立，学校法人，その他の別） １－（２） １－（２）

職種（教員，職員，学生，その他の別） １－（２） １－（３）

現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか。（自由記述） １－（３） １－（５）

本研修を知ったきっかけ・参加のきっかけは何ですか？（自由記述） １－（４）

ワークショップへの参加動機は何ですか＜複数選択可＞ １－１ １－１

実施要項を見て内容に興味をもったため １－１ １－１

所属部署からの依頼があったため １－１ １－１

他大学・他部署の人と交流したいため １－１ １－１

新任研修に参加して興味をもったため １－１ １－１

テニュア・トラック必須ＥＤプログラムだから １－１

その他 １－１

「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい（自由記述） １－２ １－２

ワークショップの目的や内容について、ある程度知った上で参加した １－３ ２－１ ２－１

自分自身で能力開発の必要性を感じて参加した ２－２

ワークショップの内容をすぐに活用しなければならない状況で参加した ２－３

ワークショップの目的は、明確に設定されていた ２－１ ３－１ ２－１ ３－１

ワークショップは、自分の業務(教育実践)に生かせる内容であった ２－２ ３－２ ２－２ ３－２

ワークショップは、わかりやすい順序ですすめられていた ２－３ ３－３ ２－３ ３－３

ワークショップでよかった点は以下のうちどれですか＜複数選択可＞ ２－４ ２－４

学生の考える良い授業・悪い授業について考える機会を得た ２－４

シラバスの書き方についての理解が深まった ２－４ ２－４

「何が学生の学びを促進するのか？」（浅い学習と深い学習）について考える機会を得た ２－４

複数の授業方法について知ることができた ２－４ ２－４

成績評価についての理解が深まった ２－４

クラスデザイン（授業計画書の書き方）について理解が深まった ２－４

自らが開発した授業の良い点・改善点を知ることができた ２－４ ２－４

ワークショップの手法を知ることができた ２－４ ２－４

他学部等の教員と知り合いになれた ２－４ ２－４

その他 ２－４

「その他」と答えた方は、具体的にお答え下さい（自由記述） ２－５

ワークショップの時間は目的を達成するために丁度よい長さだった ３－４

ワークショップの実施時期は適当だった ３－５

参加者の人数は適当だった ３－６

アンケート項目等
項目番号

参
加
者

自
身

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ
の
内
容
・
設
計

参
加
の
経
緯
・
理
由

資料８－５
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愛媛 徳島 香川 高知
アンケート項目等

項目番号

ワークショップで設定した目標のうち、達成されたのはどれですか＜複数選択可＞ ３－１ ３－１

適切な目的・目標設定ができるようになるようになった ３－１ ３－１ ７－１

わかりやすいシラバスを書けるようになるようになった ３－１ ３－１ ７－２

深い学び・浅い学びについて知り、目的・目標にあった方法を選択できるようになった ３－１

様々な授業方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できる ３－１ ３－１

様々な成績評価方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できるようになった ３－１ ３－１

学習成果（ラーニング・アウトカムズ）を意識して授業デザインできるようになる ７－３

学生参加型のグループ作業を、自ら授業で導入することができるようになった ３－１ ３－１ ７－４

自分に必要な知識やスキルを身につけることができた ６－１ ５－１

受講したことによって教育への取り組み方（業務）の取り組みが改善されると思う ６－２ ５－２

研修の内容は十分に理解できた ５－３

新たに人的なつながりをつくることができた ６－３ ５－４

３－２ ３－２ ８

講師の言動は学習意欲を高めた ４－１ ４－１ ４－１ ４－１

講師は研修に必要な知識を十分に持っていた ４－２

講師の用意した教材はわかりやすかった ４－３

事務局は手際よくワークショップを運営していた ４－２ ５－３ ４－２ ４－２

ワークショップ会場は快適な環境であった ４－３ ５－１ ４－３ ３－４

授業設計ワークショップ会場には十分な設備が整っていた ５－２

本ワークショップは全体を通して満足できるものであった ５ ７－１ ５ ６－１

研修は期待を上回る内容だった ７－２ ６－２

今後もワークショップを継続していくべきだと思う ７－３ ６－３

本ワークショップの改善点等、ご意見ご感想がありましたらご自由にお書き下さい（自由記述） ６ ７ ６ ９

本ワークショップに参加してよかったと思われる点を、具体的にお書き下さい。（自由記述） ７

その他、お気づきの点があればご記入ください。（自由記述） ７

そ
の
他

ス
タ

ッ
フ

環
境
・

設
備

満
足
度

（
全
体

）

・ワークショップであなたが学んだ点、それに影響されて教育実践の場でやってみたい点などを
お書き下さい（自由記述）
・研修ですぐに使ってみたいと感じたこと（アクションプラン）を、具体的にお書きください。（自由記述）

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ
の
成
果
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ＳＰＯＤ研修アンケート集計結果

研修名：平成２６年度大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修（共通科目）
実施日：平成２６年９月１１日（木）～９月１２日（金）
実施会場：愛媛大学総合情報メディアセンター４階　第４演習室
当日参加者数：２８名
アンケート回答者数：２７名

(1)　所属先

回答数 割合
①  ４年制大学 27 100.0
②  短期大学 0 0.0
③  高等専門学校 0 0.0
④  その他（　　　　　　　） 0 0.0

計 27 100.0

(2)　所属先の設置者

回答数 割合
①  国（国立大学法人） 　 22 81.5
②  地方自治体(公立大学法人を含む) 5 18.5
③  学校法人　　　　　　 0 0.0

　 ④　その他(独立行政法人) 0 0.0
計 27 100.0

(3)　現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキルは何ですか。（具体的に）

別紙記載

２．研修参加への経緯について

(1)　研修目的や内容についてある程度知った上で参加した

回答数 割合
④ そう思う 12 44.4
③ どちらかといえばそう思う 15 55.6
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

(2)　自分自身で能力開発の必要性を感じて参加した 

回答数 割合
④ そう思う 17 63.0
③ どちらかといえばそう思う 9 33.3
② どちらかといえばそう思わない 1 3.7
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

(3)　研修内容をすぐに活用しなければならない状況で参加した

回答数 割合
④ そう思う 3 11.1
③ どちらかといえばそう思う 8 29.6
② どちらかといえばそう思わない 13 48.1
① そう思わない 3 11.1

計 27 100.0

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

① そう思

わない 

資料９－１

1



(4)　上司はこの研修への参加を肯定的に捉えている

回答数 割合
④ そう思う 15 55.6
③ どちらかといえばそう思う 9 33.3
② どちらかといえばそう思わない 3 11.1
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

３．研修プログラムの設計について

(1)　研修の目的は明確に設定されていた

回答数 割合
④ そう思う 19 70.4
③ どちらかといえばそう思う 8 29.6
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

(2)　研修は自分の業務に活かせる内容だった 

回答数 割合
④ そう思う 14 51.9
③ どちらかといえばそう思う 12 44.4
② どちらかといえばそう思わない 1 3.7
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

(3)　研修はわかりやすい順序ですすめられた

回答数 割合
④ そう思う 18 66.7
③ どちらかといえばそう思う 9 33.3
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

(4)　研修会場は快適な環境だった

回答数 割合
④ そう思う 13 48.1
③ どちらかといえばそう思う 9 33.3
② どちらかといえばそう思わない 4 14.8
① そう思わない 1 3.7

計 27 100.0

(5)　研修内容は丁度良いレベルに設定されていた

回答数 割合
④ そう思う 10 37.0
③ どちらかといえばそう思う 16 59.3
② どちらかといえばそう思わない 1 3.7
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

(6)　研修時間は研修目的を達成するために丁度良い長さだった 

回答数 割合
④ そう思う 7 25.9
③ どちらかといえばそう思う 17 63.0
② どちらかといえばそう思わない 3 11.1
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0
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(7)　研修の実施時期は適当だった

回答数 割合
④ そう思う 14 51.9
③ どちらかといえばそう思う 13 48.1
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

(8)　研修会場には十分な設備が整っていた

回答数 割合
④ そう思う 19 70.4
③ どちらかといえばそう思う 8 29.6
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

(9)　参加者の人数は適当だった

回答数 割合
④ そう思う 19 70.4
③ どちらかといえばそう思う 8 29.6
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

４．研修スタッフについて

(1)　講師の言動は学習意欲を高めた

回答数 割合
④ そう思う 17 63.0
③ どちらかといえばそう思う 10 37.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

(2)　事務局は手際よく研修を運営していた 

回答数 割合
④ そう思う 18 66.7
③ どちらかといえばそう思う 9 33.3
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

(3)　講師は研修に必要な知識を十分に持っていた

回答数 割合
④ そう思う 21 77.8
③ どちらかといえばそう思う 6 22.2
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

(4)　講師の用意した教材はわかりやすかった

回答数 割合
④ そう思う 17 63.0
③ どちらかといえばそう思う 10 37.0
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0
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(5)　事務局の対応は丁寧だった

回答数 割合
④ そう思う 20 74.1
③ どちらかといえばそう思う 7 25.9
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

５．研修成果について

(1)　自分に必要な知識やスキルを身につけることができた

回答数 割合
④ そう思う 11 40.7
③ どちらかといえばそう思う 15 55.6
② どちらかといえばそう思わない 1 3.7
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

回答数 割合
④ そう思う 9 33.3
③ どちらかといえばそう思う 18 66.7
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

(3)　研修の内容は十分理解できた

回答数 割合
④ そう思う 4 14.8
③ どちらかといえばそう思う 21 77.8
② どちらかといえばそう思わない 2 7.4
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

(4)　新たに人的なつながりをつくることができた

回答数 割合
④ そう思う 5 18.5
③ どちらかといえばそう思う 16 59.3
② どちらかといえばそう思わない 5 18.5
① そう思わない 1 3.7

計 27 100.0

受講して良かったと思われる点を、具体的にお書きください。

別紙記載

６．研修全体について

(1)　研修は全体的に満足できるものだった

回答数 割合
④ そう思う 19 70.4
③ どちらかといえばそう思う 8 29.6
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

(2)　受講したことによって業務の取り組み方が改善されると思う 
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(2)　研修は期待を上回る内容だった 

回答数 割合
④ そう思う 11 40.7
③ どちらかといえばそう思う 14 51.9
② どちらかといえばそう思わない 2 7.4
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

(3)　今後もこの研修を継続していくべきだと思う

回答数 割合
④ そう思う 20 74.1
③ どちらかといえばそう思う 7 25.9
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 27 100.0

研修をよりよいものとするために改善すべき点があれば、具体的にお書きください。

別紙記載

７．ＳＰＯＤにおけるＳＤプログラム開発ついて

今後，ＳＰＯＤにおいて専門職養成プログラムを開発する
予定ですが，どのような分野のＳＤプログラムが必要だと
思いますか。（複数回答可）

回答数 割合
① 総務系 11 40.7
② 財務系 13 48.1
③ 施設系 2 7.4
④ 図書系 2 7.4
⑤ 情報処理系 20 74.1
⑥ 医事系 7 25.9
⑦ その他 2 7.4

その他の記述内容
・既にあるが学務系の充実
・英語

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

① 総務系 

② 財務系 

③ 施設系 ④ 図書

系 

⑤ 情報処

理系 

⑥ 医事系 

⑦ その他 
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【自由記述欄】 

 

１（３）現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか。（具体的に） 
 

・ パソコンスキル（Word，Excel，Access，PowerPoint）（１３） 

・ ネットワーク（２） 

・ 文書作成（２） 

・ 予算管理，情報処理（データ管理） 

・ ICT，財務関係 

・ 情報セキュリティ，IT全般 

・ 膨大なデータを効率よく処理すること 

・ 手作業にて行っているチェックシステムの構築 

・ Access等を利用したデータ集計及び管理の効率化 

・ プレゼンテーション能力 

・ 他人に上手に説明する能力 

・ 英語，英会話 

・ 企画・立案 

・ データ操作，決算業務，自身の大学の長・短所をもっとよく知って，他大学に人に説明できる 

・ まだ採用されたばかりなので大学の業務も含め，必要な知識が何かを見極めることが第一だと

考える 

・ 学務業務の知識 

・ 映像，音響等機器のトラブル対応のスキル 

 

 

５．受講して良かったと思われる点を，具体的にお書き下さい。 
 

・ Accessで出来る機能を学ぶことができた。（２） 

・ 今までなんとなく使っていた機能について，体系的に分かった。（２） 

・ 教材がとてもわかりやすかったです。 

・ 既存のシステムへの理解が深まった。 

・ Accessに関する知識を身につけることができた。 

・ Accessの知識が深められた。講師の方の話し方が聞きやすかった。 

・ Accessに対して苦手意識が少なくなった。必要であれば，業務で利用したいと思った。 

・ データ操作の苦手意識を克服できた。 

・ 受講前と比べ Accessはそれほど難しいものではないと気づけた。 

・ Accessの知識が格段に向上したように思える。 

・ 人が作った Accessを使用しているが，何故この文字がでるのか不明だった点が理解できた。 

・ レクチャーと実践が交互に進められたため，理解しやすい構成だったと思う。 

・ OS Win8.1の PCを使うのは初めてだったので，体験できて良かった。Accessも最新の「2013」

に触れることができ，便利な機能が探しやすくて良かった。自分の知りたかったことや疑問の解

決に繋げることができて良かった。 

・ ついていけてなかったが，とても楽しかった。また，自分でも勉強したい。講師・スタッフの

方，お疲れ様でした。 
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・ とても聞きやすくて良かったです。ありがとうございました。休憩をこまめにはさんでくれた

のも，とてもいいリフレッシュになりました。 

・ 研修プログラムが比較的余裕のある時間配分で組まれていたので，落ち着いて研修に取り組む

ことができ，Accessのスキルアップが図れた。 

・ 業務において，分からないことがでてきたら，その操作方法のみ調べるということをしていた

ので，２日間じっくり活用方法を学べて良かったです。 

・ DBに対して，Accessで出来ること及び使い方が分かったこと。テーブル，クエリ，フォーム，

レポートという段階的な利用方法の把握ができたこと。 

・ ２年前の基礎・応用を２日間で実施したものよりも丁寧に進行したので，クエリの部分がよく

分かりました。 

・ ちょうど業務で Accessを使い始めた時期だったので一連の操作や仕組み，流れが分かり大変勉

強になった。また懇親会も含め人的なつながりが出来，とても有意義な研修となった。 

 

 

６．研修をよりよいものとするために改善すべき点があれば，具体的にお書き下さい。 

 

・ 研修会場が寒かったです。 

・ 初日を朝から実施するのは，移動が大変だと感じた。 

・ 初日，開始時間を 9:30か 10時にしていただけましたら県外参加者としてはありがたいです。

（前泊が必要となる為） 

・ 受講のレベルがまちまちだったと思います。 

・ 人数が多すぎるとレベルや進行にバラつきがあり，滞ることがあったが（２年前）今回は適度

な人数だったと思います。出来るだけ少人数で開催できると，マンツーマンでできて，修得する

と思います。 

・ 応用編を開催する際は，基礎編の内容を事前にメール等で配付するのはどうでしょう。 

・ 事前に，前回の復習資料があるとよい（応用編の場合）。懇親会の場所は，車椅子利用者も参

加できる店がいいと思う（少しそういうことを伺ったので）。 

・ 可能であれば，冊子復習問題の事前配付をお願いしたい。（自信がない人は，先に勉強してお

けるので。） 

・ 内容のボリュームが，時間（研修の）に対して，少し多いかなと感じた 

・ フォームを活用したアクションクエリについて，もう少し知りたかった。「基礎編」と「応用

編」以外に，「基礎活用編」のようなものが，あいだにあると，受講申込の際，自分のレベルを

より診断しやすいのかなと思いました。 
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ＳＰＯＤ研修アンケート集計結果

研修名：平成２６年度大学人・社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅡ）
実施日：平成２６年１０月９日（木）～１０月１０日（金）
実施会場：愛媛大学本部第２会議室
当日参加者数：２３名
アンケート回答者数：２３名

(1)　所属先

回答数 割合
①  ４年制大学 23 100.0
②  短期大学 0 0.0
③  高等専門学校 0 0.0
④  その他（　　　　　　　） 0 0.0

計 23 100.0

(2)　所属先の設置者

回答数 割合
①  国（国立大学法人） 　 19 82.6
②  地方自治体(公立大学法人を含む) 3 13.0
③  学校法人　　　　　　 1 4.3

　 ④　その他(独立行政法人) 0 0.0
計 23 100.0

(3)　現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキルは何ですか。（具体的に）

別紙記載

２．この研修について

(1)　研修目的や内容についてある程度知った上で参加した

回答数 割合
④ そう思う 5 21.7
③ どちらかといえばそう思う 14 60.9
② どちらかといえばそう思わない 4 17.4
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

(2)　自分自身で能力開発の必要性を感じて参加した 

回答数 割合
④ そう思う 4 17.4
③ どちらかといえばそう思う 13 56.5
② どちらかといえばそう思わない 5 21.7
① そう思わない 1 4.3

計 23 100.0

(3)　研修内容をすぐに活用しなければならない状況で参加した

回答数 割合
④ そう思う 1 4.3
③ どちらかといえばそう思う 7 30.4
② どちらかといえばそう思わない 13 56.5
① そう思わない 2 8.7

計 23 100.0

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

① そう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う ② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

① そう思

わない 

資料９－２
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(4)　上司はこの研修への参加を肯定的に捉えている

回答数 割合
④ そう思う 12 54.5
③ どちらかといえばそう思う 9 40.9
② どちらかといえばそう思わない 1 4.5
① そう思わない 0 0.0

計 22 100.0

(5)　研修の実施時期は適当だった

回答数 割合
④ そう思う 8 36.4
③ どちらかといえばそう思う 12 54.5
② どちらかといえばそう思わない 1 4.5
① そう思わない 1 4.5

計 22 100.0

(6)　研修会場は快適な環境だった

回答数 割合
④ そう思う 13 56.5
③ どちらかといえばそう思う 10 43.5
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

(7)　研修内容は丁度良いレベルに設定されていた

回答数 割合
④ そう思う 9 39.1
③ どちらかといえばそう思う 13 56.5
② どちらかといえばそう思わない 1 4.3
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

(8)　参加者の人数は適当だった

回答数 割合
④ そう思う 10 43.5
③ どちらかといえばそう思う 13 56.5
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

(9)　事務局は手際よく研修を運営していた

回答数 割合
④ そう思う 14 60.9
③ どちらかといえばそう思う 9 39.1
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

(10)　事務局の対応は丁寧だった

回答数 割合
④ そう思う 17 73.9
③ どちらかといえばそう思う 6 26.1
② どちらかといえばそう思わない 0 0.0
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

④ そう思

う 
③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない, 1 

④ そう思

う 
③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どち

らかとい

えばそう

思わな

い 

① そう

思わな

い 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 
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(11)　新たに人的つながりをつくることができた

回答数 割合
④ そう思う 8 34.8
③ どちらかといえばそう思う 12 52.2
② どちらかといえばそう思わない 3 13.0
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

(12)　研修は全体的に満足できるものだった

回答数 割合
④ そう思う 9 39.1
③ どちらかといえばそう思う 13 56.5
② どちらかといえばそう思わない 1 4.3
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

(13)　今後もこの研修を継続していくべきだと思う

回答数 割合
④ そう思う 10 45.5
③ どちらかといえばそう思う 11 50.0
② どちらかといえばそう思わない 1 4.5
① そう思わない 0 0.0

計 22 100.0

３．「コミュニケーション実践」研修について

(1)　研修は自分の業務に活かせる内容だった

回答数 割合
④ そう思う 7 30.4
③ どちらかといえばそう思う 11 47.8
② どちらかといえばそう思わない 4 17.4
① そう思わない 1 4.3

計 23 100.0

(2)　研修の内容は十分に理解できた

回答数 割合
④ そう思う 7 30.4
③ どちらかといえばそう思う 14 60.9
② どちらかといえばそう思わない 2 8.7
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

(3)　自分に必要な知識やスキルを身につけることができた

回答数 割合
④ そう思う 5 21.7
③ どちらかといえばそう思う 12 52.2
② どちらかといえばそう思わない 6 26.1
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

(4)　講師の用意した教材はわかりやすかった

回答数 割合
④ そう思う 8 34.8
③ どちらかといえばそう思う 12 52.2
② どちらかといえばそう思わない 3 13.0
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない, 1 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

① そう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 
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(5)　研修は満足出来るものだった

回答数 割合
④ そう思う 8 34.8
③ どちらかといえばそう思う 12 52.2
② どちらかといえばそう思わない 3 13.0
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

４．「プレゼンテーション実践」研修について

(1)　研修は自分の業務に活かせる内容だった

回答数 割合
④ そう思う 11 47.8
③ どちらかといえばそう思う 7 30.4
② どちらかといえばそう思わない 4 17.4
① そう思わない 1 4.3

計 23 100.0

回答数 割合
④ そう思う 8 34.8
③ どちらかといえばそう思う 13 56.5
② どちらかといえばそう思わない 2 8.7
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

(3)　自分に必要な知識やスキルを身につけることができた

回答数 割合
④ そう思う 6 26.1
③ どちらかといえばそう思う 12 52.2
② どちらかといえばそう思わない 5 21.7
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

(4)　講師の用意した教材はわかりやすかった

回答数 割合
④ そう思う 10 43.5
③ どちらかといえばそう思う 9 39.1
② どちらかといえばそう思わない 4 17.4
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

(5)　研修は満足出来るものだった

回答数 割合
④ そう思う 10 43.5
③ どちらかといえばそう思う 10 43.5
② どちらかといえばそう思わない 3 13.0
① そう思わない 0 0.0

計 23 100.0

５．受講して良かったと思われる点を、具体的にお書きください。

別紙記載

６．研修をよりよいものにするために改善すべき点があれば、具体的にお書きください。

別紙記載

(2)　研修の内容は十分に理解できた

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

① そう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思

う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない 

④ そう思

う 

③ どちら

かといえ

ばそう思う 

② どちら

かといえ

ばそう思

わない, 3 

4



７．ＳＰＯＤにおけるＳＤプログラム開発ついて

今後，ＳＰＯＤにおいて専門職養成プログラムを開発する
予定ですが，どのような分野のＳＤプログラムが必要だと
思いますか。（複数回答可）

回答数 割合
① 総務系 6 26.1
② 財務系 4 17.4
③ 施設系 6 26.1
④ 図書系 2 8.7
⑤ 情報処理系 7 30.4
⑥ 医事系 8 34.8
⑦ その他 4 17.4

その他の記述内容
・研究系
・アドミニストレーター養成支援
・契約書作成
・俸給決定研究
・効果的な資料作成研究
・具体事例研究
・国際連携

① 総務系 

② 財務系 

③ 施設系 

④ 図書

系 

⑤ 情報処

理系 

⑥ 医事系 

⑦ その他 
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【自由記述欄】 

 

１（３）現在のあなたにとってレベルアップが必要なスキル・知識は何ですか。（具体的に） 
 

・プレゼンテーション能力（９）（物事を分かりやすく伝える力，伝える力，単調に説明してしま

いがちですが，今日は実体験やユーモアを交えてプレゼンする職員の方もいらっしゃいました。

とても為になりました。） 

・コミュニケーション力（３） 

・クレーム対応（２）（恐喝的なクレームに対する対応等こちらが悪くなくてもビビってしまうの       

 で・・・。教員は困る。） 

・交渉能力（２） 

・ケースバイケースの判断力 

・自分の考えを相手に伝えるスキル 

・自分の主張を効果的に分かりやすく相手に伝える力 

・人の話を聞いて，要点を抽出してすばやく理解する能力と，それを分かりやすく人に伝える能力 

・人前で話す能力 

・専門資格（知識向上） 

・企画力（新たな試み） 

・論理的思考 

・アサーション 

・説得力 

・問題解決力 

・データ分析 

・大学に関する知識（研究分野） 

・規則の作成スキル 

・文章作成スキル 

・パワーポイントによる資料作成 

・心の悩みを持つ学生や，保護者への対応（クレームまではいかない相談） 

 

 
 
５．受講して良かったと思われる点を，具体的にお書き下さい。 
 

・今回初めて主任レベルの研修に参加しました。皆さんたくさんの経験があり，内容の濃いお話も

聞けました。医学部は大学にはないのですが，入試や調達のお話は興味深く，問題の共有もでき

ました。 

・プレゼンテーションの機会を得たこと。また，プレゼンテーションにおいて必要なスキルについ

て知ることができたこと。 

・プレゼンの技法（効果的なシートの作り方など）について学べたこと。 

・クレーム対応（他大学の事例を含め）について学べたこと。 

・クレーム対応に興味があったので，基本的なもの且つ大事なものを勉強することが出来て良かっ

たかなと思います。 
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・ロジカルシンキングについて勉強ができて良かったです。ありがとうございました。 

・内容的にテーマが多くて少し疲れたが，勉強になる点が多々あった。また，他大学の方と知り合

うこともでき良かった。 

・意識の向上にはなった。 

・現在の部署では，プレゼンする機会がないので，受講して良かったと思う。頭で描いている自分

と，実際やってみての感想に大きな乖離があったのが衝撃であり，それに気づけたことが収穫だ

った。 

・クレーム対応にて「組織の代表として」対応することが印象に残った。 

・プレゼンの難しさを知った。 

・人前で話すことが苦手なので，少しでも練習になって良かった。 

・講師の方が非常に親切に，丁寧に教えてくださったので，分かりやすかった。 

・日常教務に追われて考える時間がない。無理してでも来て良かった。久しぶりに自分のことだけ

を考える時間が持てた。スタッフの方々の一生懸命さに触れて，頑張ろうという気が持てた。い

ろんな人の話が聞けて良かった。 

・クレーム処理について，苦情は主に担当者が最後まで，ということを知ってとても参考になった。

プレゼンテーションについては，全くの初めてからのスタートだったので，とても大変でしたが

学ぶものが多かったです。また，他大学の方々とお話することができ，有意義な時間でした。 

・同じ職員の立場の講師が努力している姿勢には感動しました。私自身も日々努力を怠らず，頑張

っていきたいです。 

・プレゼンテーション等の具体的は手法について教えていただくことができ，大変勉強になりまし

た。実際に実践してみることで，難しい部分やどうしていったらいいのかという点を考えること

ができました。クレーム対応も具体的な手法を学べたことで，今後に活かせるのではないかと思

いました。 

・日常業務に共通して活かせる部分が多く参加して有益だった。 

・人脈ができた。 

・プレゼンテーション資料作成のポイントがよくわかった。 

・ＰＲＥＰ法などの論理的に説明する話し方や，実際のスライド作成の注意点が参考になった。ま

た自分で教えていただいた事を意識しながらプレゼンをして何がダメなのかわかった。  

・業務に必要なスキルであり，実践も多く分かりやすい内容であった。 

・他大学の職員と交流を持つことができた。研修を受けることで知識を深めることができました。 

・他大学の同士が作れた。 

 

 

６．研修をよりよいものとするために改善すべき点があれば，具体的にお書き下さい。 

 

【コミュニケーション実践】 

・もう少しクレームに対する対処方法についてお伺いしたかった。（ケースバイケースで片付けら

れてしまうと参加した意味がなくなってしまう。） 

・ワーク事例についての講師のコメントをもう少し詳しく分かりやすくしていただけたらと思いま

す。ワーク事例をＤＶＤ等の映像にしていただいた方がより分かりやすくなるので，ワーク内で
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の話し合いがもっと適切に深くできるのではないかと思います。 

・クレーム対応については，外部の専門講師に依頼した方がいいのではないかと思いました。（難

しい分野なので） 

・クレーム事例を１つではなく，２，３個できれば業務の参考になったと思います。 

・クレーム対応は，もう少し事例研究があった方がよい。（凶悪なクレームなど） 

・テーマを，ごく狭い範囲の実務に限ってみては？ 

・問題点や解決策は皆同じになるので，多くの人に発表させる意義はあまりない。 

 

【プレゼンテーション実践】 

・資料を早めに欲しかったです。 

・プレゼン資料事前に配付して欲しかった。はじめ，説明がわかりにくかった。 

・プレゼンテーション実践の午前の部の資料は，午前にもらえたら良かったなと思いました。（メ

モできるから）「カレーパーティ」があるから，事前に配ったらまずいのも分かります。勝手な

意見ですが，すみません。 

・プレゼンテーション実践の資料が後で配付されることを知らなかったため，必死でメモをとって

いたのですが，後でいただけることが分かっているとより良かったかと思います。 

・プレゼン作成の時，使用できるツール（マジック・バインダー（発表時に紙を支えるもの））が

もう少したくさんあれば便利で良かった。 

・プレゼンテーション実践については，スキルが十分でない状態でのパフォーマンスだったので，

非常に難しかった。 

・プレゼンテーション実践はパソコンを使ったものにできれば，より実践に近いものになるのでは

ないかと感じた。 

・各自の都合もあったかとは思うが，四国内でもっと幅広い大学の職員の参加があれば良かったと

思う。 

 

【全体】 

・専門毎の研修をすべき。 

・もう少し休憩の時間が欲しかったかな？と個人的には思いました。 

・研修の時期は，夏休み期間中に変更できないでしょうか。 

・時々講師からの指示が漠然としていて，戸惑ってしまった。 

・大変参考なりました。ありがとうございました。 

・反転学習のように，事前にある程度予習をして，始まってすぐに実践に取りかかるなどすれば，

より効果的な研修になるのではないかと感じました。 
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カンファレンスin徳島カンファレンスin徳島カンファレンスin徳島カンファレンスin徳島
大学教育大学教育大学教育大学教育

平成26年度 ＦＤ推進プログラム平成26年度 ＦＤ推進プログラム

主 催　徳島大学FD委員会　 四国地区大学教職員能力開発ネットワーク

参加費
無料

※情報交換会ご出席の方は
会費が3,000円

となります。

田中 岳先生講
師

アクティブ・ラーニングは、大学（学士課程）教育を
質的転換する切り札となり得るのだろうか。…

13：00～14：30

九州大学基幹教育院
教育企画開発部 准教授

特 別 講 演

12月26日 （金）2014年
9：00～18：05 （8：30受付開始）

受 付 ： 徳島大学 共通教育4号館 ２階ホール

会 場 ： 徳島大学 共通教育4号館 等

徳島大学のFD推進プログ
ラムの一環として実施して

いる

大学教育カンファレンスも
今回で10回目となりました

。

初年次における
アクティブ・ラーニングの展開
―九州大学基幹教育カリキュラムを事例に―

参加方法
どなたでもご参加いただけます。
当日直接会場へお越しいただき、
受付をしてください。

徳島大学学務部教育企画室
大学教育カンファレンスin徳島事務局
〒770-8501 徳島市新蔵町2-24 
TEL088-656-7686
E-mail:kykikakuk@tokushima-u.ac.jp
http://www.cue.tokushima-u.ac.jp/fd/

参 加 方 法

お問い合わせ

※駐車場が限られているため、
できるだけ公共交通機関をご利用の上、

ご来場お願いします。

［ アクセス ］

助任橋

●徳島
新聞社

●パークウエストン

●市立体育館

そごう●
バスターミナル

中央公園
城 山

徳島駅

鳴門・神戸方面↑

↓阿南方面

徳島
大学 P

共通教育４号館

共通教育４号館
2階ホール

●徒歩の場合　　　30分
●バス利用の場合　20分
　徳島駅前より徳島市営バス「島田石橋」行、　　
　「商業高校」行他に乗車し、「助任橋」又は
　「徳島大学前」又は「徳島大学南」下車徒歩5分

口頭発表
ワークショップ

午　前

※カンファレンス終了後に情報交換会を行います。

9：00～9：15開 会 挨 拶

研 究 発 表Ⅰ
6件／  9：15～10：00

3件／10：10～12：10

15：10～16：40
学生または教員間で高い評価を受けた授業の実践

口頭発表 10件／16：50～18：05

ポスター発表
ラウンドテーブル

研 究 発 表Ⅱ
13件／14：40～15：40

「反転授業」をやってみた
－2014年度反転授業実施の中間報告－

教育にインプロをとりいれてみよう　
－自らの教育活動に活かすには？－

学部専門科目を通した教員養成
－『教職キャリアノート』に見る学生の学びから－

主要プログラム 午 前

午 後

資料１０



18：30～20：30　情報交換会

① 高大連携事業「高校生の大学研究室への体験入学型学習プログラム」実施報告（第 6 報）
② 中国人留学生の防災意識
③ ふくしま、とくしま、ともに輝こうプロジェクトの活動報告
④ Using Authentic Texts in 'English Reading Understanding’Classes at Japanese Universities
⑤ 「チャレンジ創造コンテスト」の活動における問題点と対策
⑥ 中心静脈カテーテル（CVC）留置術個別講習会の検討
⑦ 医療系学科１年生合同ワークショップの効果的実施 －８年間の振り返りより－
⑧ 地域育成型歯学教育プログラムの評価（第 2 報）－地域福祉体験学習における教育効果の変化－
⑨ Web単語帳の自宅学習における有効性
⑩ キャリア教育における「短期インターンシップ」の実践と課題
⑪ 小ステップ課題演習方式によるプログラミング演習の改善
⑫ Teaching process writing to Japanese university ESL students.
⑬ 第 1 回と第２回の教員の教育に関する意識調査の比較

演題： 初年次におけるアクティブ・ラーニングの展開
　　  ―九州大学基幹教育カリキュラムを事例に―

平成26年度 大学教育カンファレンス in 徳島  プログラム

学長挨拶　香川　征

① リメディアル授業における学力と
　 継続した学習意欲の関係

■ 「反転授業」をやってみた ■ 学部専門科目を通した教員養成
　

① 学士課程教育の体系化を可視化するための
　 カリキュラムマップ作成に関わるＦＤと現状の課題

★ 学生、または教員間で
　  高い評価を受けた授業の実践

② 徳島大学における「大学入門講座・読書レポート   　 
　 2014」の試み：読書からアカデミックライティングへ

② 学習スタイルの向上・改善を目指した学生と
　 図書館職員の協働による実践の成果と課題

③ 徳島大学における「物理学とその関連分野の教育に
　 関する情報交換会」（通称、物理 FD）の試み

③ 大学生による小中学生向けロボット教室の企画・運営
　 ～アンケート結果から見た大学生と小中学生の評価～

☆ 継続的自律英語学習を
　 目指した英語授業の実践

☆ 絵本の読み聞かせを
　 教員養成に

☆ 阿南高専国語教育実践例
～POPを用いた本の紹介発表～

会期：2014年12月26日（金）　会場：徳島大学共通教育4号館 等

口 頭 発 表 A

ワ ー ク ショップ A

特 別 講 演

ポ ス タ ー 発 表

ワ ー ク ショップ B ワ ー ク ショップ C

ラウンドテーブル

口 頭 発 表 B

口 頭 発 表 C 口 頭 発 表 D

① ゼロ点補正方式の授業アンケートを用いた
　 コミュニケーション教育の授業改善

① ティーチング・アシスタントの体験による
　 教育者としての実践力と資質能力向上の分析

② ティーチングアシスタントを主体とする
　 高大院連携化学実験の実践と評価

② 学生が教職実践演習を通して明確化する
　 教師像と養護教諭観

③ 手作り自動滴定装置の改良・改善プロジェクト ③ プロジェクト活動で得られたこと

④ グローバル化社会に向けた教養教育の課題

⑤ 授業のアクティブラーニング化は
　 学生の自学自習を促進するか？－反転授業の場合－

④ 徳島大学就職支援団体「ACTIVE」の活動について

⑤ 徳島大学就職支援団体「ACTIVE」によるアンケート調査
　 の報告～徳島大学における就職活動の実態調査～

講師： 田中 岳先生 （九州大学基幹教育院教育企画開発部 准教授）

徳島大学　坂田　浩

鳴門教育大学　余郷裕次

阿南工業高等専門学校
錦織浩文

9：15

10：00

10：10

12：10

13：00

14：30

14：40

16：40

9：00 
9：15

16：50

18：05

　－2014年度反転授業実施の
　　　　　　　　　　中間報告－

－『教職キャリアノート』に見る
　　　　　　　 学生の学びから－ －自らの教育活動に活かすには？－

■ 教育にインプロをとりいれてみよう

14：40　15：40
15：10　16：40



平成 26 年度徳島大学ＦＤ推進プログラム 

「大学教育カンファレンス in 徳島」プログラム 

会期：2014 年 12 月 26 日（金） 会場：徳島大学共通教育 4号館等 

8：30 ～
9：00 

受 付  ＜共通教育 4 号館 2 階ホール＞  

9：00 ～
9：15 

学長挨拶 香川 征  ＜共通教育 4号館 202 講義室＞ 司会：赤池雅史 

9：15～

10：00 

口頭発表Ａ 
座長：佐田政隆 

<4 号館 202 講義室> 
Ａ① 9：15～9：30 

■リメディアル授業における

学力と継続した学習意欲の

関係 

 

大学院ｿｼｵ･ｱｰﾂ･ｱﾝﾄﾞ･ｻｲｴﾝｽ研

究部 

齊藤隆仁 

口頭発表Ｂ  
座長：下村直行 

<4 号館 203 講義室> 
Ｂ① 9：15～9：30 

■学士課程教育の体系化を可

視化するためのカリキュラ

ムマップ作成に関わるＦＤ

と現状の課題 

総合教育センター 

吉田 博 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ② 9：30～9：45 

■徳島大学における「大学入

門講座・読書レポート2014」

の試み：読書からアカデミ

ックライティングへ 

 

全学共通教育センター 

古屋 玲 他 

Ｂ② 9：30～9：45 

■学習スタイルの向上・改善を

目指した学生と図書館職員

の協働による実践の成果と

課題 

 

工学部電気電子工学科 

片山裕之 他  

Ａ③ 9：45～10：00 

■徳島大学における「物理学
とその関連分野の教育に関
する情報交換会」 

（通称、物理 FD）の試み 

 

全学共通教育センター 

古屋 玲 他 

Ｂ③ 9：45～10：00 

■大学生による小中学生向け
ロボット教室の企画・運営 

～アンケート結果から見た

大学生と小中学生の評価～ 

 

工学部機械工学科 

足立一真 他 

10：00
～10：10 休 憩 

10：10

～12：10 

ワークショップＡ 

 

＜4 号館 202 講義室＞ 

 

◆「反転授業」をやってみた

－2014 年度反転授業実施 

の中間報告－ 

 

 

 

総合教育センター 

金西計英 他 

 

ワークショップＢ 

 

＜4 号館 203 講義室＞ 

 

◆学部専門科目を通した

教員養成 

－『教職キャリアノー

ト』に見る学生の学びか

ら－ 

 

大学院ｿｼｵ･ｱｰﾂ･ｱﾝﾄﾞ･ｻｲ 

ｴﾝｽ研究部 

坂田大輔 

 

ワークショップＣ 

 

＜5 号館 2 階 会議室＞ 

 

◆教育にインプロをとり

いれてみよう  

－自らの教育活動に活

かすには？－ 

 

国際センター 

Gehrtz 三隅友子 他 
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12：10
～13：00 

昼 食 休 憩 

13：00

～14：30 

特別講演  

司会：川野卓二  ＜4 号館 202 講義室＞ 

演題：初年次におけるアクティブ・ラーニングの展開 

   ―九州大学基幹教育カリキュラムを事例に― 

講師：田中 岳先生（九州大学基幹教育院教育企画開発部 准教授） 

14：30
～14：40 

休 憩 

14：40

～16：40 

ポスター発表 

＜5 号館 2 階 学生自習スペース＞ 

14：40～15：40 

●高大連携事業「高校生の大学研究室への体験入学型学習

プログラム」実施報告（第 6報）Ｐ① 

大学院ｿｼｵ･ｱｰﾂ･ｱﾝﾄﾞ･ｻｲｴﾝｽ研究部 渡部 稔 他 

●中国人留学生の防災意識 Ｐ② 

大学院ｿｼｵ･ｱｰﾂ･ｱﾝﾄﾞ･ｻｲｴﾝｽ研究部 山本真由美 他 

●ふくしま、とくしま、ともに輝こうプロジェクトの活動

報告Ｐ③ 

大学院ｿｼｵ･ｱｰﾂ･ｱﾝﾄﾞ･ｻｲｴﾝｽ研究部 中山信太郎 他 

●Using Authentic Texts in 'English Reading 

Understanding’Classes at Japanese UniversitiesＰ④

大学院ｿｼｵ･ｱｰﾂ･ｱﾝﾄﾞ･ｻｲｴﾝｽ研究部 

Dierk Clemens Guenther 

●「チャレンジ創造コンテスト」の活動における問題点と

対策 Ｐ⑤ 

工学部機械工学科 三好 遥 他 

●中心静脈カテーテル(CVC)留置術個別講習会の検討Ｐ⑥

大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究部 岩田 貴 他 

●医療系学科１年生合同ワークショップの効果的実施 

－８年間の振り返りより－ Ｐ⑦ 

大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究部 長宗雅美 他 

●地域育成型歯学教育プログラムの評価（第 2報） 

－地域福祉体験学習における教育効果の変化－ Ｐ⑧ 

大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究部 薮内さつき 他 

●Web 単語帳の自宅学習における有効性 Ｐ⑨ 

全学共通教育センター（非常勤講師）ギュンター 知枝

●キャリア教育における「短期インターンシップ」の実践

と課題 Ｐ⑩ 

総合教育センター 山野明美 他 

●小ステップ課題演習方式によるプログラミング演習の

改善 Ｐ⑪ 

阿南工業高等専門学校 吉田 晋 他 

●Teaching process writing to Japanese university ESL 

students. Ｐ⑫  

立命館大学 Christopher Pond 

●第 1回と第２回の教員の教育に関する意識調査の比較 

Ｐ⑬ 

総合教育センター 上岡麻衣子 他 

 

ラウンドテーブル 

座長：赤池雅史 

＜4 号館 202 講義室＞

15：10～16：40 

★学生、または教員間で

高い評価を受けた授

業の実践 

 

☆継続的自律英語学習

を目指した英語授業

の実践 

 

徳島大学 

坂田 浩 

 

☆絵本の読み聞かせを

教員養成に 

 

鳴門教育大学 

余郷裕次 

 

☆阿南高専国語教育実
践例 
～POP を用いた本の紹
介発表～ 

 

阿南工業高等専門学校

錦織浩文 

 

16：40
～16：50 

休 憩 
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16：50

～18：05 

口頭発表Ｃ 

座長：羽地達次 
<4 号館 202 講義室> 

Ｃ① 16：50～17：05 

■ゼロ点補正方式の授業アンケートを 

用いたコミュニケーション教育の 

授業改善 

 

大学院ｿｼｵ･ｱｰﾂ･ｱﾝﾄﾞ･ｻｲｴﾝｽ研究部  

久田旭彦 

口頭発表Ｄ 

座長：上田哲史 
<4 号館 203 講義室> 

Ｄ① 16：50～17：05 

■ティーチング・アシスタントの体験に

よる教育者としての実践力と資質能力

向上の分析 

 

大学院保健科学教育部 

水本絢子 他 

Ｃ② 17：05～17：20 

■ティーチングアシスタントを主体とする

高大院連携化学実験の実践と評価 

 

大学院ｿｼｵﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ研究部  

南川慶二 他 

Ｄ② 17：05～17：20 

■学生が教職実践演習を通して明確化す

る教師像と養護教諭観 

 

大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究部 

奥田紀久子 他 

Ｃ③ 17：20～17：35 

■手作り自動滴定装置の改良・改善プロジ

ェクト 

大学院ｿｼｵﾃｸﾉｻｲｴﾝｽ研究部  

外輪健一郎 他 

Ｄ③  17：20～17：35 

■プロジェクト活動で得られたこと 

 

工学部知能情報工学科 

竹田智洋 

Ｃ④ 17：35～17：50 

■グローバル化社会に向けた教養教育の課
題 

 

大学院ｿｼｵ･ｱｰﾂ･ｱﾝﾄﾞ･ｻｲｴﾝｽ研究部  

大橋 眞 他 

Ｄ④ 17：35～17:50 

■徳島大学就職支援団体「ACTIVE」の活
動について 

 

大学院先端技術科学教育部 

山口喜堂 他 

Ｃ⑤ 17：50～18：05 

■授業のアクティブラーニング化は学生の

自学自習を促進するか？ 

－反転授業の場合－ 

 

 

大学院ﾍﾙｽﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ研究部  

三笠洋明 他 

Ｄ⑤ 17：50～18：05 

■徳島大学就職支援団体「ACTIVE」によ

るアンケート調査の報告 

～徳島大学における就職活動の実態調

査～ 

 

大学院先端技術科学教育部 

山口喜堂 他 

18：30

～20：30 
情報交換会 ＜生協食堂＞ 
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